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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【俺は集まって話す】









「いらっしゃいませぇ！　……って、なんだ、ジョーロか……」

「おいおい。客に対してその態度はねぇんじゃねぇか、ホース？」

　修学旅行を終えてからいくらかの時が流れたとある日……、俺──ジョーロこと如月きさらぎ雨あま露つゆは、同学年のヒイラギこと元もと木き智ち冬ふゆの兄……元もと木き至いたるさんが店長を務めている焼鳥屋さん……『ゲンキな焼鳥屋』へとやってきていた。

　店内に入ると同時に、俺をキラキラ笑顔で歓迎してくれた店員は、唐とう菖しよう蒲ぶ高校図書委員のホースこと葉は月づき保やす雄お。赤い帽子と赤いジャケットのユニフォームがよく似合っている。

「人の笑顔を見てヘラヘラ笑う奴やつを、客と判断すべきかは悩ましいところじゃない？」

「んなことねぇさ。どんな奴やつでも客は客。だから、しっかりと対応すること。経験者からの貴重なアドバイスだぜ？」

「ふん。自分のほうが先にアルバイトを始めてるからって、先輩面するなよな……」

　くっくっく。大抵のことでホースに劣る俺だが、アルバイトに関しては一日の長ありだ。

「まぁ、こないだの……ＳＰから逃げて僕の家に居い候そうろうしてた、やけに偉そうな態度の某国の姫君よりはマシか……」

　そんな人、来ることってある？

　さすが、『特性：ラブコメ主人公』。彼女ができても、そのラブコメ力に陰りはないようだ。

「あー……。他の奴やつらは、もう来てるか？」

　某国の姫君について追及したい気持ちもあったが、その手の話題は突けば突くほど溢あふれ出だしてくるのがホースだ。なので、気持ちをグッとこらえて当初の質問に。

「うん。二人とももう来てるよ。……ほら、そこに」

「おーい、ジョーロ！　こっちだぜ！　こっち！」

「ジョーロか……」

　ホースが示したテーブル席に座るのは、俺の親友にして西にし木き蔦づた高校野球部のエースを務める、サンちゃんこと大おお賀が太たい陽よう。そして、唐とう菖しよう蒲ぶ高校野球部の四番バッターを務める、フーちゃんこと特とく正しよう北きた風かぜ。二人とも一八〇センチオーバーの身長に加えてガタイもいいもんだから、座っている椅子とテーブルがやけに小さく見える。

「じゃあ、僕もバイトが終わったら合流するから……」

「分かった。サンキューな」

　再び仕事へ向かっていくホースを見送った後、空いているサンちゃんの隣へと着席。

「おっす、サンちゃん。調子はどうだ？」

「へへっ！　絶不調だぜ！　この先のことを考えて、全身が恐怖で震えまくってるからな！」

「……フーちゃん、繚りよう乱らん祭さい以来だな。……元気にしてたか？」

「うむ。この先のことを考えると、不安と緊迫で心臓が爆散せんばかりに元気だ」

　彼らの『この先』に、いったい何が待ち受けているのやら……。

　出だしから、不安しか感じさせてくれなくて困る。……まぁ、いいか。

　テーブルの上には、すでに二人が注文していた焼鳥の盛り合わせときゅうりの一本漬け。

　それに、コーラと……繚りよう乱らん祭さい以降『ゲンキな焼鳥屋』で商品化された『トロピカァ～ルむふむふドリンク』がある。後者は、フーちゃんの色んな意味でお気に入りの逸品だ。

　俺も適当なタイミングで、飲み物を頼ませてもらおう。

「そういや、外の行列すごかったな。まさか、あそこまで人気があるとは……」

　俺が入店する前、『ゲンキな焼鳥屋』の前には、未いまだかつてない程の長蛇の列が出来上がっていた。だが、別に店内が混んでいるわけではない。

　もちろん人気の店なので混んではいるのだが、所々に空いている座席はある。

　にもかかわらず、店前に大行列が出来ていたのは……

「俺もあの列を見た時はビックリしたぜ！　店頭販売の限定メニュー効果ってすごいな！」

　というわけである。

「けど、一番ビックリしたのは、ヒイラギが売り子をやってたことだよ！　あいつ、人見知りなのに、我慢して一生懸命頑張ってたよな！」

「あ、ああ……。まぁ……」

　俺が行った時は、『逃げちゃダメなのだ。逃げちゃダメなのだ。逃げちゃダメなのだ』って、どこぞの紫色のロボットのパイロットみたいな台詞せりふを言って、活動限界を迎えそうだったけど。

「……む。あれは、元もと木きだったのか。やけに瞳に涙を浮かべながら、甲斐かい甲斐がいしく働く埴はに輪わがいるとは思っていたのだが……」

　そろそろ、フーちゃんにはどこか腕のいい眼科を探して紹介するべきかもしれんな……。

　いつになったら、とあるアホ以外の女の子が全員埴はに輪わに見える奇病から回復するのだろう？




　ホースのバイトが終わるまで、軽い雑談に興じる俺おれ達たち。

　こういう、これと言って身にならないどうでもいい話をするのって結構好きなんだよな。

「なぁ、知ってるか？　北ほつ海かい道どうの冬休みって、他の地域と比べて長いらしいぜ！　こっちだと、十六日だけど、北ほつ海かい道どうではさらに十日多いらしい！」

「へぇ、それって始まるのが早いのか？　それとも終わるのが遅いのか？」

「終わるのが遅いんだ！　ただ、その分始まるのはこっちより遅い！　俺おれ達たちは十二月二十二日から冬休みが始まるだろ？　だけど、北ほつ海かい道どうは十二月二十六日から始まるんだってよ！」

「ふむ……。長期休暇は都道府県によって違うのは知っていたが、北ほつ海かい道どうはそのようになっているのか……」

　ところで、ホースはまだか？　そろそろ、終わりの時間のはずなんだが……あ、きたきた。

　格好が、『ゲンキな焼鳥屋』のユニフォームから私服になってるな。

「ふぅ……、お待たせ。ようやく、バイトが終わったよ……。はぁ……」

　心なしか憂鬱な表情をしている気もするが、忙しさからきた疲労感だろうか？

「おつかれ。焼鳥屋さんの店員が、結構板についてたぜ」

「だから、先輩面するなってさっきも言ったでしょ？　ほんと、少しでも自分が有利だと思うとすぐ調子に乗るんだから……」

　当たり前だ。普段は、ありとあらゆることで負けているのだから、この好機を逃していつ調子に乗れと言うのだ？　って……あれ？

「も、もう無理なのだぁぁぁぁ！　知らない人怖いのだぁぁぁ！　……あっ！」

　なんか、ヒイラギが号泣しながら店に入ってきた。

　格好は、上下ともに赤でそろえたユニフォーム。すでに冬が到来しているにもかかわらず、ミニスカートというのは寒くないのだろうかと心配にはなるが、この様子からして寒さを気にする余裕すらないのだろう。仕事中だからか、口調だけは立派なんだけどね。口調だけは。

「ジョーロ、フーちゃん、サンちゃん、ホース！　助けてほしいのだぁぁぁぁ！」

　俺おれ達たちの姿を確認した瞬間、すげぇ勢いでこっちに来たよ。

「売り子さん、手伝ってほしいのだ！　知らない人、怖いのだ！　一緒に頑張るから！　我もちゃんと頑張るから、手伝ってほしいのだ！」

　以前みたいに丸投げするのではなく、自分も一緒に頑張ろうとするところには成長が感じられるが、手伝いを頼むならここのアルバイトであるホースだけにしてほしいものである。

「お兄ちゃんが容赦ないのだ！　だから、みんなも我と一緒に──」

「智ち冬ふゆぅ～！　勝手に逃げ出しちゃダメじゃないかぁ～！　さぁ！　これからも楽しい楽しい売り子さんだぞぉ～　これを機に、人見知りをバッチリ完璧に直そうなぁ～！」

「鬼なのだぁぁぁぁ！」

　たくましい兄……元もと木き至いたるさんによって首根っこをつかまれたヒイラギは、そのままズルズルと店の外の売り場へと連れていかれたのであった。頑張れ、人見知り。

「よし！　これで、全員揃そろったな！　……けど、アレだよな！　こうやって、男だけで集まるのって、なんか新鮮だよな！」

「うむ。周囲に埴はに輪わがいないというのは、俺もあまり経験のないことだ」

「っていうか一学期の頃を考えると、この四人で集まること自体、想像できなかったよね」

　約一名、特殊な感性のせいで妙な発言しているが、俺も概おおむね同意見だ。

　普段は西にし木き蔦づたの図書室業務でも女の子のほうが多くて、男子は俺とサンちゃん。……それに、間違いなく男子のミント君しかいない。だから、必然的に誰かしら女の子が近くにいた。

　だが、今は違うのだ。ヒイラギがいるといえばいるが、あいつは現在、兄による人見知り改善店番をやらされている。つまり、男しかいない状況ともいえる。

　しかも、一学期にあんだけトラブった俺おれ達たち四人が、だ。……まぁ、トラブったのは俺とホースで、サンちゃんとフーちゃんは最初から比較的仲が良かったんだけどね……。

　……で、なんでこのメンバーで集まったかという話だが、

「サンちゃん。……それで、俺おれ達たちに話ってなんだ？」

　昨日、サンちゃんが俺おれ達たちに『話したいことがある！　男だけで集まりたい！』と連絡してきたのが事の発端だったりもする。

「あ、あー……そ、そうだな！　ま、まぁ、その……」

　サンちゃんが、ここまで歯切れの悪いしゃべり方をするなんて珍しいな。野球のことだったら、俺おれ達たちじゃなくて野球部かフーちゃんに相談するだろうし、別の内容だとは思うんだが……

「は、恥を忍んで教えてほしいことがある！　……れ、恋愛相談をさせてくれ！」

「はい？」

　おいおい、マジかよ……。サンちゃんから、その手の話題が飛び出すなんて驚きだ。

　いや、前から女子に人気があったのは知ってるし、甲子園である意味優勝以上の準優勝してからその人気が飛躍的に上がっているのも知っていたが……。

「わ、悪いな！　こんな変なことで呼び出しちまって！　は、ははは……」

　後頭部に手を添え、どこかしどろもどろに笑うサンちゃん。

　いつもの熱血笑顔とは違うジャンルの笑顔だ。

「気にするな、大おお賀が。むしろ、俺としてはこういった機会を作ってくれたことに感謝している」

「そうだよ。謝る必要なんてないさ」

「だな。気にしなくていいぜ、サンちゃん」

　普段の『相談事』にはつい構えてしまう俺だが、今回は別。

　なんせ、俺以外にも頼れる男が二人もいるからな！　みんなでやれば怖くない、だ！

　さぁ、サンちゃんよ！　どんなことでも俺おれ達たちに──

「実を言うと……、俺も大おお賀がと同様、恋愛相談があってな」

「その……、僕もなんだ……」

　って、俺以外全員あるんかい！

「おい、やめろ。俺をジッと見つめてくるな」

　なんで、揃そろいも揃そろって恋愛相談持ちなんだよ！　いくらベンチが周辺にないとはいえ、三人同時はえぐいだろ！　しかも、なんか俺任せの空気になりかけてるじゃねぇか！

「まぁまぁ、ジョーロ。君はこの手の話に慣れてるんだし、いいじゃん」

「……聞くのは構わねぇが、一人の悩みを三人で解決するっていうルールを制定する」

「惜しい。面倒事は全部押し付けられると思ったのに……」

　おいこら、ホース。爽やか好青年とは思えない発言をぶちかましてんじゃねぇ。

　本当に、こいつは俺には容赦がない。

「な、なぁ……。そ、そろそろ話してもいいか？」

　サンちゃん、早く相談したくて仕方ないんだな……。

　まぁ、俺にだけ全部押し付けられる事態は避けられたわけだし、

「ああ。それじゃ、サンちゃん。……聞かせてもらえるか？」

「分かった！　……へへっ！　ありがとな、助かるぜ！」

　とりあえず、聞いてみないことには始まらないし、物は試しだ。

　他の二人は……、厄介そうだったら自じ分ぶん達たちで頑張ってもらう方向で。

「よし！　……いくぜ？　ふぅ～……」

　スッと目を閉じ、落ち着いた表情で静かな息を吐くサンちゃん。

　まるで、九回裏ツーアウトで最後のバッターと対たい峙じするような覚悟の決めようだ。

　そして、目を開くと……

「どうしようぅぅぅぅぅ！　やっちまったよぉぉぉぉぉ！」

　ひどい、これはひどい。いつもの頼れる熱血漢の面影などどこにもなく、目の前にいるのはただのヘタレ。……いったいどうした、我が親友よ？

「お、落ち着け、サンちゃん！　まずは、何があったかを……」

「あ、あぁ……。そうだよな……」

　弱々しくうつむいた顔を上げ、情けない表情を浮かべるサンちゃん。

　本当に大丈夫なのだろうか？　軽く泣き出しそうなんだけど……。

「俺が相談したいのは、一いち華かの……あ。繚りよう乱らん祭さいで俺とベストカップル決定戦に出てた子な。あの子とのことなんだ……。こないだ二人で遊んでた時に、思いっきり怒らせちまってさ……」

　一いち華か？　……あ～！　体育祭とか繚りよう乱らん祭さいで西にし木き蔦づたに遊びに来てた、……牡ぼ丹たん一いち華かか！

　三つ編み眼鏡だろうが、真の姿だろうが、パンジーだって一発で断定する恐ろしい眼力の持ち主だったことと、サンちゃんのことが大好きそうだったのが印象的な子だ。

「その……、なんでサンちゃんは、その子のことを怒らせちゃったのかな？」

　ヘタレサンちゃんに、恐る恐るホースが声をかける。

　どうやら、俺にだけサンちゃんの恋愛相談を丸投げするつもりはないようだ。

「……ムラサメスポーツだ」

「え？　それって、スポーツ用品を売ってるチェーン店だよね？」

　はて？　なぜ、牡ぼ丹たんを怒らせるのに、全国展開しているスポーツ用品店が絡からむのだ？

　自分の趣味全開で連れ回したとか？　いや、それぐらいで激怒するタイプだとは……

「そ、その……、俺ってあんまり恋愛とかに熱中するタイプじゃないだろ？　だから、こんな風に女の子と特別仲良くすることとかなくてさ……、家族とか部活の奴やつらに気づかれたら恥ずかしいなって思って……、つい、スマホの一いち華かの表示名を……」

　まさか……

「『ムラサメスポーツ　八はち王おう子じ支店』にしてたんだ……」

　この男、やりやがった！

　つか、ベストカップル決定戦とか出てる時点で、周りに隠せるわけねぇだろが！

「もしかして、それで……」

「そうなんだ！　たまたま、一いち華かが俺のスマホを見た時にそれがバレちまって、『ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店は、帰らせてもらいますね』って、怒って帰っちゃったんだよ！」

　そりゃ、怒るわ。自分の好きな相手に『ムラサメスポーツ　八はち王おう子じ支店』登録されてたら、怒るに決まってるわ。

「あれ以来、何度連絡しても絶対頭に『ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店ですが……』がつくようになって……だから、教えてほしい！　どうしたら、怒った女の子の機嫌を直せるんだ!?　あと、できれば『ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店』の呪いを解く方法も教えてくれ！」

　ムラサメスポーツも、とんだとばっちりのネガティブキャンペーンをお見舞いされてるな。

「普通に謝ればいいんじゃねぇのか？　必死に謝れば、きっと許して……」

「とっくに……、バレちまった時にすぐ謝ったんだよ！　『ははっ！　悪かったな！』ってさ！　それでも、許してくれないから相談してるんだって！」

　それ、謝り方悪くね？

「いや、そんな軽い謝罪じゃなくて、ちゃんと真剣に……」

「バカ野郎！　そんなことをしたら、俺が一いち華かといる時、ちょっとした仕草にドキドキしたり、もう少し一緒にいたいなとか思っちゃったりしてることが、バレちまうかもしれないだろ！」

　こじらせたヘタレとは、厄介なものだ……。

「俺はあいつの前では、『なんだか余裕のある感じ』を今までどうにか保ってきたんだ！　男のプライドとして、絶対にそいつを崩すわけにはいかない！」

　そういや、繚りよう乱らん祭さいのベストカップル決定戦でも、今言ってた『なんだか余裕のある感じ』の態度だったな……。おかしいとは思ったんだよ。

　サンちゃんって、今みたいなヘタレの一面があるはずなのに、あんな態度だからさ……。

「どうにか……、本当にどうにか、一いち華かとまた会う約束まではこぎつけたんだ！　だから、その時にスマート且かつ円滑に女の子の機嫌を直す方法を教えてくれ！　……みんな、頼む！」

　両手を机につけて、深々と頭を下げるサンちゃんヘタレ。この姿を牡ぼ丹たんに見せれば、それで十分機嫌を直してくれそうな気もするが、それはサンちゃんヘタレのプライド的にＮＧというのが難問だ。

　とりあえず、サンちゃんヘタレが出合い頭に『この先のことを考えて、全身が恐怖で震えまくってる』と言っていた理由がこれということだけは、よく分かった。

「ふむ……。すまんが、俺は力になれそうにない。……情けない話ではあるが、俺も頻繁に女を怒らせているし、そこから自らの力で機嫌を回復させられたことは……一度もない……」

　フーちゃんの場合、『女』って認識しているのは、あのアホだけだもんね。

　そして、フーちゃんとたんぽぽって、顔を合わせるたびに喧けん嘩かしてるもんね。

「そ、そうか……。なら、ホースはどうだ!?」

「うーん……、僕も……自信がない、かな……」

　はっきりと否定をするフーちゃんに対して、どこか歯切れの悪いホースの返答。

　初しよっ端ぱなの恋愛相談からこれだと、先が思いやられるな。

「となると、やっぱりジョーロか……」

　やっぱらないで。その問題、俺にも荷が重いやつだから。

「悪い。サンちゃん、俺もそういうことは……」

「バカな!?　あのジョーロが、分からないだと!?」

　いったい、どのジョーロ君の話をしているの？

「な、なんでもっ！　どんなスマートな方法でもいいんだ！　本当に何もないのか!?」

　あのね、そこの『スマート』の部分が難易度の高さを極めてるんだよ。

　実を言うとさ、一つパッと思い浮かんだ方法はあるんだよ。……けど、あの方法はスマートとは言いい難がたい。それに、他の理由も込みでできれば言いたくないというのも……

「どんな方法でもいいの？　えっと、それなら、いや、でも……」

　ん？　何やらホースが解決案を持っていそうな、あやふやな発言をしているぞ。

「ホース！　何かあるのか!?　あるなら教えてくれ！　頼む！」

　もしかして、さっき歯切れの悪い返答をしたのは、本当はあるのにできれば言いたくなかったからか？　……よし！　だったら、ホース君に任せちゃおう！

　俺の『あの件』は、できることならば知られたくないしな！

「その、これは僕の話じゃないんだけどね。……少し前にジョーロがうちの焼鳥屋さんに来た時、ものすごく怒ってる女の子の機嫌を完璧に直してたんだ……」

『あの件』の話だぁぁぁぁぁ!!

　ホース、てめぇは俺の許可なく、なに余計なことをぶちまけてんだよ！

「そんなことができるなんて……っ！　やっぱり、ジョーロだな！」

　だから、やっぱらないでって！

「ち、ちげぇから！　それは、サンちゃんの参考には……」

「まったく、ジョーロは謙虚な奴やつだな！　自分の力をもっと信じろって！」

　なぜ、相談主からアドバイスを受けているのだろう？

「なぁ、ホース！　その時、ジョーロはどうやって機嫌を直してたんだ？」

「ま、待て！　その話は──」

「そうだね。僕も全部は見てないんだけど……あの時のジョーロは…………『ものすごく怒ってる女の子の胸部を入念に揉もみしだいて』機嫌を直してたんだ……」

　ホォォォォォス！　てめぇはさっきから、本当に余計なことしか言わねぇのな！

「一応、どんな方法でもいいって言うから、話したけど……」

　話すなよ！　仮に話すとしても、まずは俺の許可をとれよ！　無断で垂れ流すなよ！

「おいおい、ジョーロ。それは、さすがにスマートな方法では……」

「し、信じられん……。なぜ、それで女の機嫌が直るのだ？　ジョーロ、まさか貴様は、副交感神経を激しく刺激する女体のツボでも心得ているのか？」

「ちっげぇよ！　んなツボは心得てねぇし、そもそもホースの勘違いだ！　……確かに俺は、怒ってる女の子の機嫌を直したよ！　けど、その方法は胸部を入念に揉もみしだくとか、そういうんじゃねぇんだって！」

「ってことは、別の方法があるってことか！　さすが、俺の親友だぜ！」

　ぐっ！　なんか、次々と墓穴を掘ってる気しかしねぇ！

　けど、このまま変な誤解を重ねていくのはまずいし……

「分かったよ……。教えるよ……」

　素直に、あの日にあったことを伝えたほうがよさそうだ。

「先に念を押しておくが、別に俺は機嫌を直すためにその方法をとったわけじゃねぇ。ただ、ちょっとしたお礼のつもりで……」

「ちょっとしたお礼で、入念に胸部を揉もみしだくの？」

　だまらっしゃい。揉もみしだいてないと言っているだろうが。

「とにかくだ！　俺がやったことはあくまでもお礼！　ただ、その方法はサンちゃんでもできるとは思うし、それなりにスマート……かもしれないし、うまくいきゃ機嫌も直る。けど、どうなるかは相手次第だから……覚悟は決めとけよ？」

「おう！　一いち華かが喜んでくれるなら、なんでもやってやるぜ！」

　ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店さん、大切にされてるな。

　もう俺の話は聞かないで、その言葉を伝えればいいんじゃない？　それで機嫌が直るって。

「なら、早速教えてもらえるか？」

　ダメだね。この人、聞く気満々だね。

「……ああ。あれは、少し前の休みのことなんだけどよ──」
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　──日曜日。

　午前八時二十分。あたし──サザンカこと真ま山やま亜あ茶さ花かは、信号が青になると同時に少しだけ急ぎ足で横断歩道を渡った。

「人、ほとんどいないわね……」

　休日のこんな時間だからか、駅の近くでも人は少なめ。やけにドンヨリしたサラリーマン、対照的に潑はつ溂らつとした家族連れ、ラクロスの棒を持った学生服の女の子達たち。あの棒ってよく見かけるけど……名前は知らないのよね。

「うぅ～……。寒い……」

　街中を歩きながら、思わずコートの内側の太ももをさすってしまう。

　今日のあたしの格好は、ベージュのチェスターコートに、オフホワイトのシャギーニット。それに赤のチェックマフラー…………そして、かなり短めの黒のミニスカート。

　朝の五時に起きて、あれでもない、これでもないと悩んで選んだ、あたしの自信のコーディネートだ。ただ……、このミニスカートが外の気温と非常に相性が悪い。

「もう！　なんで、こんなに寒いのよ！」

　前もって言ってくれれば、タイツをはいたのに！　本当に最悪！

　もう！　早く待ち合わせ場所に行っちゃおっ！　そしたら、暖かいもん！




「ふぅ……。暖かい……」

　あたしが急ぎ足で入ったのは、こんな早い時間でもオープンしている喫茶店。

　今日はとびきり大切な予定があるんだけど、そのことをあたしの親友……アイリスこと目め崎さき恵え文ふみやいつも一緒にいるみんなに伝えたら、『その前に作戦会議だよ！』と言われて、午前九時にこの喫茶店に集まることになった。

　まだ八時三十分だし……うん。これならまだ誰も……

「おっはよぉ～、サザンカ！」

「サザンカ、おそいよぉ～……ふふふっ！」

「サザンカ、おっはー！」

「あ、あれ？　あたしが最後!?」

　うそ！　もうみんな来てるじゃないの！

「やったね！　私わたし達たちの予想通り！　作戦大成功！」

「「「サクセス！」」」

　アイリスに合わせて、少し大げさにサムズアップをするのは、いつも一緒に過ごすみんな。

　美び唄ばい梓あずさ、静しず和わ胡こ蝶ちよう、出で井い山やま吹ぶき。

　それぞれ、『びーちゃん』、『しずこ』、『ディッキー』って呼んでる。

「あたしが一番だと思ったのに……」

「ふふっ！　残念でした！　どうせサザンカは、待ち合わせ時間よりずっと前に来るだろうから、みんなでこっそり八時に待ち合わせしたんだ！　ほら、サザンカも早く座って！」

　いたずら成功と言わんばかりの顔で、アイリスがソファーをつめてあたしが座れるスペースを作ってくれた。だから、あたしはコートを脱いでそのスペースに腰を下ろす。

　……わ。このソファー、やわらかくてすっごく座り心地いい。

「あ、注文どする？　私のおすすめは、クロックムッシュセットだよっ！　チーズがトロトロでハムとの相性が抜群！　朝ご飯食べてないなら、これに決まり！」

　正面に座るびーちゃんが、食べかけのクロックムッシュを両手に持って、あたしにもおすすめしてる。嚙かんだところからトロトロのチーズがこぼれていて、すごく美味おいしそうだ。

　えっと、他のみんなも同じのを頼んでるみたいだし……

「うん……。じゃあ、それにする……」

「オッケー！　すみません！　クロックムッシュセット、もう一つ下さい！　ドリンクは、ホットココアで！」

　さすが、びーちゃん。あたしの好きな飲み物もちゃんと分かってる。

「はーい。……あなた、クロックムッシュ一つ、お願い」

「……分かった」

　エプロンをつけた優しそうなおばさんが、隣に立ついかにもマスターって感じのひげを蓄えたおじさんにそう伝えた。もしかして、夫婦で喫茶店をやってるのかな？

　いいなぁ、幸せそうで……。あたしも、将来は二人で喫茶店をなんて……

「将来は二人で喫茶店をやるのもいいかも、なんて考えてた？」

「……はっ！　べ、別にそんなこと考えてないわよ！　アイリス！」

「あはは！　サザンカ、分かり易すぎぃ～！」

「そ、そんなことないわよ！　あたし、隠し事とか上手なほうだし！」

　あいつにだって繚りよう乱らん祭さいの終わりまで、自分の気持ちを隠し通したもん！

「まぁまぁ、サザンカの将来設計はさておいて！　まずは、目先の問題だよ！」

「え？　しずこ、私の問題は特にないよ？」

「アイリス、余計なボケは入れない！」

　自分の苗みよう字じの『目め崎さき』と『目先』をかけたのね……。

「てへ！　これは失礼しました！」

　みんなで一緒にいるのは楽しいけど、中々話が進まないのが欠点だ。

　すぐに話が逸それちゃうのよね、あたし達たちって。

「というわけで、めさ……こほん。目の前の問題を解決するための作戦会議を始めます！」

「「「シンキング！」」」「シ、シンキング……」

　しずこの声に元気よく手を挙げる三人と、遠慮がちに手を挙げるあたし。

　別に、あたしは作戦会議とか必要ないと思ってるんだけどな……。

「今日、我らが生徒会書記！　真ま山やま亜あ茶さ花かさんが、ついに想おもい人びとである如月きさらぎ雨あま露つゆ君の家に、一人で……一人で遊びに行きます！　そこまでは、皆さんよろしいですね!?」

　しずこにそう言われただけで、あっという間に顔が熱くなった。

　そう……。今日のとびきり大切な予定は、ジョーロの家にあたし一人で遊びに行くことだ。

　今年から生徒会の役員になったから、前に役員をやっていたジョーロに引継ぎで色々教わるため……なんて噓うそだ。本当は、それを口実に二人で一緒にいたかっただけ。

　少しでも、ジョーロと一緒にいたかっただけ。

「して、相談主のサザンカさん！　今日は何をする予定でしょうか？」

　別に、あたしは相談してないんだけどな……。

「えっと、ジョーロの家に行って、あいつの部屋で生徒会の引継ぎをしてもらって、それが終わったら……」

「よし！　脱ごう！」

「脱がないわよ！　なんで、そんな話になってんのよ！」

　もう！　ディッキーは、いつもそっち方向に話を持ってこうとする！

「え？　でも、ほら……既成事実があれば最強じゃん？」

「そうかもしれないけど、あたし達たちはまだ高校生でしょ！　だから、節度ある関係を……」

「ふーん……。じゃあ、ジョーロに『脱いで』ってお願いされても脱がないんだ？」

「当たり前でしょ！　ぬ……脱がない可能性が比較的高めよ！」

　まだキスだってしてないんだから、そんなことできるわけないわよ！　恥ずかしいもん！

「アイリス殿、これはおせばいけますのう」

「さようですな、ディッキー殿。あの色気づいたミニスカートが、何よりの証明ですのう」

「う、うぅぅ～！　そ、そんなつもりは……」

　ない、とは言い切れなかった。

　今日、あたしがこの格好を選んだのは、少しでもジョーロに可愛かわいいと思ってもらいたかったから。そのために、恥ずかしいけど自分なりに勇気を出したんだ。

「サザンカ、可愛かわいいぃぃ！　マジ恋する乙女の見本だよぉ～！　あ～、食べちゃいたい！」

　ディッキーはたまに冗談で言ってるのか、本気で言ってるのか分からない時がある。

　多分、冗談だよね？

「でもさ、サザンカ。せっかく二人きりなんだしさ、何かしたほうがよくない？　っていうか、何かしたいこととかないの？」

　アイリスが、少しだけ真面目な顔で私をジッと見つめる。

「あ、あたしは、別に……一緒にいれれば……。それに、引継ぎが終わったら少し一緒にお出かけしようって約束もしてるから、もう十分……」

「ダメだよ！」

「きゃっ！」

　ビックリした。

　アイリス、突然大きな声を出さないでよ……って、あたしが言えた義理じゃないか。

「サザンカ！　どげんかせんといかん！」

　なんか、しずこが昔流行はやった言葉を使って、アイリスに便乗してる。

　そんな無理矢理、会話に昔の流行語をねじ込まなくてもいい気がするけど。

「しずこの言う通り！　二人きりなんだよ!?　ここでグイグイいかなくてどうするの!?　明日あす荷か君だって、付き合う前はすっごくグイグイきたから、私は恋人になったんだよ！」

　明日あす荷か……、アイリスの恋人で一年生のミントのことか。

　あの子って、そういうタイプだったんだ。

「だから、サザンカも自分がやりたいことをグイグイやりなさい！　そのためにも、自分の中で一つ、『今日は絶対にこれをやる！』っていう目標をたてるの！　分かった!?」

「うっ！　わ、分かったわよ……」

　アイリスのすごい剣幕に押されて、あたしはついうなずいてしまった。

　うぅ……。グイグイって言われても、あたしそういうの苦手なのに……。

「というわけで、入念に胸部を揉もみしだかせる方向で──」

「なんでそうなんのよ！　真面目に聞いたあたしがバカみたいじゃない！　もう知らない！」

　すぐ下品なほうに話を持ってくんだから！　そ、そういうのは……ダ、ダメなのよ！

「あ～あ！　アイリスのせいでサザンカ、怒っちゃったじゃん。さいてぇ～」

「ひどい！　最初に言い出したのは、ディッキーでしょ！　私だけのせいにしないでよ！」

　アイリスとディッキーが、ムスッとにらみ合う。原因の押し付け合いが始まった。

「はいはい。喧けん嘩かしないの！　ごめんね、サザンカ！　ちょっと調子にのっちゃった！」

　びーちゃん、その舌先を出した笑顔は、反省してる顔じゃない。

「お待たせしました。クロックムッシュセットでございます」

　その時、マスターさんがあたしの頼んだクロックムッシュセットを持ってきてくれた。

　ホカホカの湯気が出ていて、すごく美味おいしそう……。

「あっ！　ナイスタイミング！　それじゃあ、サザンカの相談は一度おしまいにして、お食事タイムにしよっ！」

　まだ全然話は進んでないけど……と、ちょっとだけ思ったけどあたしは文句を言わない。

　あたしのお皿の上にのってる、できたてのクロックムッシュ。

　みんなのお皿の上にのってる、食べかけのクロックムッシュ。

　できたてのあたしと違って、みんなのはきっと冷めてしまっている。それを分かって、あたしの分がくるのを待っててくれてた、みんなの優しさが伝わってきたから……。

「それじゃあ……いただきます……」

「「「「いただきまーす！」」」」

　ありがと、みんな……。




　それから、みんなでクロックムッシュを食べて、時間まで雑談。

　結局、何かを決めるわけでもなく、少し前に何を話していたか忘れてしまうような薄っぺらい話しかしていないけど、それがあたしに安心感をもたらしてくれた。

　今日は特別な日だけど、特別に思いすぎることはない。

　できる限り、いつも通りのあたしでジョーロと一緒にいよう。そう、思わせてくれたから。

「じゃあ、あたしはそろそろ……」

「あ、待って！　最後に、サザンカにおまじないをかけてあげる！」

「おまじない？」

　あたしの質問を待ってましたと言わんばかりに、薄紫色のバッグに手を突っ込むアイリス。

　すると、そこからは、

「じゃんっ！　ジョーロに会う前に、これをつけていきなよ！」

　可愛かわいいリップが飛び出してきた。

「で、でも……、ジョーロは清せい楚そな子がタイプって言ってたし、あんまり化粧をするのは……」

　そういえば、一学期の……あたしがまだ化粧をしっかりしてた時、ジョーロってあたしのことを『Ａ子』とか陰で呼んでたわよね。

　あの頃は、まさかこんなことになるなんて思いもしなかったな……。

「大丈夫だよ！　清せい楚そイコール化粧をしないじゃないし、このリップはそんな派手なやつじゃないからさ！　はい、顔をこっちに向けて！」

「う、うん……」

「……はい、完成！　ほら、どう？」

　アイリスが差し出した鏡で、あたしは自分の口元を確認する。

　リップの色はピンク。わ、これ可愛かわいい……。ジョーロ、気づいてくれるかな？

「ま、まぁ、悪くないわね……」

「ふふっ！　気に入ってくれてよかった！　サザンカ、頑張ってきてね！　応援してるよ！」

「もし困ったことがあったら、連絡してね！　すぐに駆け付けるから！」

「そうだよ！　いつでも私わたし達たちは、サザンカのそばにいるんだから！」

「うん！　みんな、ありがと！」

　よーし！　準備は万端よ！　今日は、絶対に最高の一日にしてやるんだから！





※






　午前十時三十分。

　住宅街を進み、ジョーロの家に一歩近づくたびにあたしの気持ちは昂たかぶっていく。

　ふふっ！　ジョーロと二人きり！　ジョーロと二人きりよ！

　約束では『生徒会の引継ぎ』ってことになってるけど、そんなのは口実。だから、あたしなりに精一杯勇気を出して、『終わったら、一緒に遊びに行こう』と提案している。

　事前に調べておいたピザ屋さんでお昼ご飯を食べて、その後はカフェでパンケーキ！

　それで最後に……、色んな雑誌を調べてようやく見つけた景色のいい公園に行くの！

　昨日のうちに一度確認しに行ったんだけど、すごくいい雰囲気の公園だったんだから！

　特によかったのが、海辺から見ることができる夕日！

　午後四時半くらいに海へ沈んでいく夕日がすごく綺き麗れいで、来ているカップル達たちが真っ赤な……まるで夕日みたいな顔でキスなんかしたりして……って、あたしは何を考えてんのよ！

「違うでしょ！　あたし達たちにはまだ早──」

『だから、サザンカも自分がやりたいことをグイグイやりなさい！　そのためにも、自分の中で一つ、「今日は絶対にこれをやる！」っていう目標をたてるの！　分かった!?』

　ふと、喫茶店で言われたアイリスの言葉が頭をよぎる。

　……あたしが、ジョーロとやりたいことってなんだろう？

　一緒にいられれば満足という言葉に噓うそはない。逆を返せば、一緒にいられなくなるのは辛つらい。

　だから、変なことをして嫌われるのは嫌だ。なら、何もしないほうが……

「それじゃ、ダメなのよ！」

　つい、及び腰になるのはあたしの悪い癖だ。

　そのたびにあたしは、こうして自分を叱しつ咤た激げき励れいする。

　考えなさい、亜あ茶さ花か！　自分がジョーロと何をしてみたいかを……

「キ……キ……キス、したい……ジョーロと！　～～～～っ！」

　言葉にしたら、頭からつま先まで一気に熱くなった。

　ど、どうしよう!?　公園で雰囲気がよくなって、ジョーロからキスとかされちゃったら！

　でも、ジョーロからしてくれる保証なんてどこにもないし……、その時はあたしから……。

「よし！　決めたわ！」

　あたしの今日の目標は、『夕日を見ながらキスすること』よ！

　昨日公園にいたカップルみたいに、あたしもキスをするの！　ジョ、ジョーロと！

　そ、それに他にも、手を繫つないだりとか、食べさせ合いっことか……きゃー！　一度、考えだしたら、どんどんやりたいことが出てきちゃったじゃないの！

「もぉ～う！　今日は大忙しじゃない！」

　あ、いけない！　つい、大きな声を出しちゃったわ。

　でも、平気よね？　ここは住宅街だし、そんなに人は──

「よ、よう……。サザンカ」

　あれ？　今、隣から聞き慣れた声が……

「なっ！　ジョーロ！　あ、あ、あんた、なんでこんな所にいるのよ!?」

　どうして、ここにジョーロがいるの!?　まだ待ち合わせの時間じゃないし……、っていうか、ジョーロは自分の家で待ってるはずでしょ！　なのに、なんで……はっ！

　もしかして、あたしに早く会いたくて、この辺りをウロウロしてたとか!?

「な、なによぉ～！　それなら前もって言ってくれれば、駅前とかで待ち合わせして──」

「ちょっとコンビニまでパシ……こほん。買い物に行っててな。その帰り道だ」

　ふふっ！　そんな、あたしがよく偶然を装よそおってジョーロに会う時に使う言い訳みたいな台詞せりふを言ったって、全部お見通しなんだからね！

「もう！　素直じゃないんだからぁ～！」

「全力で素直なんですけど!?」

「はいはい。そういうことにしといてあげるわよ！」

　ジョーロの格好は、黒のダウンコート。

　隙間からはグレーのロングＴシャツが見える。下は、黒のチノパンに黒のスニーカー。それに赤のチェックマフラーを……え!?　赤のチェックマフラー!?　なによ、お揃そろいじゃない！

「えへへへ……」

　やったぁ！　お揃そろいだ！　ジョーロとお揃そろいだぁぁぁぁぁぁぁ！

「どうした、サザンカ？　やけにだらしない顔になっているが……」

「……はっ！　な、なんでもないわ！」

　危ない、危ない。あとちょっとで、ジョーロにあたしが浮かれていることに気づかれるところだったわ……。あたしは、いつでも余裕を持ってて、……こう、一歩進んだ女の子ってイメージをジョーロに持たれてるだろうし、そのイメージを崩すわけにはいかないんだから！

「まぁ、とりあえず一緒に行くか？」

「うん！」

　出だしは絶好調！　これなら、本当に目標通りジョーロと……きゃ～！




「今日はありがとねっ！　わざわざ、あたしのために時間を作ってくれて！」

「いや、サザンカには普段から世話になってるし、このくらい気にしないでくれていいよ」

「ほんとっ！　やったっ！」

　不思議だな……。一人で歩いている時はあんなに寒かったのに、ジョーロと一緒に歩いてると全然寒くない。それどころか、体の奥がポカポカしてきて暑いくらいだ。

　今日のために色々オシャレしたんだけど、ジョーロ、気づいてくれるかな？

　特に、アイリスが最後に塗ってくれたリップとか……って、それは欲張りすぎか。

　ジョーロは鈍いんだし、そもそも男の子はリップのこととか詳しくないだろうしね。

　けど、やっぱり気づいてほしいし……、ほんのちょっとだけ口元をアピールしてみよう。

「んー！　んー！　んー！」

　少し口元を出して、あたしなりに精一杯アピール。

　こんなささやかなアピールで気づけるとは思えないけど、他に方法は思いつかないし……

「……サザンカ、そのリップよく似合ってるな」

「うそっ！　気づいてくれたの!?　あたし、全然そんな素振り見せてなかったのに！」

「ま、まぁ……いつもと少しだけ雰囲気が違ったからな……」

　いつもは鈍い癖に、肝心な時だけ鋭いなんてやるじゃない！

　もう嬉うれしすぎて、どうにかなっちゃいそう！

「……ついたぞ」

　楽しい時間はあっという間。気がつけば、あたし達たちはジョーロの家の前に到着していた。

「ね、ねぇ、ジョーロ。あたしの格好、変じゃないわよね？　その、ご両親に……」

「ああ、それなら心配しなくていいぞ。その格好、よく似合ってるしさ」

「そう？　ま、まぁ別に、適当に選んだだけなんだけどね！」

　やったぁ！　朝の五時に起きて、色んな服を選んだ甲斐かいがあったわ！

「あと、うちの親は今日出かけてるから、いちいち気を遣わなくて大丈夫だ」

「え!?　じゃあ、もしかして……ほ、本当の意味で二人きりって……」

「いや、そういうわけじゃねぇんだ……」

　あれ？　なんだかジョーロが少しだけ沈んだ表情をしてるけど、どうしたんだろ？

　それに、二人きりじゃないって……

「まぁ、入れば分かるよ。はぁ……」

　ため息をつきながら鍵を開けて、ジョーロがドアを開いた。

「……ただい……うぐぉ！」

「雨あま露つゆ！　てめぇ、なにトロトロしてやがんだ！　買い物ぐらい、もっと早く終わるだろが！　もしこれで私が遅刻したら……って、あれ？」

　ドアを開けると同時に、乱暴な口調でジョーロのお腹なかに飛び蹴りをしたのは、綺き麗れいに伸びたロングヘアーが特徴の女の人。この人って、確か……

「サザンカちゃんじゃない！　久しぶり、元気にしてた？　私のこと覚えてる？」

「は、はい！　ジャスミンさん！」

　如月きさらぎ茉ま莉り花か。ジョーロのお姉さんの……ジャスミンさんだ。

「ふふっ……。覚えてくれてて、ありがとっ！　雨あま露つゆが今日は女の子が遊びに来るって言ってたけど、サザンカちゃんのことだったんだ」

　少し前の夏休みに、あたしはジョーロに彼氏のふりをしてもらっていたことがある。

　その時はチェリーさんと一緒に、ジョーロの彼女として毎日家に来ていたから、そこでジャスミンさんと仲良くなったんだ。

「相変わらず可愛かわいいね。それに、そのリップもすごく似合ってるよ」

「わっ！　ありがとうございます！」

　ジャスミンさんはすごく大人びた落ち着いた女の人で、将来はこんな人になりたいなんて思わせてくれる、あたしの憧れの人だ。

　さっき、ちょっとイメージにない行動をしてたけど、多分気のせいよね。

「つつつ……。速攻で猫をかぶりやがって……ほぼぅ！」

　何とか立ち上がろうとしたジョーロだけど、偶然にもジャスミンさんの足が当たって、また倒れちゃった。大丈夫かな？

「まさか、私が帰ってきたタイミングでサザンカちゃんに会えるなんてね。なんか、すごく得した気分になっちゃった。ふふっ！」

「ジャスミンさんはどうして？　確か、大学生で一人暮らしをしてるって……」

「ふふふっ。それがね、将来有望そうな男達たちが集う場所を見つけ……こほん。たまには、家族に顔を見せようと思ってね」

「そうなんですね！」

　すごく家族思いの人なんだなぁ～。ますます、憧れちゃう。

「……どう考えても、そっちはついでだろが……」

「雨あま露つゆ、それ以上余計なことを言うと、お姉ちゃんも余計なことを言っちゃうかもなぁ～！」

「いやぁ～！　わざわざ顔を見せに来てくれて、嬉うれしいぜ！　姉ちゃん！」

「もう。雨あま露つゆは、相変わらず甘えん坊なんだから」

　ジャスミンさんが、ジョーロの首を優しく右腕で抱きしめている。すごく仲が良さそうだ。

「ぐっ！　サ、サザンカ……早く俺の部屋に行くぞ……」

「え？　う、うん！　それじゃあ、ジャスミンさん……」

「おっけー！　……雨あま露つゆ、サザンカちゃんに変なことはしちゃダメだよ？」

「しねぇっつうの」

　別にちょっとぐらいなら、してくれてもいいのに……。




「まぁ、適当に座ってくれ。……あ、でもその前に脱いだらどうだ？」

「は？　はぁぁぁぁ!?」

　ちょっとジョーロ！　部屋についた途端、何を言い出してんのよ！

　大体、下にはジャスミンさんだっているし、あたし達たちはまだ高校生なのよ！

　なのに、脱げなんて……心の準備が……。でも、ジョーロがそうしろって言うなら……

「ぬ、脱いだほうが、いい？」

　ど、どうしよう!?　さっきの喫茶店の話だと、ディッキーに脱げって言われて……アイリスからは胸部を入念に……きゃぁぁぁぁ!!　あたし達たち、まだ高校生なのに！

「……コートをな」

「あっ。そ、そうね！　べ、別に言われなくても、そのつもりだったし！」

　もう！　アイリスとディッキーが変なことを言うから、勘違いしちゃったじゃないの！

　あー、恥ずかしい！　顔が熱いわ！

「お待たせ！　これで、いつでも準備万端よ！」

　急いでチェスターコートを脱いで、両手を広げ……って、あたしは何をやってんのよ！

　今からやるのは引継ぎでしょ！　なのに、こんなさも抱きしめてみたいなポーズは……

「分かった。一応、俺のほうで書記をやってた頃のノートとか資料をまとめておいたから、それを説明するよ。……ほら、そこに座ってくれ」

　ふぅ～……。危ない危ない。ジョーロは、資料を出すのに夢中で気づいてなかったわ。

　元々、鈍い奴やつだしね。うん、よかった……けど、少しくらい気づいてよね！　もう！

「んじゃ、この資料だけどな……」

　ほんのちょっとなら、揉もみしだいても……って、あたしは何を考えてるのよ！

「まだそれは早いでしょ！　まずは引継ぎ作業をやってからよ！」

「引継ぎ作業のための資料を出したんですけど!?」

「……はっ！　そ、そうだったわ！　そ、そうよね！　資料を確認するところからよね！　揉もみしだくかしだかないかは、その後にゆっくり考えるわ！」

「何の話!?」

　あたし、舞い上がりすぎ！　平常心！　平常心よ！

「な、なんでもないわ！　その……、ごめんね！　ちゃんと引継ぎ作業やるから！」

「おう。大丈夫だから、気にしなくていいぞ」

　いそいそと、ジョーロが部屋の真ん中に置いてくれた折り畳み式のテーブルに向かう。

　正面にはあたしを見つめるジョーロがいて、恥ずかしくなって少し後ろに下がってしまう。

「……サザンカ、もう少し前に来てもらえると助かるんだが……」

「え？　いいわよ、ここで！　あたし、ここがいいの！」

　ちゃんとテーブルに手は……ギリギリ届くし問題ないわ！

　大体、本当は隣同士で教えてほしいんだからね！　…………お願いしてみようかな。

　ううん、やっぱり無理！　もう、散々勘違いをしてジョーロに迷惑をかけちゃったもん！
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　だから、我慢よ！　こうして二人きりでいられれば……でも、やっぱり隣同士がいいなぁ。

　向かい合ってても、ジョーロは全然こっちを見てくれない……ううん、それどころか、思いきり顔を背けて窓のほうばかり見ちゃってる。

　もしかして、あたしと二人なのが嫌なのかな？　うぅぅ……、どうしよう……。

「……悪い、サザンカ。隣に座ってもいいか？」

　噓うそ！　ジョーロから提案してくれたわ！　それって、もしかして……

「え!?　う、うん！　いいけど……どうして？」

「まぁ、その……あれだ。ほら、隣同士のほうが教えやすいかなと思って……」

　もう、ジョーロったら素直じゃないわね！　他に理由があるのなんて、あたしにはお見通しなんだから！　多分だけど、ジョーロもあたしのそばのほうが……

「えへ。えへへへ……」

「ふぅ……。ここなら、見えずにすみそうだな……」

　まさか、自分の願っていた展開が起きるなんて思ってもみなかったから、あたしはついついミニスカートをきゅっとつかんで、笑いをこぼしてしまうのであった。

　隣のジョーロがボソッと何かを言った気がするけど、それはあまりよく聞こえなかった。




「──とまぁ、こんな感じだな。議事録を取る時は、誰が発言したかも横に書いとくといいぞ」

「そ、そうなのね！　分かったわ！　ふふっ！」

　もう！　ダメだって分かってても、ついつい笑いがこぼれちゃうじゃない！

　ジョーロの横顔がいけないのよ！　右隣に座るジョーロの横顔がいけないの！

　あたしとジョーロは変な縁でもあるのか、学校でもいつでも隣同士。

　右隣には、いつも絶対にジョーロがいる。他のみんなよりも出だしが遅れたあたしだけど、ジョーロの隣にいた時間なら誰にだって負けないんだから！

「生徒会便りを書く時は、過去のやつを参考にしたりとか、新聞部の奴やつに相談したりとかして作るといいぜ。あとは……」

　あっ！　ジョーロ、今少し悩んでるわね！

　ジョーロは先生の説明が分からなかったり、問題の答えに悩んだりしてる時、シャープペンシルのノックボタンを下唇にあてるの。……それは、今までずっと隣にいたあたししか知らない、本人も気づいていないかもしれないジョーロの癖。

　だから、その時のジョーロを見るのがあたしは大好き。

　なんだか、あたしだけのジョーロって気持ちになれるから……。

「まぁ、こんなもんだな。悪いな、あんまり教えられることがなくて……」

「ううん！　全然大丈夫よ！」

　一緒にいられれば、十分だもん！　そんなに悩まなくていいよ、ジョーロ！

　そんな密ひそかな気持ちを笑顔にのせて、あたしはそうジョーロに伝えた。

「まぁ、サザンカがいいならいいけどよ……」

　引継ぎ作業は、あたしが元から別の子からしてもらっていたという理由もあって、一時間もかからずに終わりを告げた。えっと、時間は……あと五分くらいで正午になるわね。

　……よかった！　今のところ、全部予定通り！

「えっと……この後は、飯を食いに行くんだよな？」

「うん！　おいしいピザ屋さんを見つけてね！　そこに二人で行きたいなって……」

　ジャスミンさんもいるなら三人で、というのも考えたのだけど、ついさっきジャスミンさんは、『よう！　分かってるよな!?　狙いは、プロ入りが決まっているあの男よ！　クキキ……、この私の大人の魅力で、あの男をメロメロに……』って、ちょっと怖い笑い声をあげながらすごく大人びたファッションで出かけていった。……あれ、誰と電話してたんだろ？

　とまぁそれはさておき、そんなわけだからジョーロと二人きり……。

　二人きりで、デートなの！　やったぁぁぁぁぁ!!

「分かった。それじゃあ、行くか」

「うん！」

　さぁ、亜あ茶さ花か！　ここからが本番よ！

　絶対に、ジョーロと『夕日を見ながらキス』してみせるんだから！





※






「おまたせしました。マルゲリータとペスカトーレです」

「はやっ！　あ、ありがとうございます……」

「ふふっ……」

　訪れたピザ屋さんで、注文してからピザが出てくるまでのスピードに驚くジョーロは、まるで一昨日のあたしみたい。

「ツバキの店以外でも、こんな早く料理を出す店があるのか……」

「びっくりしたでしょ？　しかもここのピザ、すっごく美味おいしいんだから！」

　いつもは失敗ばかりなのに、今日は何もかもがうまくいくものだから、あたしはついつい声を弾ませてしまう。こんな絶好調な日、今までに一度もなかったからすごく嬉うれしい！

「へぇ～。サザンカは、前にも来たことがあるのか？」

「うん！　おとと……はっ！　一昨日よりも随分と前に、一度だけ訪れたわ！」

「そうか……」

　危ない危ない。実は、あたしがいつものみんなと一緒に一昨日の夕方も来て、どのピザがおいしかったか食べ比べをしたのは、内緒にしておかなきゃ。

　頼みすぎて、お財布がちょっとピンチになったのよね……。

　ところで、ジョーロの感想は……

「うわっ！　本当だ！　これは美味うまいな！」

　やった！　ジョーロ、喜んでくれた！　うん！　やっぱり、今日はいい調子よ！

　そ、それなら……、少しだけ我わが侭まましちゃってもいいかな？

　例えば、ピザの食べさせ合いっこなんて……あれ？

　スマホが振動したわね。誰から……、あ、アイリスじゃない。

『ピザの食べさせ合いっこ、いってみよう！　あーんだよ！　あーん！』

「なんですってぇぇぇぇ!!」

「うぉ！　ど、どうしたサザンカ!?　なぜ突如として、般はん若にやの形相に!?」

　なんで、こんな完璧なタイミングで的確なメッセージを送れんのよ！　ま、まさか……

『大丈夫！　今日のサザンカは絶好調！　今の笑顔のままいってみよう！』

　間違いないわ！　……いる！　絶対にいる！　この店のどこかに、アイリス達たちがいるわ！

「なんでもないわ！　初めて食べるピザの味に感動して打ち震えてるだけよ！」

　ジョーロに気づかれる前に、何とかアイリス達たちを見つけないと！　朝の喫茶店で、出発前に『いつでもそばにいる』って言ってたけど、言葉通りの意味すぎるわよ！

「さっき、前も来たって言ってなかったか？」

「そ、それは……前世の話よ！」

「ここ、創業十年って書いてあるけど!?」

　どこ！　どこにいるの!?　ジョーロをごまかすのにだって、限界があるんだから！

「サザンカ。突然キョロキョロしてるけど、何か気になることでも……」

「ジョーロは気にしないで！　組織の人間が、あたしを狙ってるかもしれないだけだから！」

「気にしなくていいレベルを遥はるかに凌りよう駕がしてるぞ、それ！」

　ダメ、全然見つからない！　周りを見ても、どこにも見当たらないわ！

　強いて気になるのは隣の席に座ってる、それぞれアルファベットの『Ｂ』、『Ｃ』、『Ｄ』、『Ｅ』のロゴが入った帽子をかぶるサングラスとマスクをつけた四人組だけど、今探しているのは、アイリス達たちなんだし気にしてちゃダメよ！

「う、うぅ～！　みんな、隠れるのうますぎよ……」

　ジョーロと一緒にいられるのは嬉うれしいけど、知り合いに見られるのは恥ずかしい。

　これじゃ、食べさせ合いっこなんて、とてもじゃないけどできそうにないわ……。

「あ～、サザンカが恥ずかしがってるから、程々にしろよ。……あと、俺もかなり恥ずい」

　あれ？　どうして、ジョーロは突然隣の関係のない人に話しかけてるんだろ？

　でも、帽子に『Ｅ』のロゴが入った人がコクリと頷うなずいてるわね……。

「ま、気にせず食おうぜ。せっかく美味うまいんだしさ、冷めるともったいねぇよ」

「う、うん！」

　結局、アイリス達たちを見つけることができなかったあたしだけど、その後にアイリスから『私わたし達たちはここで退散するから、頑張ってね！　アドバイスがあったほうがいいと思ったんだけど、余計なお世話だったね！　……ごめんね！』と連絡が来たので、少し安心した。

　でも、変に慌てちゃったりしたせいで、食べさせ合いっこには失敗。

　うぅ～……。ずっと調子が良かったからできると思ったのに……。





※






　ピザ屋さんの次にあたし達たちが向かったのは、オシャレなカフェ。

　朝に行った喫茶店はレトロな雰囲気があってよかったけど、こっちのカフェはオシャレで明るい内装のお店。ホワイトテーブルに、アプリコットカラーの椅子。

　あたしとしては、どっちのお店も大好きだけどジョーロはどうだろう？

「なんか、女の子が多いな……」

　むぅ……。ちょっと微妙な反応……。確かに、このカフェはパンケーキが人気のお店だし、女の子のほうが多いけど、ちゃんと男の子だって来てるもん！

　大体、あたしと一緒なんだから、女の子が多いなんて気にしなくていいじゃん！

「あ、別に嫌ってわけじゃねぇからな。ってか、こういう所って男だけじゃ来づらいし……、連れてきてくれてありがとな」

　なによ！　なら、最初からそう言ってよね！　もう、素直じゃないんだから！

「ふふっ！　どういたしまして！　ここのお店のパンケーキ、どれもすごく美味おいしいわよ！」

「そっか。さっきのピザ屋さんもめっちゃ美味うまかったし、今回も楽しみにしとくな」

　わぁぁぁ！　ジョーロが、あたしに期待してくれてる！

　よーし！　さっきのピザ屋さんでは失敗しちゃったけど、ジョーロの期待に応えるためにも、ここでは絶対に、食べさせ合いっこをしてみせるんだから！

　……あれ？　でも、ジョーロが期待してるのってパンケーキの味で、別に食べさせ合いっこじゃないんじゃ……ま、いっか！　とにかく、今度こそ成功させるのよ、亜あ茶さ花か！

「二名様ですね。では、こちらの席をご利用ください」

　店員さんに空いている席へ案内されるあたし達たち。メニューをテーブルの真ん中に広げると、二人で顔を近づけて見ることになるから思わずドキドキしてしまう。

「ね、ねぇ……、どれにする？」

　ジョーロはどうかな？　少しくらい、ドキドキしてたり……

「そうだな。色々あって悩むが……俺は、この塩キャラメルのパンケーキにしようかな」

　なんで、そんな平然としてるのよ！　あたしだけドキドキして、損してるみたいじゃない！

　こうなったら、もう少し顔を近づけて……

「って、近すぎるわよ！　ここは人目につくのよ！　メニューに集中しなさいよね！」

「メニューに集中してたんですけど!?」

「う、うぅ～！　とにかく近いのはダメなの！」

　思わずメニューで、自分の顔を隠してしまう。また、やっちゃった……。

「えっと……あたしは、フランボワーズパンケーキにするから……」

　メニューで隠したあたしの顔は、多分フランボワーズみたいに真っ赤になっているのだろう。

「フランボワーズってのは、フランス語で『ラズベリー』のことだぜ、みんな」

　なんでジョーロは変な方向を見て、どこの誰とも知らぬ人へ語りかけてるんだろう？

　たまに変なことするわよね。ジョーロって。




　それから、店員さんに注文をして十分。

　あたし達たちのテーブルにパンケーキがやってきた。

「おおぅ……。想像以上にでかいんだな……」

「大丈夫よ！　食べてみたら、案外あっさりいけちゃうんだから！」

　やってきたパンケーキを見て驚くジョーロ。

　あたしとしては普通の大きさだけど、ジョーロからすると驚きの大きさなんだ。

　ふふっ……。こういうちょっとした感性の違いが見つかるのって楽しいなぁ。

「そっか。それじゃあ早速……うん。これも美味うまい！」

「でしょ！」

　やった！　ここも大成功よ！　……けど、これで満足してたらダメ！

　むしろ、本番はここからなんだから！

「ね、ねぇ、ジョーロ……」

「ん？　どうした？」

　緊張で震える唇に心で『頑張れ』ってエールを送って、あたしはジョーロに話しかける。

　大丈夫よ！　ここに、アイリス達たちはいないわ！

　今度こそ絶対に食べさせ合いっこを成功させてみせるんだから！

「その、よかったら一口分けてほしいなぁって……。ほら、あたしのもあげるから！」

　よかった！　ちゃんと言えたわ！　早く……早く返事をして、ジョーロ！

「ああ。構わねぇぞ」

「ほんと！　じゃあ、これを……あ、あー」

　震える手で何とかフォークとナイフを使って、一切れのパンケーキをジョーロに向けて差し出す。あとは、これをジョーロが食べてくれれば……

「ツバキ！　ツバキの分けてほしいの！　食べさせ合いっこなのぉ～！」

「ん。分かったかな。はい、あーん」

「あむ！　……ん～！　とってもとってもオイしいのぉ～！　じゃあ、今度はツバキに私のあげるのぉ～！」

　なんか今、すごく聞き慣れた声が二つ聞こえてきたような気がするんだけど……

「ん。ありがと、ヒイラギ。……うん。こっちも美味おいしいね」

　やっぱりぃぃぃぃぃ！

　なんで、ツバキとヒイラギがこの店にいるのよ!?　こんな偶然、ある!?

「はぁー！　はぁー！　はぁー！」

「サザンカ、大丈夫か？　やけに呼吸が荒々しくなってるが……」

「な、なんでもないわ！　ジョーロ、後ろは危険だから見ちゃダメよ！　……それと、念のため眼球をくりぬいて、私に手渡して！　もしくは、ホッチキスで瞼まぶたを留めて！」

「そっちのほうが、遥はるかに危険だよ！」

　落ち着きなさい、亜あ茶さ花か！

　まだ、ツバキ達たちはあたし達たちに気づいていないわ！　だから、このまま息を潜めて……、でももし気づかれちゃったらどうしよう？　いや、実はもう気づかれてたりとか……

「はぁ～！　パンケーキ、美味おいしいのぉ～！　とってもとっても幸せなの～！」

「そうだね。……あ、ヒイラギ、後ろは見ちゃダメかな。パンケーキに集中するんだよ」

「うん！　もちろんなの！」

　ふぅ～！　ツバキもヒイラギも、あたし達たちに気づいていないわね！

　背中を向けてるヒイラギはまだしも、こっちに顔が向いてるツバキには気づかれてるかもって思ったけど、その心配はなさそう！

「サザンカ、大丈夫か？」

「もちろんよ！　これなら、何も気にせずジョーロの喉にフォークを突き刺せるわ！」

「俺が全然、大丈夫じゃなくない!?」

「パ、パンケーキを分け合うって意味よ！」

　さぁ、行くわよ！　まずは、あたしからジョーロに自分のパンケーキを食べさせるの！

　それが終わったら、今度はジョーロから食べさせてもらうんだから！

「はい！　これ！」

　渾こん身しんの勇気をこめて、グイとジョーロにパンケーキを刺したフォークを差し出す。

　早く！　早く食べて、ジョーロ！　ツバキ達たちに気づかれる前に！

「お、おう……、それじゃあ……」

　あぁ……、ジョーロの口が、あたしのフォークに…………やっぱり、ダメ！　恥ずかしい！

「あっれぇぇぇぇぇぇ!?　ツバキとヒイラギじゃなぁ～い！」

　あたしのバカァァァァ！　恥ずかしがって、思いっきりごまかしちゃったよぉぉぉ！

　こんなの愚行中の愚行じゃないの！　なんで、我慢できなかったのよ！

「ひゃっ！　突然、名前呼ばれたの！　今のなーに？　……あー！　ジョーロとサザンカちゃんがいるのぉ～！」

「……ボクの頑張りは、水泡に帰したかな……」

　あたしの声に、ヒイラギは満面の笑みを、ツバキはどこか冷静な表情を浮かべてる。

　完全に、あたし達たちがいるのが二人に気づかれちゃったよぅ……。

「あ、あの、すみません……。友達がいたから、あそこの席に移動してもいいですか？」

　こうなっちゃったら、仕方がない。あたしは店員さんに声をかけて、席の移動をお願いした。

　うぅ……。やっちゃったぁ～……。

「大丈夫ですよ。でしたら、こちらはお運び……」

「あ！　自じ分ぶん達たちで運びます！　ありがとうございます！　ほら、ジョーロ。行こっ！」

「そ、そうだな」

　なにやってんのよ、あたし……。どうして、自分のほうからツバキ達たちの席に……。

「こ、こんなところで偶然ね！　ツバキ、ヒイラギ！」

　ツバキ達たちの隣のテーブルに移動して、あたしは虚勢まみれの声を出す。本当なら、ジョーロと食べさせ合いっこをしてたはずなのに、それはもう絶対にできなくなってしまった。

「うん！　こんな所で偶然なの！　会えて嬉うれしいのぉ～！」

「ちょ、ちょっとヒイラギ！　いきなり抱きつかないでよね！」

「よう、ツバキ。てめぇらも来てたんだな」

「ん。ヒイラギが、ここのパンケーキを食べに行きたいけど、一人では絶対に行けないって付き合わされたかな。もうちょっとしたら、お店に戻るんだけどね」

　なんで、よりにもよって今日来ちゃうのよ！　……うぅ、あたし、嫌な奴やつ。

　自分で台無しにしたのに、ツバキとヒイラギのせいにして……。

「サザンカちゃん、パンケーキ交換するの！　私のあげるから、サザンカちゃんの分けてほしいのぉ～！」

「いいわよ。なら、あたしのを……はい」

「あむ！　ん～！　とってもとってもオイしいのぉ～！　フランボワーズなのぉ～！」

　あたしが差し出したパンケーキを、嬉うれしそうにパクリと食べるヒイラギ。

　すると、今度はヒイラギが、

「はい、サザンカちゃん！　こっちは私のなの！　チョコレート味なの！」

　あたしに向けて、フォークに刺さったパンケーキを差し出してくれた。

「……あむ。……うん、すごく美味おいしいわ……」

　なんであたし、ヒイラギと食べさせ合いっこをしてるんだろ？

　嫌なわけじゃない。でも……
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「あー……、サザンカ。俺のパンケーキも食べるか？」

　ふと、正面に座るジョーロが、フォークを刺したパンケーキをあたしに向ける。

　本当なら、そのまま食べたいけど……

「ありがと。じゃあ、ここに……」

「……おう。分かった」

　いくじなしのあたしは、ジョーロのほうに自分のお皿を差し出すだけ。

　ジョーロから分けてもらった塩キャラメルのパンケーキは、もちろんすごく美味おいしいんだけど……しょっぱいなぁ～。

　あたしも、ヒイラギみたいに素直に甘えられる子になりたいよ……。




　ツバキとヒイラギを混ぜた四人で、それぞれのパンケーキを食べて過ごす時間は楽しいんだけど、ついモヤモヤしてしまう自分がいる。

　なんで、こうなっちゃうんだろ……。

「ヒイラギ、そろそろ仕事の時間でしょ？　ほら、帰るよ」

「やっ！　私、まだみんなとお話してたいの！　お店、帰りたくないの！」

「なら、至いたるさんに連絡するけど、いいのかな？」

「うっ！　ダ、ダメなの……。お兄ちゃん、鬼なの……」

　ヒイラギって、自分のお兄さんのことを信用してるけど、最近は怖がってもいるわよね。

　前にお店に行って挨拶をした時は、すごく感じのいい……というか、ヒイラギのことをすごく大事にしてる人ってイメージがあったけど……

「ヒイラギの人見知りが改善されてきたって、最近スパルタになったらしいぜ」

　納得。それで、ヒイラギが怖がってるのね。

「じゃあね、ジョーロ、サザンカ。あ、それと、ジョーロは明日のアルバイトよろしくね。……あの二人の世話を同時にするのは、ボクも結構しんどいかな……」

「ああ、分かってるよ。……ちなみに、俺が頼んでた件は……」

「問題なしかな。ただ、お仕事の邪魔はしちゃダメだよって伝えておいてほしいかな」

「分かった」

　ジョーロとツバキは、明日のアルバイトで何かあるのか、あたしにはよく分からない会話をしている。それが、ほんの少しの疎外感とツバキへの小さな嫉妬を生んだ。

　ツバキとジョーロは、そういう関係じゃないって分かってるのに……。うぅ～！

「サザンカちゃん！　私のお店、新しいデザートができたから、あとで遊びに来てほしいの！　お兄ちゃん鬼だから、サザンカちゃんいると安心なの！」

「分かったわ。なら、時間があったら、ちょっとだけ顔を出すわね」

「やったのぉ～！　サザンカちゃん、ありがとなの！　とってもとっても嬉うれしいの！」

　やめてよ。そんな嬉うれしそうな笑顔で、あたしを見ないでよ……。

「サザンカちゃん、ジョーロ、バイバイなの！　私、頑張ってお仕事するのぉ～！」

　幸せそうにツバキの腕を抱きしめて、カフェを去っていくヒイラギ。

　二人がお店を出てく瞬間、『ようやくか』と思ってしまう自分が嫌で嫌で仕方がない。

「あ～、サザンカ、大丈夫か？」

「大丈夫よ……。別に、なんでもないんだから……」

　恥ずかしがって肝心な時に萎縮してしまう自分を棚に上げて、ジョーロとあたしの知らない話をするツバキに嫉妬して……、あたしって、こんなに独占欲が強かったんだ……。

　うぅぅぅ！　ダメ！　これ以上、悪いことを考えるのはなし！

　くじけちゃダメよ、亜あ茶さ花か！　一番大事なのはこの後じゃない！

　次の公園では、絶対に……絶対に、成功させるんだから！　みてなさいよ、ジョーロ！





※






　時間は、午後四時二十分。

　ついに、あたしはジョーロと一緒に今日一番来たかった、公園へとやってきた。

「ここだけは……。ここだけは……」

「サザンカ、大丈夫か？」

「大丈夫よ！　心配することなんて何もないわ！　ここでは絶対に、ぜぇぇぇったいに何もトラブルなんて起きないから！　世界で一番平和な場所はここよ！」

「心なしか、危険性が増したような気がするぞ」

「そ、そんなことないわよ！」

　今日の出だしは調子がよかったのに、ジョーロの家を出発してからは絶不調。

　でも、この公園の夕日だけは譲れない。

　絶対にここで、『夕日を見ながらキス』をしてみせるんだから！

「この公園、すげぇ景色がいいな。特に海辺のほうが……」

「でしょ！　ほら、もっとじっくり見て！　主に太陽を凝視して！」

「絶対に危険な奴やつだろ、それ！」

　もう！　あたしは、ただジョーロと一緒に夕日が見たいって言ってるだけなのに、なんで分かってくれないのよ！　ジョーロの鈍感！　にぶちん！　バカ！

「とにかく、一度落ち着け。……な？」

「う、うぅぅ……」

　なら、優しく抱きしめてよ、頭を撫なでてよ、手を握ってよ、……キスを、してよ……。

　なんで、あたしばっかり頑張ってるのよ！　バカみたいじゃない！

　本当はあたしからじゃなくて、ジョーロからしてほしいのに……。

「あのよ、もしかしてアレか？　さっきの太陽を凝視ってのは、夕日のことを言ってるのか？　ここから見える夕日がすげぇ綺き麗れいだからとか……」

「そ、そうなの！　だから、それをジョーロと一緒に見たいの！　あ、あと、キ……」

　やっぱり、ダメ！　恥ずかしくて、言えない……。

「分かった……。今日、サザンカが連れてきてくれた場所は全部すげぇよかったからさ、ここも楽しみにしておくよ」

　そんな受け身にならないで、たまには自分からきてよ。

　たった二文字なの……。たった二文字を言ってほしいだけなのに……。

「……サザンカ、どうした？」

　キュッとジョーロの胸元を強く握りしめ、ジッとジョーロの瞳を見つめる。

　これが、あたしの精一杯。キスをしてほしいと伝える精一杯の方法。

「サザンカ！」

「……え？」

　突然、ジョーロが両手をあたしの肩の上に置いて、真剣な眼まな差ざしで見つめてくる。

「……ジョ、ジョーロ？」

　もしかして、これって……

「隠れろ！　アレはまずい！」

「へ？」

　ジョーロが乱暴にあたしの体を引き離して、距離を取る。すると、あたしの背後から、

「娘はどこだぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　とんでもない叫び声が聞こえてきた。

　突然のことに驚いたけど、あたしは大慌てでその場を離れて、公園に立つ大きな木の背後に隠れる。そして、ゆっくりと顔をのぞかせてジョーロのほうを確認すると……

「噓うそでしょ!?」

　なんでよ!?　なんでここに……

「おのれぇぇぇぇ！　ここにいないのか！　いったい、どこに……ん？　如月きさらぎじゃぁないか！」

　パパがいるのよぉぉぉぉぉぉ!!

「ま、真ま山やまさん……、こんな場所で偶然ですね……」

「如月きさらぎ！　俺の娘を見なかったか!?　朝からずっと探しているんだが……」

「あの、真ま山やまさんはなんでこんな所に？」

　そうよ！　パパ、早くどっか行ってよ！　急がないと、夕日が……。

「……今朝のことだ。俺が目を覚ましたら、すでに娘が出かけていてな……。妻に亜あ茶さ花かはどこに出かけたんだと聞いたら、『大事な人とデートをするから、そのための作戦会議で朝早く出かけた』って……」

　きゃぁぁぁぁぁ!!　ちょ、パパ！　やめて！　本当に、やめて！

「一昨日もデートの下見で、ピザ屋さんとかパンケーキのカフェに行ってたみたいで……」

　ひきゃぁぁぁぁ!!　ジョーロ、今すぐそのおっさんを海に投げ捨てて！

「妻から聞いた話だと、亜あ茶さ花かは朝の五時には起きて色々と服を吟味して、かなり張り切っている様子だったらしい！　相当、自信のあるコーディネートなのだろう……」

　ジョーロ！　お願いだから、それ以上聞かないでぇぇぇぇ！

「そ、そうなんですね……」

「いったいどこの馬の骨が、俺の大事な娘に手を出したんだ！　絶対に許せん！　もし、見つけたら焼却処分に……」

「ヒヒーン。ボーン」

「ん？　どうしたんだ、如月きさらぎ？」

「いえ、なんでもありません。……それで、なぜ真ま山やまさんはこの公園に？」

　そうよ！　あたし、ママに今日のことは話したけど、場所までは言ってないわ！

　パパはどうして……

「ふっ。俺を侮あなどってくれるな、如月きさらぎよ。……娘の部屋からこれを見つけたのさ！」

　あぁぁぁぁぁ！　あれは……

「えーっと……、『恋人と行けば間違いない公園特集』ですか？」

　あたしが昨日まで、何度も読んだ雑誌じゃないの！

　きぃいぃぃぃぃ!!　パパ、あたしの部屋に勝手に入ったわね！

　本当に最低！　もう、絶交よ！　あんな奴やつ、父親でもなんでもないわ！

「それで、この公園のページに付箋が貼ってあって……、しかも、見ろ！　手書きでこんなことまで書いてあったんだぞ！」

　だめぇぇぇぇ！　それは、ジョーロに見せないでぇぇぇぇ！

「……『夕日を見ながら、あいつに思いっきり甘えちゃう』……ですか……」

　殺して！　もういっそ、あたしを殺して！　あたしを夕日と一緒に海に沈めて！

「だから、ここに来れば亜あ茶さ花かと馬の骨に会えるかと思ったのだが……、二人そろって見事なまでに雲隠れをして……っ！　おのれぇぇぇぇぇ！」

「後者は多分出会ってます」

「ん？　何か言ったか？」

「いえ、なんでもありません」

　バレちゃったよぉ～……。

　あたしが、こっそりしてた準備が、全部ジョーロにバレちゃったよぉ～……。

「よし！　俺は、この周辺をくまなく探してくる！　如月きさらぎも、もし亜あ茶さ花かと馬の骨を見つけたら、俺に連絡してくれ！　いいな!?」

「……はぁ」

「うぉぉぉぉぉ！　絶対に、絶対に亜あ茶さ花かは俺が守ってみせるぞぉぉぉぉ!!」

　凄すさまじい怒声とともに去っていく、パパ。

　どうにかギリギリ……、夕日が沈み切る前にどこかに行ってくれたけど……

「ま、まぁ……、その、綺き麗れいな夕日だな……」

　大きな木の後ろに隠れる、あたしの反対側に立つジョーロ。

　一緒に夕日は見れている。……でも、あたしはジョーロの顔が見えない。

　どうして？　どうして、こんなに近くにいるのに、顔も見ずに話さなきゃいけないの？

　でも、仮に顔が見えたとしても、こんな最低の雰囲気じゃ……

「……っ！　で、でしょ？　綺き麗れいな夕日よね！　……えっと……、パパに見つかっちゃうとまずいし、あたし、もう行くわね！　じゃ、じゃあ、バイバイ！」

「お、おい！　サザ──」

　せっかくの二人きりの時間だったのに、全部台無し。

　虚無感からか、それとも色々とジョーロに知られた恥ずかしさからか、頭の中がグチャグチャになったあたしは、逃げ出すように公園をあとにした。

「うぅぅ～！　全部……全部、パパが悪いんだから！」

　違う。一番悪いのは、勇気のない見み栄えっ張ぱりのあたし。

　何か起きるたびに、全部人のせいにしちゃう自分が嫌で嫌で仕方がない。

　なんで、あたしはこうなっちゃうのよ！





※






「うっ！　うっ！　うぅぅ～！　……ぐすっ」

　家に帰るわけにもいかず、行き先に困ったあたしは、パンケーキ屋さんでの約束を理由に、ヒイラギのお店……『ゲンキな焼鳥屋』にやってきていた。

　結局、今日は何もかもが大失敗。

　ジョーロとやりたかったことも、あたしの目標も、何も達成できなかった……。

「サザンカちゃん、大丈夫？　泣いてるのだ、心配なのだ……」

　仕事中だから口調が仰々しくなっているヒイラギが、カウンター席に座るあたしを正面から心配そうに見つめてる。ダメ……。本当に、あたしはダメダメよ……。

「ぐすっ……。だ、大丈夫だから……。そんな心配しないで……」

「でも……」

「大丈夫だって。ヒイラギは仕事があるでしょ？　だから、そっちを頑張って……」

「あぅ……。分かったのだ……」

　もっと、素直になればよかった……。全部、言葉にして伝えるべきだった……。

　願いは、願いのまま持ってたら叶かなう都合のいいものじゃない。

　自分の力で頑張った時、初めて叶かなうものなのに……あたしは、ただ期待してるだけだった。

　だから、こんなことに…………え!?

「ちぇ……。僕が連絡して、君に貸しを一つ増やそうと思ったのに」

「んなもん必要ねぇっつうの。最初から、ここにいることは分かってたからな」

　噓うそ！　どうして、ジョーロが外でお客さんの列を整理してたホースと一緒に、お店に入ってきてるの!?　あたし、ここにいることなんて言ってないのに！

　……あ、そうだ。カフェでヒイラギと約束をしてたのは、ジョーロも聞いてたからだ。

　だから、あたしがここにいることが……。

「はいはい……あ、白い恋人ありがとね。美味おいしかったよ」

「ああ。ティムタムのチョコレートも美味うまかったぜ」

　ホースと軽い会話をしたあと、あたしを発見したジョーロが右隣に座った。

　わざわざあたしを探してくれたことは嬉うれしい……けど、今は来ないでほしかった。

　こんな顔でジョーロに会いたくない。あたしの顔を見ないでほしい。

　もう、全部ボロボロ……。アイリスに塗ってもらったリップも、ほとんど落ちてる。

「色々災難だったな」

「……ほっといてよ」

　大好きなジョーロが隣に座っているのに、あたしの口から出るのは素直じゃない言葉。

　本当は、あたしを探してくれたことにお礼を言いたいのに……ますます自じ己こ嫌けん悪おだ。

「パパとは、絶交だもん……」

「そう言うなよ。サザンカのことを心配してくれてたんだからさ」

「それでも、やりすぎよ！　せっかく、あたしがジョーロと……っ！　うぅぅぅ！」

　あぁ、ダメ……。どんどん嫌な自分が出てきちゃう。

　あたしの嫌いなあたしが溢あふれ出だしてくる。

「だ、大丈夫か、サザンカ？」

「大丈夫じゃないわよ！　あたし、今日はジョーロと二人で色んなことがしたかった！　でも、全然何もできなかった！　途中で変な邪魔が入ったりして……なんでこうなるのよ！」

　一度溢あふれ出だした言葉は止まることがない。

　違うの。こんなことが言いたいんじゃないの。本当は、別のことが言いたいの。

「大体、ジョーロだってひどいんだからね！　なんで、なんであたしばっかり頑張って、何もしてくれないのよ！　ちょっとくらい、入念に胸部を揉もみしだきなさいよね！」

「それ、『ちょっとくらい』に含まれねぇから！」

「きょ、胸部を入念に揉もみしだく……っ！　ジョーロ、君はいったい何を……」

「やかましい！　ホース、てめぇはさっさと仕事に戻れ！」

「わ、分かったよ……」

　たまたま近くにいたホースを、ジョーロが怒鳴りつける。

　ホースは、少し慌てた様子でまた外のお客さんの列の整理に戻っていった。

　幸いにもそのやり取りが、ほんの少しだけあたしに冷静さを取り戻させてくれたけど、もう手遅れだ。言っちゃいけないことを、沢山言っちゃったもん……。

「…………あたし、帰るね」

　このままジョーロといたら、もっと乱暴な言葉が出ちゃう。

　それなら、帰っちゃったほうがいい。もう、消えちゃいたい……。

　そんな気持ちのまま、あたしはカウンター席から立ちあがった。

「待てよ」

「え？」

　だけど、そんなあたしの手をジョーロはギュッとつかんで引き留めた。

「ま、まだ時間はあるだろ？　このまま終わらせちまったら、俺としても不完全燃焼だからよ」

「……八時くらいには、お家うちに帰るからね……」

「分かった」

　力強いジョーロの言葉に逆らえないあたしは、ほんの少しだけ抵抗をしつつも、もう一度カウンター席に座る。

「今日はありがとな。いろんな場所に連れてってくれて。……楽しかったよ」

「そんな気遣いいらないわよ。あたし、すぐに不機嫌になっちゃうし、素直じゃないし、突然大きな声を出すし、一緒にいても疲れるだけでしょ？」

「まぁ、疲れたな」

「……っ！　だったら……っ！」

「遊んだら、疲れるのは当たり前だろ」

「え？」

「つか、サザンカは疲れてねぇのか？　だとしたら、恐ろしい体力だぞ」

「う、ううん！　あたしも、疲れてる……」

　その通りだ。あたしも、ジョーロと一緒に過ごせて楽しかったけど、その分疲れてる。

「あとな、サザンカが言ってた不機嫌になるとか、なんだかの話だが……そいつについては、もちろん不満はある」

「うっ！」

　どうしよう……。やっぱり、嫌われちゃったよぅ……。

「けどよ……、サザンカだって、俺に不満があったんだろ？　さっき言ってたじゃねぇか」

「そ、それは……そうだけど……」

　あたしの気持ちに気づいてくれないジョーロ。ツバキとあたしの知らない話をするジョーロ。何にもしてくれないジョーロ。あたしの我わが侭ままだけど、色々な不満があった。

「つまり、お互い様ってことだ。……それに、俺はサザンカがそういう奴やつだって分かって、一緒にいる。だから、いちいち自分の悪いところを悲観的にとらえすぎんなよ」

　あたしも同じ……。ジョーロがそういう人だって分かっても一緒にいる。一緒にいたい。

　不満よりも良いいところが、ジョーロには沢山あるから……。

　こんなあたしに優しくしてくれるジョーロが、大好きだから……。

「サザンカちゃん、ジョーロ！　これを食べるのだ！　これを食べたら、すぐに元気モリモリになるのだ！」

　そこでヒイラギが、あたし達たちの前に小鉢をもってきた。

　これって……

「シャーベット？」

「そうなのだ！　我のお店の新商品の『オレンジシャーベット』と『レモンシャーベット』なのだ！　とってもとっても美味おいしいから、食べてほしいのだ！」

　カウンターテーブルに置かれたのは、白いレモンシャーベットと、ミントの葉っぱが添えられたオレンジシャーベット。どっちも、すごく美味おいしそう。

「へぇ～。なら、さっそく食ってみるか。サザンカは、どっちがいい？」

「えっと、あたしは……レモンのほうで……」

「分かった。なら、俺はこっちだ。…………おっ！　これは美味うまいな！」

　ジョーロがオレンジシャーベットを口にして、明るい笑みをこぼす。

　それにつられて、レモンシャーベットを食べると……、

「わっ！　ほんと！　これ、すごく美味おいしいわね！」

「そうなのだ！　このシャーベットを食べれば、疲れなんてとんでっちゃうのだ！」

　本当に、そうかもしれない。

　あっさりとしたレモンの酸味が、あたしの中の汚い気持ちを全部取り払ってくれるみたい。

　ジョーロの食べてるオレンジシャーベットも美味おいしそうだし……

「……あっ！」

「ん？　どうしたんだ、サザンカ？」

　唐突にやってきた、三度目のチャンス。多分、これが最後のチャンスだ。

　でも、ここにはヒイラギがいる、ホースもいる、他にお客さんもいっぱいいる。

　こんな場所でジョーロにお願いするなんて、恥ずかしいわよ……。

「う、ううん！　な、なんでもないわ！」

　やっぱり、無理！　あたしには、できない！

　こうして、一緒にいられるだけで満足なの！　だから……あれ？

「…………」

　ジョーロが、スプーンの反対側を下唇に当てて、何かを考えている。

　それはあたしだけが知っている、ジョーロが悩んでいる時の癖だ。

「……どれだけ恥ずかしくても、どれだけ緊張しても……やると決めたらやる。それが、俺のモットーだよな……。ちょうど、今の状況ならギリギリできなくもねぇし……」

　スプーンがジョーロの下唇から離れていく。いったい、何をするつもりなんだろう？

「なぁ……サザンカ」

「な、なに!?」

　ジョーロに声をかけられて、あたしは思わず背筋がピンと伸びてしまった。

「さっきの話の続きだけどよ、俺おれ達たちはお互いに不満を持ってる。もちろん、それでいい部分もあると思うけどよ、そうじゃない部分もあるだろ？　だからさ……」

　自然と、あたしの瞳がジョーロの瞳に吸い込まれていった。

「その……、ゆ、夕日を見ながら……、食べさせ合いっこでも、しないか？」

「は？　はぁぁぁぁぁ!?」

　いきなり、何を言ってるのよ！　大体、もう夕日は沈んじゃって……

「ほ、ほら！　その、公園の夕日……とはちょっと違うけどさ、ここにも夕日はあるだろ？」

　そう言ってジョーロが慌ただしく掲げるのは、自分が食べているオレンジシャーベット。

　確かに、キラキラしてて綺き麗れいだけど……夕日じゃないわよ……。

　……あれ？　ちょっと待ってよ。このジョーロの顔……あっ！　あぁぁぁぁぁ!!

「えっと、これじゃダメか？　そ、それなら、別の何かを用意して……、たとえばみかんとか……いや、みかんはねぇだろ！　あぁぁ！　うまく思いつかねぇな！」

　そこで、あたしは気づいてしまった。ジョーロの顔が真っ赤になっていることに。

　公園の夕日よりも、オレンジシャーベットよりも不格好な……だけどそれは、あたしが一番見たかった夕日……。そう！　あたしが見たかった夕日はこれじゃないの！

「そ、その、なんでもいいぞ？　今日は楽しかったからさ、何かお礼がしたいんだ！　だから、サザンカが俺にやってほしいことを何でも言ってくれ！　……な？」

　今、このお店でジョーロを見ているのはあたしだけ。

　だから、この夕日はあたしだけのもの。あたしだけ見られる夕日なんだ！

「見れた……。見れたじゃないの！」

「は？　サザンカ？」

　あたしは独占欲が強い。そんなあたしの目の前に、あたししか見られない夕日がある！

　それが嬉うれしくて、どんどん気持ちが高揚してきて……

「うん！　決めたわ！」

　舞い上がって緊張して、今日のあたしは全然いつものあたしじゃなかった！

　だから、せめて最後くらいは……いつものあたしでジョーロと一緒にいたい！

「ジョーロ！　あたしも、ジョーロと食べさせ合いっこしたい！」

　誰かに見られることも、誰かに聞かれることも、何も気にせずあたしはそう叫んだ。

　何度も失敗したんだもん！　今度こそ、成功させるんだから！

「分かった。それじゃあ……」

　わぁぁぁぁぁ！　ジョーロが、オレンジシャーベットをスプーンですくって……

「あ、あーん……」

　あたしに向けて、差し出してくれたじゃないの！

「……あむ！」

　大急ぎで、ジョーロのスプーンにかぶりつくあたし。

　もう！　どうなってるのよ！　味が全然分からないじゃないの！　口の中に入れた瞬間に、あっという間に溶けちゃったわ！

「美味うまいか？」

　きっと、量が少なかったせいね！　もう、ジョーロはおっちょこちょいなんだから！

　こうなったら、

「おかわり！」

　もう一度食べさせてもらうしか、方法はないわ！

「分かった。……ほら」

「あむ！」

　二口目のシャーベットは、さっきよりも少しだけ溶けるのが遅くて、あたしの口の中にオレンジの風味を広げてくれる。

　それは、あたしが今まで食べたシャーベットの中で一番美味おいしくて……

「えへ……。えへへ……。すごく、美味おいしい……」

「だろ？」

　嬉うれしい！　嬉うれしい嬉うれしい嬉うれしい！　もう！　それ以外の言葉が、頭に浮かばないじゃない！

　あぁ～、よかった！　ずっと、やりたかった食べさせ合いっこができて！

　これで、あたしがやりたかったことはちゃんと……

「違うじゃないの、亜あ茶さ花か！」

「どわっ！　ど、どうした、サザンカ？」

　できてない！　まだできてないことがあるわ！

　しかも、それはあたしが一番したかったことじゃない！

　どうしよう？　ジョーロにお願いしちゃおっかな？　……ううん。違うわ！

　ジョーロがこんなに頑張ってくれたんだもん！　今度は、あたしが頑張る番よ！

「あのー、サザンカさん？」

「なんでもないわ！　それより、次はあたしの番よ！　はい、これ！」

　あたしは自分のスプーンでレモンシャーベットをすくって、ジョーロの口元に差し出した。

「おう、それじゃあ……」

　ジョーロはゆっくりとスプーンに顔を近づけて、少し遠慮がちにパクッとレモンシャーベットを口の中にいれた。

「……うん。こっちもうま──」

　隙あり！

「んなっ！」

　ジョーロがシャーベットに気を取られてる隙に、あたしはジョーロの左側のほっぺに思いきりキスをしてやった。だって、これがあたしの一番したいことだもん！

「どう？　おいしいでしょ？　ふふふっ！」

「味なんてわかるわけねぇだろ……」

　すごい！　ジョーロの顔が、もっと真っ赤になったじゃない！

　あたしだけの、あたししか見られない別の夕日が見れたわ！　こんな贅ぜい沢たくってないわよね！

「なら、おかわりする？」

「……変なことはすんなよ？」
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「もちろん！　だから、ほら……早く早く！」

　もう一度レモンシャーベットをすくって、ジョーロを急せかすあたし。

　いくら勇気を出したって、さすがに連続は無理よ！　だって、恥ずかしいもん！

「分かったよ。……あむ。そうだな、今度は──」

　なんちゃって！

「だ、だから、変なことをするなって、言っただろが！」

　あはは！　怒られちゃった！

「さっきは左だったから、今度は右よ！　全然、変なことじゃないわ！　さぁ、あとは──」

「こ、これ以上はマジで勘弁してくれ！　さすがに、場所が場所だから！」

　ちぇっ！　本当は、右でも左でもなくて正面が一番なのに。

　だけど、ちゃんとできた！　あたしの今日の目標……ジョーロと『夕日を見ながらキスすること』は、無事に達成なんだから！

　でも、まだまだやりたいことがある！　どんどんどんどん、ジョーロとやりたいことが頭に浮かんでくる！　だから、まずは……

「ジョーロ、今日はありがとう！　あたし、あんたが一番大好き！」

　めいぃぃぃぃっぱい！　ジョーロに甘えちゃおっと！










「あの～、サザンカさん。結構な時間が経たってますし……そろそろよろしいでしょうか？」

「まだよ！　全然足りないわ！　一番肝心なことをさせてくれなかったんだから、その分、いーっぱい優しくしなさない！　なんでもしてくれるんでしょ？」

「ぐっ……。まさか、こんなことになるとは……。分かったよ……」

「えへへ……。ジョ～ロォ～」

　ジョーロの胸にギュッと顔をつけると、あたしの頭をジョーロが優しくなでてくれる。

　勇気を出して大正解！　でも、今までできなかった分、もっともっと甘えちゃうんだから！

「ふぅ……。ようやく外のお客さんの整理が終わっ……た。ん？　んんん!?」

　あ、ホースがお店の中に戻ってきたみたい。なんだか、あたし達たちを見てびっくりしてるけど、それもそっか！　普通、お店でこんなことしないもんね！

「す、すごいね、ジョーロ……。さっきまであんなに不機嫌だったサザンカちゃんが、今はすごく上機嫌じゃん……」

「でしょ！　ジョーロがあたしのお願いを聞いてくれたから、元気になったの！」

「お願い？　それって、まさかさっき言ってた胸部を入念に……」

「うん！　ホースの言う通りよ！」

　見ての通り、ジョーロの胸部で入念に甘えさせてもらってるもん！

「ばっ！　サ、サザンカ！　今の発言は、ホースに誤解を……」

　あれ？　どうしたんだろ？　ジョーロが、すごく慌てた顔をしてるけど？

　あたし、何か間違ったこと言ったかな？

「へ……へぇぇぇ～！　そ、そっか……。と、とにかく僕はまだ仕事があるから、厨ちゆう房ぼうのほうに行くね！　ふ、二人はごゆっくり！　ま、まぁ、程々にね……」

「ま、待て、ホース！　俺の話を──」

「ちょっと、ジョーロ！　勝手に離れようとしないでよ！　今はあたしが甘えてるの！」

　もう！　本当にジョーロは恥ずかしがり屋さんね！　ちょっとあたしに抱きつかれてるのを見られたからって、慌てて離れようとしなくたっていいじゃないの！

　もちろん、放さないしね！　ふふふっ！　本当に、今日は私の人生で一番幸せな一日ね！

「どうして、入念に胸部を揉もみしだいたら、女の子の機嫌がよくなるんだろう？　……不思議なこともあるもんだね……」

　ホースがボソボソ何かを言いながら、奥に消えていったけど、その声はよく聞こえなかった。








【俺はまだ集まって話す】









「──つうわけだ。だから、俺は入念に胸部を揉もみしだいたわけじゃねぇ。それは、ホースが勘違いしただけで、実際は違ったんだよ……」

　話し終わったところで、合間に頼んでいた春菊ジュースをグイと飲んで、喉の渇きを癒いやす。

　さすがに、不意打ちでやられたあの件については話さなかったが、他にも色々あったので、結局すさまじく恥ずかしかった。あ～、まじで喉がカラカラだよ。

「そ、そういう事情だったんだね……。つまり、あの時のサザンカちゃんの発言は……」

「多分、自分が俺にこう……アレをしてたから、そのことだと勘違いしたんだと思う」

「……だよね」

　俺の話を聞いて、納得しつつも引いた表情を浮かべるホース。

　そりゃ、傍はた目めに見たらバカップル以外の何者でもなかったろうしなぁ……。

　ちなみにこれは後日談だが、俺がサザンカと遊んだ翌日に『ヨーキな串カツ屋』にやってきた真ま山やまのおっさんが、『如月きさらぎ、娘が無事に帰ってきてくれた！　勝手に部屋に入ったことがバレてて怒られると思ったけど、なぜか上機嫌だったおかげでたったの五拳で許してもらえた！』と嬉うれしそうに、腫れた顔で語っていた。

　素直になっても、やっぱりサザンカはサザンカである。

「それで……、サンちゃんは、今の話で参考になったか？」

「ああ！　こいつは、最高にスマートな方法じゃないか！　……要するに、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度でちょっとかっこつけつつ、『やってほしいことを何でも言ってくれ。……ふっ』ってクールに言って、相手の希望を聞けばいいんだよな！」

　違う、そうじゃない。

　あと、俺は別にかっこつけても、クールにも言ってない。

　ぶっちゃけ、あの時は内心相当ビビってて、かなりヒヤヒヤしながら聞いてたんだ。

　なんせ、相手は涙を流して情緒不安定になっているサザンカだぞ？

　一歩間違えれば、十拳はいきかねない状況だったんだ。

「よっしゃぁ！　これで、一いち華かの機嫌が直せそうだぜ！　ありがとな、ジョーロ！　俺の悩みは、バッチリ解消したよ！」

「お、おう……。まぁ、サンちゃんがそれでいいなら……」

　サンちゃんの勘違いを訂正したほうがいい気もするが……いや、むしろやめておいたほうがいいな。サンちゃんは意地っ張りだ。だから、少しでもかっこいい自分をと余裕のある態度で牡ぼ丹たんと接しているのだろうが、きっと牡ぼ丹たんが求めているのはそんなサンちゃんじゃない。

　本当の……熱血漢だけど、実はヘタレな部分もある大おお賀が太たい陽ようだ。

　だったら、サンちゃんは苦労するだろうがこのままにしておこう。もしかしたらそれが、滅多に出てこない、恥ずかしがり屋の大おお賀が太たい陽ようを引き出す機会にもなるかもしれないからな。

　──というわけで……、これでようやく一つ目の『恋愛相談』が終了か。

　一つ減ったと喜ぶべきか、あと二つ残っていると嘆くべきか、……悩ましいな。

「さてと、んじゃ次はフーちゃんの──」

「オッケー！　それじゃあ、僕の恋愛相談を話させてもらうね！」

　おい、ホース。なに、思いきり前に乗り出してフーちゃんの順番をすっ飛ばしてる？

　サンちゃんの次に、恋愛相談があるって言ったのはフーちゃんだろが。

「……構わん。気にするな」

　心の広い親友に救われたな、ホース。

「やった！　ありがとう、フーちゃん！」

　だが、自分の特性を忘れていたようだな。

　いいか？　俺やてめぇは、利己的な行動をすると……

「えっとね、僕の悩みは──」

「ホォォォォォス!!　お願いなの！　手伝ってなのぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　盛大なしっぺ返しがくるんだぜ？

　店の入り口からやってきたのは、涙でグチャグチャの顔になったヒイラギ。

　口調がいつもの調子に戻ってるし、さっきよりも切羽詰まっているのだろう……。

「うわっ！　ちょ、ちょっとヒイラギちゃん！　僕は、もう今日のアルバイトは終わって……」

　到着と同時に、即座にホースを捕獲。

　思いきり両肩に手を置いて、絶対に逃がさないと言わんばかりの状態だ。

「お願いなの！　助けてほしいの！　このままじゃ、私死んじゃうの！　ジョーロ達たちは違うけど、ホースはうちのアルバイトだから、手伝っても問題ないの！」

　どうやら先程の失敗から、それなりに学んできたようだ。

「いや、僕は……あっ！　至いたるさん、ちょうどいいところに！」

　そこで、ヒイラギの兄である至いたるさんが再び笑顔でやってきた。

　ホースとしては、もう一度ヒイラギを連行していってもらいたいのだろう。

「はっはっは！　智ち冬ふゆ～、また逃げ出しちゃったな～！　いけないんだぞぉ～！　さぁ──」

「お兄ちゃん！　私は、ホースに店頭販売を手伝ってもらうことを進言するの！」

「ちょっ！　ヒイラギちゃん！」

　さっきは抵抗する間もなく連行されたヒイラギだが、今回は至いたるさんの発言を遮り、思いきりホースに店頭での売り子を手伝わせようとしている。

「ホース君を？」

「そうなの！　きっとホースがいれば、あっという間に限定メニューを売り切れるの！　だから、一緒にやってもらったほうがいいの！」

「……ふむ。それは一理あるな……」

「そうなの！　だから──」

「だけど智ち冬ふゆ、我わが侭ままはダメだぞ。ホース君は、もう勤務時間じゃないんだから」

「あぅ……。そ、その通りなの……。ホース、ごめんなさいなの……」

　見事というか、当たり前の正論をお見舞いされ、ションボリとホースを解放するヒイラギ。

　昔なら、もっと激しく駄々をこねていただろうに……成長を感じる瞬間だな。

「ですよね、至いたるさ──」

「だが、ここまでホース君がやる気に満みち溢あふれているなら、今回だけは特別に認めようじゃないか！　いやー！　ホース君は女性客から人気もあるし、大助かりだよ！　ありがとう！」

「わぁ～！　お兄ちゃん、話が分かるの！　ホース、ありがとなの！」

「え!?　いや！　僕はやるなんて一言も……」

「さぁ、二人とも！　これからも楽しい楽しい売り子さんだぞぉ～！　これを機に、智ち冬ふゆの人見知りを直しつつ、大おお儲もうけをしようなぁ～！」

「はぁ～！　これで安心なのぉ～！」「そんなぁぁぁぁぁ！」

　たくましく強引すぎる兄……元もと木き至いたるさんによって、やけにホクホクした顔のヒイラギと、絶望にまみれた顔のホースは、首根っこをつかまれてズルズルと連行されたのであった。

　やはり、親友をすっ飛ばした裁きが下ったか……。

「えーっと……、なんかすごいな。ヒイラギの兄ちゃんって……」

「うむ。元もと木きとホースをそれぞれ片手で引きずっていくとは、生半可な筋力ではない」

　うん、そうだね。やけにガタイがいいし、あんだけジタバタ暴れるホースをあっさりと連れてくんだから、相当なパワーファイターだよね。

　とまぁ、そんな焼鳥屋事情はさておきだ。そろそろ、本題のほうに戻ろう。

「んじゃ、次はフーちゃんの相談を聞かせてもらえるか？」

「うむ。……世話になる」

　本来の相談主は、問答無用の残業へと連行されていったし。

「じ、実はだな……。その……、様々な偶然が重なりあった結果、俺はたんぽぽと二人で出かけることになったのだ……」

　まじか！　もしかして、今日の出会い頭に元気か聞いたら、『不安と緊迫で心臓が爆散せんばかりに元気だ』って言ってた理由はそれか？

　あのアホ神様のたんぽぽに質実剛健、冷静沈着、眉び目もく秀しゆう麗れいなフーちゃんはもったいない気しかしないが、……フーちゃんのほうが、たんぽぽに惚ほれてるんだよなぁ。

　ほんと、世の中って不思議。

「そ、それでだ！　いつも顔を合わせれば喧けん嘩かばかりしてしまうのだが、今回こそは関係を一歩先に進めたいと考えている！」

　おおっ！　それはつまり、フーちゃんがたんぽぽに告白……ってことだよな!?

　いかん、いかん。ついテンションを上げちまったけど、これは難しそうな相談だぞ。

　絶対に成功する告白なんて、世の中にはないわけだし……

「そこで、俺は『たんぽぽと一切喧けん嘩かしないこと』を目標として打ち立てた！」

　それでいいのか、フーちゃん？

　しかし、目標が低いのか高いのか、判断に困る恋愛相談だな……。

　一般的に考えるとくだらないこと山の如ごとしなのだが、フーちゃんとたんぽぽの場合、顔を合わせるたびに喧けん嘩かしてるからなぁ～。

　むしろ、そんな状態のくせによく二人で出かけるところまでもっていけたもんだ……。

「先程の大おお賀がの話ではないが、たんぽぽが怒り帰ってしまうのが、俺の最も危惧する事態だ。そうなった場合、関係の修復には恐らくかなりの時間を要するだろう……」

　そうでもなくね？　あのアホは、基本十秒で何があったか忘れるタイプだし。

「だからこそ、教えてほしい！　いったい……いったい、どうすれば俺はたんぽぽと喧けん嘩かをせずに、一日を過ごすことができるのだ!?」

　諦めよう。真面目な君では、あのアホの奇行を注意せずにはいられない。

　だから、大人しく運命を受け入れて……と言いたいのは山々なんだが、フーちゃんの必死の形相を見てるととても言いづらい。

　参ったな……。サンちゃんは何か……

「へっ！　その恋愛相談は大きな間違いだぜ、特とく正しよう」

「む？　どういうことだ、大おお賀が？」

　おや？　自分の悩みが解決したからか、何やらサンちゃんが自信あり気な態度だぞ。

　しかし、フーちゃんの恋愛相談が間違いとはいったい……。

「確かに、喧けん嘩かをしないことは大切だ……。けどよ、それで自分に噓うそをついてたら本末転倒じゃないか？　だから、たとえ喧けん嘩かをしても、本当の自分でぶつかっていこうぜ！」

　どの口が言ってるの？

『なんだか余裕のある感じ』でヘタレを隠している男が、全力で自分を棚に上げて、なんか偉そうなことを言っているのだが……。

「そ、そうかもしれん……。だが、それで喧けん嘩かをしてたんぽぽが帰ってしまったら……っ！」

「ああ。そうなった時の気持ちは、俺にもよく分かるぜ」

　でしょうね。ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店さんを怒らせて帰られた、前科持ちですから。

「しかも、たんぽぽは我わが侭ままで自分本位。もはや呼吸をするかの如ごとく、こっちを苛いら立だたせてくる厄介極まりない存在だしな……」

　サンちゃん、たんぽぽのディスりがえげつないぞ。

「うむ。……その通りだ」

　認めるんかい。そこは、せめてかばってやれ。

「そんなたんぽぽだからこそ、特とく正しようが知るべきは、『喧けん嘩かをしない方法』じゃない！　ずばり、『喧けん嘩かをしても、すぐに仲直りができる方法』だ！」

「なんだと!?　そんな画期的な方法があるのか!?」

「あったぼうよ！　そうじゃなきゃ、こんな話はしないさ！」

　それ、本当に大丈夫な方法？

「さぁ、言ってやりな、ジョーロ！　お前の知ってる、あの方法をよ！」

　うん。どうして、肝心なところで俺にパスが来たのかな？

『あの方法』って、どの方法だよ？　無駄に意味深に言わんでくれ。

「くっ！　やはり、ジョーロか！　頼りにしているぞ！」

　やはらないで。なんなの、さっきから俺への謎の絶対的信頼感。

「フーちゃん、俺はそういうことは……」

「ははっ！　何言ってるんだよ、ジョーロ！　お前は、こないだも喧けん嘩かしてた男女をすぐに仲直りさせたらしいじゃないか？　ちゃんと、その話は聞いてるんだからな！」

「へ？　こ、こないだ？　いったい、いつの話を……」

　そんな事態に出くわした記憶は、どこにもねぇぞ。

「あれ？　俺の勘違いか？　樋ひ口ぐち先輩から、『普段は喧けん嘩かをしたらふてくされるだけふてくされて、夜な夜なねちっこい電話がかかってくるんだが、今回は如月きさらぎのおかげですぐに仲直りできて免まぬがれた』って聞いたんだけど……」

　……ん？　樋ひ口ぐち先輩、だと？

　それはつまり、樋ひ口ぐち先輩がどこぞの女と喧けん嘩かしていたのを、俺が仲裁して仲直り……

「あぁぁぁぁぁ！　あの話か！」

　分かった！　サンちゃんが何を言ってるのかは理解できた！

「なんだ、やっぱりあるんじゃないか！　……けど、本当にすごいよな！　樋ひ口ぐち先輩って、細かいミスでもすぐに気がついて注意する、滅め茶ちや苦く茶ちや厳しい先輩なんだぜ？　そんな人に頼られるなんて、さすが、俺の親友だな！」

　そういや、前に『ヨーキな串カツ屋』でたんぽぽからも聞いたことがあったな。

『野球部では絶対に、ずぇぇぇったいに樋ひ口ぐち先輩に逆らっちゃいけないんです！　あの人は、とっても厳しい人なんです！　しかも、ひたすら正論で攻めてくるんで……ひょわわわ……』

　俺からすると、少しクールな雰囲気はあるけど、気さくでいい人なんだけどな。

　それに、あの樋ひ口ぐち先輩の喧けん嘩かの話は……

「冷静で堅実な守備力と確実性のあるバッティングで、唐とう菖しよう蒲ぶでも恐れられている樋ひ口ぐちさんに頼られるとは……。やはり、俺が最も頼れる男は経験が豊富なのだな」

　だから、やはるなっつーの。そんな興きよう味み津しん々しんな態度にならんでくれ。

「して、大おお賀がよ。いったいジョーロはどうやって、喧けん嘩かする男女を即座に仲直りさせたのだ？」

　あ、これもう聞く気満々だね、この人。

「そうだな～。俺も詳しく知らないんだけどよ、樋ひ口ぐち先輩からは『如月きさらぎが一人の美女を華麗に調教した』おかげですぐに仲直りができたって聞いたぜ！」

　サンちゃぁぁぁぁん！　盛大に誤解が生まれるやつだから、それ！

「すさまじいな……。ジョーロ、貴様はそのような類の技術まで身に付けて……」

「ちっげぇよ！　そんな技術、持ち合わせてねぇから！　大体、アレは俺にとって美女とは言いい難がたい存在で、あくまで自分の保身のために……」

「そうか！　ならば、そこに俺がたんぽぽと喧けん嘩かをしても、即座に仲直りできる手段も隠されているということだな！」

　どうしてそうなる？　むしろ、隠れたままでいてほしいぞ、その魔境。

　けど、このまま誤解を重ねるのは嫌だし……

「分かったよ。……んじゃ、説明してやるよ」

　まるで、さっきの繰り返しじゃねぇか。ほんと、どうなってんだ？

「サンちゃんの言う通り、俺は一人の美……いや、一人の女を華麗に調教したよ。……で、その際に男女の喧けん嘩かを仲裁してすぐに仲直りさせた。一応、この二つの話はつながってる……」

「調教技術か……。確かに、たんぽぽには効果的かもしれんな……」

　だから、違うっつーの。まぁ、たんぽぽは野生動物に近いところはある気がするけど。

「ただ、フーちゃんがやったとしても、たんぽぽとすぐに仲直りができるかは分からねぇ。少なくとも、まったく同じことはできねぇからな」

「うむ！　問題ないぞ！　話を聞いて、自分なりにアレンジをするつもりだ！」

　変なところに向上心があるよね、この人って。

　けど、あの話ってアレンジのしようがないと思うんだが……

「分かった。……んじゃ、続きを話すぜ」

　さっきも、俺が参考にならないと思ってたサザンカの話で、サンちゃんは満足してくれたしな。決めつけて諦めるより、とりあえず話してしまおう。

「アレは、俺が図書室の手伝いをしてた時なんだけどよ──」
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　──土曜日。

　午前七時。私──パンジーこと三さん色しよく院いん菫すみれ子こは、西にし木き蔦づた高校の校門をくぐった。

　そして、少し進んだ先の校庭を確認すると……

「今日はソフトボール部の日なのね……」

　朝の校庭は、毎日違う部活が交代で練習に使っている。同じ場所でも、いる人ひと達たちが違うとまるで違う光景を作り出すから、朝の校庭を確認するのは私の密ひそかな楽しみ。

「オッケッケー！　ほんじゃま、次はバッティングいってみまひょ！」

　飄ひよう々ひようとした声で部員達たちに指示を出すのは、新しい生徒会長でソフトボール部のキャプテンも務めるプリムラこと早さ乙おと女め桜さくら。

　修学旅行で同じ班になれたのがきっかけで、お友達になれた女の子よ。

　どうしましょ？　手を振ったほうがいいかしら？

　でも、気づいてもらえなかったら……

「およよ？　パンジーじゃん！　おいすっすぉ～！」

　まぁ……。プリムラが私に気づいて手を振ってくれたわ。

　なら、私も手を振り返さないと。……やっぱり、お友達っていいわね。

　なんだか、今日はいいことがありそうな気がするわ。

　プリムラへの挨拶を済ませた私は、そんな高揚した気分とともに再び歩を進めた。

「朝は特に寒いわね……。はぁ～」

　自分の手の平に息を吹きかけて、一瞬の暖を取る。

　もう冬だから、普段の制服に加えてコートを着てマフラーを巻いているけど、手袋だけはつけていない。だから、どうしても手の冷たさが気になってしまう。

　やっぱり、手袋もつけようかしら？

「ダメよ。楽しみが一つ減ってしまうもの。……ふふっ」

　自分の中に生まれた欲望を、元から持っていた欲望で打ち消して、私は目的地を目指す。

　さ、まだまだ寒さとの戦いは続くけど、頑張らないとね。




「あっ！　三さん色しよく院いん先輩です！」

　私が訪れた野球部のグラウンドで、到着するなり可愛かわいい笑顔でそばに来てくれたのは、野球部のマネージャーのたんぽぽこと蒲かま田た公きみ英え。少し変わっているけど、自分の気持ちのまま素直に行動ができる、私が尊敬している中学校からの後輩の女の子よ。

「今日も来てくれたんですね！　おはようございます！　むふ！」

　実は私、二学期になってから、朝の練習をしている野球部のグラウンドに顔を出してから校舎の中に入るようにしているの。……だって、朝の学校って誰もいなくて寂しいんですもの。

　それに、誰か来ていたとしても、お友達が少ない私にとってはいないも同然。

　だから、この時間に学校に来ているたんぽぽやサンちゃんに挨拶とお話をしにいっているの。

「おはよう、たんぽぽ。今日も可愛かわいいわね」

「んもぉ～う！　違いますよ、三さん色しよく院いん先輩！　私は、もりごっさ可愛かわいいんです！　むふふふ！」

「そうだったわね。今日ももりごっさ可愛かわいいわよ、たんぽぽ」

「むふ！　むふふふ！　そうでしょう、そうでしょう！　私は、モリンゴモリモリスペシャル可愛かわいいんです！　むっふん！」

　今日もいつも通り、褒めるとどこまでも調子に乗り続けているわね……。

　たんぽぽの素直さは尊敬しているし羨ましいとも思うけど、こうはなりたくないとも思ってしまうから複雑よね。

「三さん色しよく院いん先輩も、今日もすごくお綺き麗れいですね！　とっても羨ましいです！」

「そうかしら？　……ふふっ。ありがとう」

　外見のことを褒められるのはあまり好きではないから、今日も三つ編みに眼鏡をつけて登校しているのだけど、たんぽぽに褒められるのは嫌な気持ちはしない。

　もちろん、一番褒めてほしい人は別にいるのだけどね。

「おっ！　パンジーじゃないか！　おはよう！」

「おはよう、サンちゃん」

　私がたんぽぽとお話しているのに気がつき、練習を中断して私わたし達たちのほうに来てくれたのは野球部のエースのサンちゃん。本当は少し弱気なところがあるのだけど、それを心の内に隠して強い自分でいようとする……、私が尊敬している、高校生になってからできたお友達。

　もう冬になっているのに、泥だらけのユニフォームに汗が染しみこんでいて、彼の周りだけはまだ夏なのではないかと疑いたくなってしまう程の熱気に包まれている。

「今日も図書室か？」

「ええ。もちろんよ」

　私は図書委員だもの。何か予定がない限りは、どんな時でも図書室にいるわ。

　それで、彼が来るのを待ち続けるの……。

「わざわざ土曜日も来るなんてさすがだな！　パンジーの図書室への想いは、俺の野球への気合と同じくらい強いぜ！」

「ふふっ。そうかもしれないわね」

「あの、三さん色しよく院いん先輩！　今日も図書室に向かうということは、持ってきているんでしょうか？　それでしたら……じゅるり」

　たんぽぽが涎よだれをたらしながら、物欲しげに私を見つめている。

　それだけで、彼女が何を伝えたいかはよく分かった。

「もちろん、持ってきているわよ。……はい、どうぞ」

　私はカバンから巾着袋を取り出し、たんぽぽに手渡す。

　中身は、昨日の夜のうちに作っておいた一口サイズのワッフル。

「わぁぁぁ！　ありがとうございます！　……はむ！　ん～！　今日も美味おいしいです！」

　早速巾着袋の中身を取り出して、ほおばり始めるたんぽぽ。

　……ふぅ、たんぽぽが美味おいしそうに食べているのなら大丈夫そうね。

　こうして、朝にたんぽぽへ作ってきたお菓子の味見をしてもらうのも通例行事。

　実はこれもあって、毎朝野球部のグラウンドに来ているの。

　たんぽぽにお菓子の感想を聞いて、『美味おいしくないです！』と言われたら、図書室でみんなに出すのは控えさせてもらっているのだけど、今日はその心配はなさそう。……よかった。

　みんなからお菓子作りの名人と思われているけど、私だって失敗することはあるのよ。

　いつも同じお菓子だとみんなが飽きちゃうだろうから、毎回レパートリーを変えて、色々と挑戦してみているのですもの。

「はむはむはむ！　んー！　美味おいしいです！　……ふぐっ！」

「おいおい、たんぽぽ！　そんなに慌てて食うから、喉に詰まらせるんだよ！　ほら、早く水を飲んで来い！」

「ひょぼぼぼ……。ぞ、ぞうじまず……」

　ワッフルを喉に詰まらせて、ヨロヨロとその場を離れていくたんぽぽ。

　もう。今日もおっちょこちょいなのだから。

「まったく、たんぽぽはドジだな！」

「そうね。……といっても最近のたんぽぽは、彼女以上にお間抜けな人に色々と苦労をかけられているみたいだけど」

「みたいだな！　その話は、たんぽぽがよく話しているよ！　『うっかりさんだから、私が一生懸命フォローしてあげてるんです！　むふ！』って嬉うれしそうにさ！」

　私わたし達たちの周りにいる人で一人、たんぽぽ以上……というよりも常軌を逸したお間抜けさんがいて、たんぽぽは最近のその人の主な被害者。私も、体育祭の時は色々と苦労したわ……。

　着替えている時にただ転んだだけで、どうして私の下着を全て剝ぎ取れるのかしら？

　その場に彼がいなくて、ホッとしたわよ。

「あー……、ところでよ、パンジー」

「なにかしら、サンちゃん？」

　どこか遠慮がちな態度で、私を見つめるサンちゃん。

　それだけで、何を言いたいかは理解できた。

　だって、彼は……

「あのことは、いつ言うつもりなんだ？」

　西にし木き蔦づた高校で唯一、私の秘密を知る人だもの。

　サンちゃんが、ソレを知ったのは夏休みの終盤……甲子園が終わった後。

　偶然にも彼が、私の大切なお友達と知り合って、その子から事情を聞いていたの。

　本当はその子に、『どうして勝手に教えたのかしら？』と思いきり文句を言ってやりたいけど、それはできない。だって、彼女はもう…………消えてしまったのだから……。

「あと少し……、もう少しだけこの時間を過ごしたら、伝えるつもりよ……」

「……そっか」

　分かっている。私の選択は大きな間違いで、沢山の人に迷惑をかけてしまうものだと。

　だけど、サンちゃんはそのことで私を咎とがめたりしない。ただ、静観してくれている。

「ま、その件に関しては、あいつからの手紙の内容を伝えた時点で俺の役目は終了だしな！　野暮なことは言わないぜ！　パンジーの好きにしろよ！」

「ありがとう。……サンちゃん」

「おいおい、話題を振ったのは俺だけど、朝から辛気臭い顔をするなよ！　気合だ！　気合を入れろ！　……ふんがばちょってな！」

　その言葉を聞いた時、ふと大切なお友達としていた会話を思い出した。

　──すみみん、ふんばがちょだよ。ふんがばちょ。これで、元気いっぱいだ。

　──意味が分からないわ。

　──意味が分からなくても、元気は出るのです。にひ。

　イタズラめいた笑顔の彼女が好きだった……。

　どんな辛つらいことも笑顔で乗り越えようとする彼女に憧れていた……。

　いつか、また会いたい。また二人で、お話をしたい。

　でも、その願いが決して叶かなわないことを私は知っている。

　だから……

「そうね。……ふんがばちょ、よね」

　彼女を忘れないためにも、そう言った。

「おう！　その意気だ！　……じゃあ、俺はそろそろ練習に戻るから、今日もお互い頑張ろうな！　パンジー！」

「ええ。お互い頑張りましょ、サンちゃん」

　こうして、朝のお友達との時間を過ごし終えた私は、図書室へ向かっていった。





※






　午前八時十分。

　野球部のグラウンドを出発して、私は一人図書室で彼を待つ。

　今日の図書室業務は、私と彼の二人きり。他の人は…………誰も来ない。

　もう授業も全部終わって、部活動のある生徒以外はほとんど来なくなったけれど、時折図書室を利用する生徒はいる。だから、図書室は土曜日でも開いている。

　それは、寂しいことだけど……嬉うれしくもある。

　だって、彼と一日中一緒にいられるのですもの。

　クラスの違う私にとって、それはとてもとても貴重な時間なの。

「三年生になったら、一緒のクラスに……ううん、ダメよ」

　誰もいない図書室で、私の中にずっとある小さな願望を口に出そうとするが、すんでのところで止めた。そこまで欲張ってはダメ。彼と同じ学校なだけでも、私にとっては十分すぎる幸せなのだから、淡い期待はしないほうがいい。

　願いは叶かなわないことのほうが多いもの。特に、私の願いは……ね。

「……遅いわね。あの時計、壊れているのかしら？」

　おかしいわ。もう体感時間では二十分は経たっているはずなのに、時計を確認したら二分しか経たっていないじゃないの。

　集合時間は八時三十分だから、きっと彼はその時間通りに来る。

　彼って、変なところが意地っ張りなのよね。少しでも早く来ると、私に気がはやっていると思われると考えているのか、いつも時間ちょうどに来るのよ。

　私は少しでも沢山一緒に過ごしたいのだから、そんなこと気にしないで来てほしいのに……。

「ふぅ……。仕方ないわね……」

　受付に座り、退屈しのぎに貸し出しカードの確認を始める。もうほとんどの生徒がこなくなったけど、それでも本を借りていく生徒はいるし、時折貸出期限を過ぎても本を返しに来ない生徒がいる。その場合は私わたし達たちのほうでその生徒の下へ向かい、本を返すように伝えるの。

　貸し出しカードの確認を一枚済ますたびに、私の中の高揚感が増していく。

　こうして、時間が経たてば経たつほど、あの人に会える時間が近づいてくる。

　あぁ、早く会いたいわ……。私の大好きな……あの人に。




　午前八時二十五分。

　集合時間の五分前になったところで、カバンの中から一冊の本を取り出して読書を始める。

　とてもソワソワしていて、内容は頭に入ってこないのだけど、それを彼に気づかれるのは癪しやくだわ。だから、私は彼が来る前はいつも受付で本を読むふりをしている。

　……それにね、実は彼って図書室に入ると、いつも最初に私の表情を確認してくるのよ。

　それで、私がいつも通り静かに本を読んでると、少しだけ安心したような表情を浮かべる。

　そのお顔が、私は大好き。

　だって、私だけが知っている、彼が私だけを見てくれる瞬間ですもの。

　……あっ！　きたわ！

「よう、パンジー」

　図書室のドアが開いて少しけだるそうな声をあげるのは、ジョーロ……如月きさらぎ雨あま露つゆ君。

　すぐにでもジョーロ君のお顔を見たいけど、グッと我慢する。

　まだよ……先にジョーロ君に私を見てもらわないと、あのお顔が見れないもの。

「……ったく、今日も相変わらず本を読んでんだな」

　あぁ、そう……。その優しい瞳がたまらないの……。

　なんだか、自分が変な性癖に目覚めてしまっているような気がするけど構わないわ。

　少しくらい、変なところがあったっていいわよね。

「ふふっ……。おはよう、ジョーロ君」

　つい浮かれてしまい、顔の下半分を本で隠しながらジョーロ君を見る。

　すると、ジョーロ君はどこか照れくさそうに、私から顔をそらした。

　いじわるね……。もっとちゃんと見てくれてもいいじゃないの。

「あら？　そんなすぐに顔をそらさなくても、別にジョーロ君の吐き気しか催せないお顔は、もう見慣れているから心配いらないわよ？」

　いけないわ。ジョーロ君がいじわるだから、つい余計なことを言ってしまったじゃない。

「朝っぱらからうっとうしい毒舌を飛ばしてくる奴やつの顔なんざ、必要以上に見るかっつーの」

「それはつまり、必要な分は見てくれたってことかしら？」

「やかましい」

　相変わらず、照れ屋さんなんだから。

　そんなに急いで読書スペースに行って──なんて、ジョーロ君のことばかり言えないわよね。

　私も読んでいた本をカバンにしまって、彼の後ろをついて行ってしまっているのだから。




「はい、どうぞ」

　読書スペースに隣同士で座り、準備しておいたワッフルを机に広げ紅茶を淹いれる。

　図書室業務は九時から。だから、少しの間ジョーロ君と話すだけの時間がある。

　この時間も私にとってはとても貴重な、宝物のような時間なの。

「ああ、いつもありがとな」

「構わないわ。私が好きでやっていることだもの」

　ジョーロ君が私の準備したワッフルを手に取り、口へ運んでいく。

　大丈夫よね？　一応、たんぽぽでじっけ……こほん。たんぽぽに試しに食べてもらった時の反応がよかったから出したのだけど……

「うん、今日も美味うまいな」

　ふぅ……。よかったわ。

「ふふっ。そう言ってもらえて、嬉うれしいわ」

　ジョーロ君が美味おいしくないって言ったらどうしようって、気が気じゃなかったのだから。

　なんだか、安心したら少し体の力が抜けてきてしまったわね。というわけで……

「なぜ、私から離れるのかしら？」

「てめぇが余計なことをしようとしたからだ」

　おかしいわね？　私のプランだと、ジョーロ君の肩に頭を乗せたら優しくナデナデしてもらえるはずよ。なのに、ジョーロ君は『余計なこと』と言っているわ。

「それはつまり、肩ではなくお膝を使えということかしら？」

「全然ちげぇから！　なんでそうなるんだよ!?」

「私は今、猛烈な疲労感に襲われているもの。そこから回復するためには、ジョーロ君に甘える以外に方法はない。……あとは、分かるわね？」

「分かった結果、言ってやろう。自分で何とかしろ」

　いじわるね。少しくらい甘えさせてくれたっていいじゃない。

　……いえ、いじわると考えるのは早計よ。

　ジョーロ君は照れ屋さんだもの。そんな彼が、素直に肩やお膝を貸すのは性格上難しいわ。

　加えてジョーロ君は、『自分で何とかしろ』と言った。つまり、このメッセージの本当の意味は……そういうことね。もう、困った人なのだから。

「ジョーロ君、素直に肩や膝を貸すのが恥ずかしいから、縛り上げて無理矢理にでも肩や膝を使えというメッセージは伝わったのだけど、図書室にロープはないのよ？　少しは素直になったら、どうなのかしら？」

「どう解釈をしたら、そんなメッセージが伝わるんだよ！　なんでてめぇは、俺に迷惑をかけることに関して、特化しまくってんだ！」

「違うわ。ただ、自分の幸せを追い求めることに特化しているだけよ」

　ジョーロ君と二人の時間はとても楽しいのだけど、なぜか言い争いになってしまうことが多いのよね。……前々から思っていたけど、もしかして私わたし達たちって相性が悪いのかしら？

　ま、それでも別に構わないわ。

　相性が悪くても、私のジョーロ君への気持ちは何も変わらないもの。

「というわけで私の幸せのために、今日は二人でイチャイチャ学校デートをするというのはどうかしら？」

「どういうわけでそうなったか知らんが、却下だ。別にいつも通りでいい」

「ジョーロ君、たまにはいつもと違うことをしてみるというのもいいものよ」

「俺の興味を引く内容だったら、考えてやらんこともない」

「はぁ……。自分の興味のあることしかやろうとしないなんて……、本当に貴方あなたは典型的なエゴイストなのね……。ただでさえ、容姿と能力で人生の選択肢が狭まっているのに、更に狭めてどうするつもりなのかしら？」

「やかましいわ！　てめぇは朝っぱらから、ほんと、うっとうしいな！」

　やっぱり喧けん嘩かになっちゃったわ。どうして、こんなに上手うまくいかないのかしらね？




　午前九時。図書室を開室する時間になった。

　だけど、予想通り訪れる生徒は誰もいない。……仕方ないわよね。

　さすがに、こんな日まで図書室に来る生徒なんて、ほとんどいないでしょうし。

「あ、また本を入れる場所を間違ってやがる。……誰だよ、こんなとこに入れたのは」

「作家名と作品名の順番を勘違いしたのでしょうね。私が元の場所に戻しておくから、貸してちょうだい」

「分かった。んじゃ……ほれ」

「ありがとう」

　何もしないというわけにもいかないから、私とジョーロ君は図書室の本の整理を始める。

　二人で図書室の本が正しい場所に配置されているかの確認。……これは、いけそうね。

「こっちの本も間違えてるじゃねぇか。ったく、戻すのもめんど……っと、悪い」

「気にしないでちょうだい」

　ジョーロ君が本棚に手を伸ばした瞬間、私も同じところに手を伸ばしていたから、お互いの手が触れ合ってしまった。……ふふっ。これこそ、図書室業務の醍だい醐ご味みよね。

「えっと、次は……あぁ、この本も間違え……おい、パンジー」

「何かしら？」

「なぜ、てめぇは俺が本棚に手を伸ばそうとした瞬間、すかさず自分も手を伸ばしている？」

「偶然を装よそおって、手を触れ合わせようと目もく論ろんでいるだけだから、気にしないでちょうだい」

　素直じゃないジョーロ君のために、私が頑張ってあげているのだからね。

　少しくらい感謝してくれても……

「……てめぇは隣の本棚を確認しろ。こっちは俺がやっとく」

　解げせないわね……。

「……分かったわ」

　ジョーロ君は、捻ひねくれすぎよ。

　そんな文句を内心でつぶやきながら、私はジョーロ君に言われた通り隣の本棚へ。

　そこを確認していると……

「……あら？」

「どうした、パンジー？」

「ここの本、貸出中だったかしら？　一冊、なくなってしまっているわ」

　なくなっているのは、『双ふた花ばの恋物語』というタイトルの本。

　二人の女の子の恋愛模様を描いた、私の大好きな本の一つだ。

「へ？　つか、本棚の本、全部覚えてるのか？」

「全部ではないわ。自分のお気に入りの本だけよ。……ちょっと、貸し出しカードを確認してくるわね」

　足早に図書室を移動し、受付に向かって貸し出しカードを確認。

　えっと……、『双ふた花ばの恋物語』は……

「少しだけ困ったことになったわね」

「困ったことって、どうしたんだよ？」

「これを見て頂戴」

　私に続いて受付にやってきたジョーロ君に、『双ふた花ばの恋物語』の貸し出しカードを見せる。

「ん？　これ、借りた日付は書いてあるのに、借りた奴やつの名前が書いてねぇじゃねぇか。……しかも、返却期限は……」

「ええ。昨日なのよ」

　西にし木き蔦づた高校の図書室の本の貸出期限は一週間。

　つまり八日前……先週の金曜日に誰かがこの本を借りて、まだ返していない。

　しかも、土曜日はほとんど図書室に生徒がやってこないという状況だから……

「もしかしたら、今日中に返しに来ないかもしれないわね」

「ま、返しにくるのを──」

「ダメよ。借りた人を特定して、返してもらうように伝えにいきましょ」

「せめて、最後まで言わせてくんない!?」

「安心してちょうだい。『ま、返しにくるのを待ってりゃいいだろ？　本が一冊なくなっただけで、図書室が運営できなくなるわけでもねぇし』と言おうとしていたのは分かっているわ」

「相変わらず、てめぇのその能力は恐ろしすぎんだよ……」

　失敬ね。前々から、ジョーロ君は私のことを『エスパー』だとかいうけど、そんな非現実的な特殊能力なんて持っていないわ。

　ただ、長い間ジョーロ君をストーキングして、ジョーロ君が何を言いたいかを事前に理解できるようになっただけなんだから。至って普通の面白みもない特技よ。

　──なんて、私の話はどうでもいいわ。それよりも、今重要なのは……

「で、どうやって借りた奴やつを特定すんだよ？　分かってんのは、先週の金曜に借りたってことだけなんだぞ？」

「ええ。だから、先週の金曜日に図書室で本を借りた人ひと達たちが誰かを調べて、話を聞きに行きましょ。もしかしたら、その中の誰かが二冊借りて一冊に名前を書き忘れたという可能性があるでしょう？」

「まぁ、他に手掛かりはねぇか……。んで、先週の金曜に本を借りてったのは……」

「待ってちょうだい。今、確認するわ」

　図書室の貸し出しカードをまとめて取り出し、一枚一枚確認していく。

　そして……、

「分かったわ。一週間前に本を借りたのは三人。私と同じクラスの鳳おおとり梨り々り……パインね。それと、野球部の三年生の樋ひ口ぐち先輩に元生徒会会計の山やま田だ先輩よ」

「ちなみに山やま田だっていうのは元会計の人だ。

　今回はそれなりに重要だから、紹介はそこそこさせてもらうぞ。

　山やま田だ一かず葵き、フルネームを省略して『山葵ワサビ』となる、西にし木き蔦づた高校の三年生。

　成績は常に学年二位。最近は推薦入試で合格を決めたコスモスに負けじと、受験勉強に躍起になっているぞ」

「ジョーロ君。貴方あなたはいったい誰に説明をしているのかしら？」

「気にするな。ただの様式美だ」

　ジョーロ君って、たまに変なことを言い出すのよね。

　ずっとジョーロ君を見てきた私だけど、まだまだ分からないことがあって奥が深いわ。
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「んで、最初は誰のところに行く？」

「まずは、パインのところに行きましょ。彼女、手芸部に所属していて、今日は家庭科室で部活動をしているはずよ」

「分かった。つか、パインちゃん、あの体で手芸部だったのかよ……」

　図書室の業務を一時的に先生にお願いして、私わたし達たちは家庭科室を目指す。

　ジョーロ君は繚りよう乱らん祭さいのコスプレお化ばけ屋や敷しきの件以来、随分とパインに苦手意識を持っているみたいだけど、私はそうでもない。

　修学旅行では、パインがいてくれて本当によかったわ。彼女がいてくれたおかげで、暴れるヒイラギからどれだけ助けられたことか。それに、そのままお友達になれたし……。

　中学生の頃はほとんどお友達がいなかった私が、高校生になってからこんなに沢山お友達ができるなんて……本当に、西にし木き蔦づた高校を選んで大正解だったわね。

「ところで、ジョーロ君」

「ん、どうしたんだよ、パンジー？」

「実は私、家庭科室までの道のりの記憶があやふやなの。だから、手を繫つないで連れて行ってもらえると──」

「一人で確認してくるから、大人しく図書室にいたらどうだ？」

　あとは、ジョーロ君が優しくなってくれれば完璧なのに……。

　高校生活って、難しいわ。




「あら？　あらあらあらぁ～？　パンジーとジョーロじゃない！」

　家庭科室に入ると、ひときわ目立つパインが私わたし達たちを歓迎してくれた。彼女が移動するだけで軽い風圧が発生し、机の上にのっていた小道具が落ちて軽快な音を奏かなでている。

「おはよう、パイン」

「よ、よう……。パインちゃん」

「二人が手芸部の活動中に家庭科室に来るなんて、初めてじゃなぁい？　……もしかして、私の肉体美が見たくなって……んふっ！　それなら特別に、最近鍛えに鍛えたヒップを──」

「いや、結構だ」

　ジョーロ君、すさまじい早さでパインの提案を拒否したわね。

「あら、残念ね。……それなら、どうしたのかしら？」

「パイン、貴方あなたは一週間前に本を借りたわよね？　その時に、『双ふた花ばの恋物語』という本も一緒に借りなかったかしら？」

「借りてないわぁ！　私が借りたのは、『止とめ処どなき羨せん望ぼう～集う臀でん筋きん～』だけよぉ～！」

「……なんっつータイトルの本だよ……」

　つまり、本を借りていったのはパインではないということね。

「んふふふ！　私が目指す理想の私のためには、日々努力は欠かせないもの！　どんな時でも常に！　できる努力はぜぇ～んぶやっておかないと！」

　理想の自分になるために努力を欠かさない。……とても素敵な考えね。

「いや、手芸部に筋肉はあまり関係ないような気がするんだが……」

「ありがとう、パイン。……ジョーロ君、それなら次は──」

「ねぇねぇ、パンジー、ジョーロ！　せっかく来たんだし、手芸部を体験していったらどうかしらぁ？　きっと楽しいわよぉ～！」

　私の言葉を遮り、パインがグイと私わたし達たちのほうに顔を近づけた。

　体がとても大きいから、威圧感がすごいわね。

「い、いや、ど、どうするかな……」

「だぁいじょうぶよぉ！　探し物は逃げないわぁ。でも、私は逃げ・ちゃ・う・か・も？」

　パインったら、そんな色気のある声でジョーロ君をからかわないでほしいわ。

　これでジョーロ君が変な気を起こしたら、どうしてくれるのかしら？

「ひっ！　い、いや、むしろ俺が逃げたくて仕方がないのだが……」

　この様子を見る限り、大丈夫そうね。

　それにしてもジョーロ君、パインのことを怖がりすぎじゃないかしら？

　とても優しくて頼れる子なのだから、もっと信用してもいいと思うのだけど。

「はい！　けってぇ～い！　二名様、手芸部に体験入部でぇ～す！」

　力強く私わたし達たちの腕をつかんで、問答無用で手芸部に参加させるパイン。さすがの筋力ね。

　ジョーロ君がどうにか逃げ出そうと抵抗しているけど、まるで通用していないわ。




「どう？　パンジー、楽しいでしょう？」

「ええ。思った以上に難しいけど、とても面白いわ」

「でしょ～？　ちなみに、手芸に一番大切なのはハートよ！　プレゼントしたい相手のことを想おもって心を込めて作れば、それが結果に表れるわぁ～！」

「そうなのね。……分かったわ」

　手芸部の体験入部で、私が作っているのは髪留め。色は、薄い青。

　あまり長居してしまうと、本来の目的が達成できなくなってしまうから、簡単なものを選んだつもりだったけど、……難しいわね。

　ジョーロ君は……

「いってぇぇぇ！　マチ針がグサッと刺さったよ！」
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　どうやら布で何かを作っているようで、向こうは向こうで苦戦しているみたい。

　いったい、何を作っているのかしら？　私のところからだと分からないのよね。

「如月きさらぎせんぱぁい、大丈夫ですか？　よかったら、私が血を吸って止血を……」

「ミント、心配するな！　自分でする！」

「わぁ～！　男らしくてかっこいいです！」

　よく図書室業務を手伝ってくれる、アイリスの恋人のミントも手芸部だったみたいで、彼がジョーロ君に色々とレクチャーをしている。彼、男の子のはずなのだけど、たまにやけに妖よう艶えんな視線をジョーロ君に飛ばしているのよね。不思議なこともあるものだわ。

　………………

　…………

　……

　手芸部での時間はあっという間に過ぎ、気がつけばお昼の時間になっていたので、私わたし達たちは少し慌てて手芸部の部室を後にした。

　私の髪留めは無事に完成。……ふふっ。我ながら、いい出来だったわ。

「ジョーロ君、貴方あなたは何を作っていたのかしら？」

「ん？　まぁ、別に大したもんじゃねぇから気にするな」

　絆ばん創そう膏こうを貼った右手の親指と人差し指をすり合わせながら、ジョーロ君がそう言った。

　どうやら、彼にとってはそれなりに『大したもの』を作っていたみたいね。

　だけど、私が分かったのはそこまで。ジョーロ君が何を作っていたかまでは分からなかった。

　ひまわりだったら、そこまで見抜けるのかしら？　……いえ、彼女だったら、『見たい見たい見たい！』と元気に伝えて、無理矢理にでも教えてもらうでしょうね。

　……たまには、私も挑戦してみようかしら？

「ジョーロ君、貴方あなたが作ったものを見せてほしいわ」

「は？　いや、別にいいだろ。気にすんなって」

「見たいわ。見たいわ。見たいわ」

「こえぇよ！　淡々と『見たいわ』を連呼してくんじゃねぇ！」

　おかしいわね。ひまわりの真似まねをしただけなのに、ジョーロ君が怖がってしまったわ。

　別の人を演じるというのは、難しいものね。

「とっとと次の場所に行くぞ！　今なら、野球部も昼休みだからちょうどいいしな」

「あら？　もしかして、手芸部に長居したのはそのためだったのかしら？」

「当たり前だろ。練習中に行ったら、迷惑だからな」

　何も考えてないと思ったら、意外としっかり考えているのよね。

　野球部に対しての熱の入れようは、少し行き過ぎな気もするけど……。
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　校舎を出て、私わたし達たちが向かった先は野球部のグラウンド。

　今朝も訪れたのだけど、お昼だと少し雰囲気が違うわね。

　グラウンドの一角を確認すると、そこでは野球部のみんながそれぞれ昼食を食べている。

　芝しば君や穴あな江え君の姿は確認できたけど、サンちゃんや……肝心の樋ひ口ぐち先輩の姿がないわ。

　というか……、

「ジョーロ君。樋ひ口ぐち先輩は三年生なのだから、もう練習には来ていないのではないかしら？」

　私の勝手な思い込みかもしれないけど、一般的に野球部の三年生は夏の大会を最後に引退するわよね？

「あの人、スポーツ推薦で受験を終わらせてるから、練習の手伝いで来てんだよ」

「あら、詳しいのね。サンちゃんから聞いたのかしら？」

「……いや、別の奴やつから教えてもらったんだ……」

　なぜかしら？　ジョーロ君が、やけに渋い表情をしているわ。

　この表情は……、嫌がっているというわけではないわね。

　どんな感情を抱けばいいか分からない、複雑な心境という感じの表情だわ。

「あっ！　如月きさらぎ先輩です！　如月きさらぎ先輩と三さん色しよく院いん先輩がいます！　むふふ！」

　そこで、私わたし達たちの存在に気がついたたんぽぽが片手におにぎり、ほっぺたにお米粒をつけて、笑顔でやってきた。食べている具材は……シーチキンマヨネーズね。

「よう、たんぽぽ。少し聞きたいことがあるんだが……」

「むふふ！　皆まで言う必要はありませんよ！　ちゃんと分かってますから！」

「絶対に分かってないから皆まで言いたいのだが、構わんか？」

「んもぉ～う！　いいんですって！　午後の練習が始まるまで、私をどのくらい愛めでていいか教えてほしいのでしょう？　それはもう！　好き放題！　存分に愛めでていいですよ！　なんと今日は、イェ～イめっちゃメデディですから！」

「樋ひ口ぐち先輩を探してるんだが、どこにいるか知らねぇか？」

　ジョーロ君、たんぽぽの発言を完全に無視して話を進めているわね。

「おや？　てっきり私を愛めでに来たと思ったのに、恥ずかしくてできない日でしたか」

　たんぽぽ。ジョーロ君にそんな日は、今まで一度も訪れてないと思うわ。

「樋ひ口ぐち先輩でしたら、先程うんざりした表情をして、ナリツキのほうへ向かいましたよ！」

　ナリツキって、確か体育館裏にある、『どんな願いでも一つだけ叶かなえてくれる』なんて逸話のある大きな楓かえでの木よね？　なぜ、樋ひ口ぐち先輩はそんな所に向かっているのかしら？

「分かった。教えてくれて、ありがとな」

「いえいえ！　では、ご褒ほう美びに私を愛めでまく──」

「よし。さっさとナリツキのほうに行くぞ、パンジー」

「分かったわ」

「ちょっと、如月きさらぎ先輩！　なんで私の発言を無視するんですか！　むっふー！」

　多分、貴女あなたにこれ以上時間を割きたくなかったからだと思うわ。




　野球部のグラウンドから体育館裏にあるナリツキへ。

　すると、そこでは……

「ぐぬぬぬぬ！　どうしてこうなんのよ！　やってらんねぇよ！」

「はぁ……。だから俺は、『芝しばはやめとけ』と言ったというのに……」

「私、頑張ってたわよね!?　いい感じに、純じゆん情じよう可か憐れんＧＩＲＬをやってたわよね!?　なのに、あの元キャプテンといい、キャッチャーといい……なんで私に惚ほれないのよ!?」

「屈くつ木きには恋人がいますからね」

「ガッデム！　なに、私に無断で恋人を作ってんのよ!?」

「むしろ、恋人に無断で屈くつ木きに手を出そうとしたのが茉ま莉り花かさんです」

「わーってるわよ！　だから、次のキャッチャーの時は、彼女がいないかどうか入念に調べ上げただろが！　だっつうのに……」

「芝しばは妹が大好きですからね」

「ジーザス！　あんな重度のシスコン、漫画でしか見たことねぇよ！」

　怒り狂うジョーロ君のお姉さん……ジャスミンさんと、冷静なコメントをし続ける樋ひ口ぐち葉よう一いち先輩がいるわ。……ところで、どうしてジャスミンさんがこんな所にいるのかしら？

「はぁ……。やっぱりそうだったか……」

　私は驚いたけど、ジョーロ君としては予想通りだったみたいね。

「ジョーロ君は、二人の関係について知っているのかしら？」

「まぁな……。少し前に、姉ちゃんが偶然樋ひ口ぐち先輩と知り合ったらしいんだよ。……で、最初は将来有望そうだからって、姉ちゃんが樋ひ口ぐち先輩を攻略しようとしたんだけど、あっという間に本性がバレて……」

「くっそぉぉぉぉ！　今まで純情系で攻めて落とせなかった男なんていなかったってのに！　金持ちでイケメンの男と結婚して、将来はタワマンで優雅なひと時を過ごせるはずなのに！　なんで、将来が有望な奴やつに限って私の魅力に気づかないのよ！」

「その魅力が、噓うそで塗り固められた虚構のものだからでしょう」

「葉よう！　てめぇは喧けん嘩かを売ってんのか!?」

　樋ひ口ぐち『葉よう』一いちだから、『葉よう』と呼んでいるのね。

　そんな呼び方をするということは、二人は親しい関係なのかしら？

「いえ、事実を告げているだけです。むしろ、貴女あなたのくだらない欲望に付き合っているだけ、感謝してもらいたいくらいです」

「うるせぇ！　そもそもてめぇが私に大人しく騙だまされてりゃ、こんな苦労はしねぇですんだんだぞ！　そこんとこ、分かってんのか!?」

「その後に、『本性を知ったからには、手伝ってもらう』と言って、無理矢理自分の恋愛サポートをさせている相手の何を分かれと？」

　あれは、親しいと言っていい関係なのかしら？　……さすが、ジョーロ君のお姉さんね。

　やっていることが、一学期当初のジョーロ君にそっくりだわ。

「やかましい！　そもそもてめぇは、女心ってのをまったく分かっ……ん？　……こほん。あれぇ～？　雨あま露つゆとパンジーちゃんじゃない。どうして、こんな所にいるの？」

　ジャスミンさん、私の姿を確認した途端、あっという間に性格を変えたわね。

　もうごまかせないと思うのだけど……。

「こんにちは、ジャスミンさん」

「ふふっ、久しぶり。ちょっと、葉よう。葉ようも早く雨あま露つゆとパンジーちゃんに挨拶しなよ」

「はぁ……。豹ひよう変へんさせたところで手遅れだろうに……。久しぶりだな。三さん色しよく院いん、如月きさらぎ……」

　ジャスミンさんにうながされ、私わたし達たちのところにやってくる樋ひ口ぐち先輩。

　すると、ジョーロ君が深々と頭を下げた。

「樋ひ口ぐち先輩、姉ちゃんが本当にすみません」

「気にするな。……っていうか、今まで大変だったんだな、お前」

　ジャスミンさんを通して、ジョーロ君と樋ひ口ぐち先輩の間に不思議な共感が生まれているわね。

　けど、どうして樋ひ口ぐち先輩は、わざわざジャスミンさんのお手伝いをしているのかしら？

　さっきまで、とても険悪な様子だったし、嫌なら断れると思うのだけど……。

「俺のことなら気にするな。……まぁ、茉ま莉り花かさんは年上だし、恋愛経験も豊富みたいだから、これも勉強だと思って付き合わせてもらってるよ」

「そうだよ、雨あま露つゆ達たちにとって葉ようは先輩だけど、私にとってはげぼ……こほん。後輩なんだから、恋愛経験が豊富な私が色々と教えてあげてるんだ」

「下僕ではないので、そこは勘違いしないでもらいたいですね。……むしろ、猛獣の飼い主になってる気分で接しています」

「誰が猛獣なのかなぁ～、葉よう？」

　また喧けん嘩かが始まってしまったわ……。

　ジャスミンさん、優しい笑顔だけど目が全然笑ってないわね……。

「へぇ……。恋愛経験、豊富ねぇ……」

「ん～？　どうしたの、雨あま露つゆ？」

　白けた視線をジョーロ君に向けられても、まるで気にした様子もなく微笑ほほえむ茉ま莉り花かさん。

　ジョーロ君、大丈夫なのかしら？　夏休みには、徹底的にやられていたけど……

「樋ひ口ぐち先輩。そこの女は、なんちゃって経験者です」

「んなっ！　あ、雨あま露つゆ、てめぇ！」

「ん？　それはどういう……」

「大方、『男ってのはこういうもんだ。私の前の彼氏は～』とかそういうことを言われたんでしょうが、んなもんは全部この女の理想を語ってるだけで、経験談ではありません」

　そういえば、夏休みにもジャスミンさんは、『ファーストキスはレモン味なんて噓うそよ。私の時は……ソース味だったかな。その前にたこ焼きを食べてたからだけど。ふふっ』なんて、経験豊富そうな話をしていたわね。

　あれもジャスミンさんの理想だとすると……ソース味のキスを所望してるのかしら？

「ふむ……。俺は茉ま莉り花かさんから、『誕生日は年の数だけのバラの花束をもらって、その後は……』とか、『夜はフェラーリでみなとみらいをドライブして、その後は……』と、意味深な話をされていたのだが……あれは全て噓うそと？」

「全部噓うそってわけじゃないですね。正確には、『誕生日は年の数だけのバラの花束をもらって、その後は付き合ってもないのにキスをしようとしてきたから、拳をお見舞いして逃げた』と『夜はフェラーリでみなとみらいをドライブして、その後は初めてのデートでいきなり手を握ろうとしてきたから、腹が立って拳をお見舞いして逃げた』と続きます」

　ジャスミンさんって、意外とガードが固いのね。二人きりでドライブをした相手に手を握られるのすら嫌がるというのは、行き過ぎな気もするけど。

「雨あま露つゆぅ～！　それ以上余計なことを言っちゃうと、お姉ちゃんも余計なことを言っちゃうかもなぁ～！」

「別に構わないぜ。パンジーには、とっくに余計なことを知られまくってるからな。……ちなみに、そっちが言うなら俺ももっと余計なことを言うってのは、分かってるよな？」

「ぐっ！　て、てめぇ……」

「くっくっく……。いつも、やられっぱなしだと思うんじゃねぇぞ？」

　何やら、すごく規模の小さい姉きよう弟だい喧げん嘩かが起きているわ……。

　ただ、押しているのはジョーロ君ね。

　ジャスミンさん、本性を隠しきれなくなるほど動揺しているもの。

「樋ひ口ぐち先輩、この女は自分が年上というプライドが暴れ回っているだけで、実際の恋愛偏差値はかなり低いです。今までも彼氏ができるたびに、手も握らせることすらなく、関係を破綻させてますから」

「あ、雨あま露つゆ！　ちょ、待て！　それ以上は──」

「そこまでか……。道理で、俺に『今回は絶対失敗したくない、今までの自分を越えるのよ！』とか熱く語って、散々練習相手をやらせるわけだよ……」

「ひぎゃぁぁぁぁぁぁ!!」

　ジャスミンさんが、顔を真っ赤にしてとても面白い表情になっているわ。

「あ、雨あま露つゆ！　てめぇ、覚悟はできてるんだろうなぁ？」

「そっくりそのまま返してやるよ、姉ちゃん。まだ、他にも色々バラされてぇか？」

「うぐっ！　か、勘弁して下さい……」

　まさに、夏休みの逆襲ね……。ジョーロ君が、完全勝利をしているじゃないの。

「この清純系ビッチをここまで華麗に調教するとは……。やるな、如月きさらぎ」

　色々とチョイスされた言葉はひどいけど、私も樋ひ口ぐち先輩と同じような感想だわ。

「うぅ……。私が必死に隠していた秘密が、こんな形で……こんな形でぇ～！」

　どうやら、ジャスミンさんにとって、樋ひ口ぐち先輩に『なんちゃって経験者』と知られたことは、かなり恥ずかしかったみたいで、顔を真っ赤にしながら唸うなっている。

　だけど、そんなジャスミンさんに樋ひ口ぐち先輩は……

「まったく、今まであれだけ偉そうに語っていた話がでまかせとはな……。俺は、『色々と教えてやるから手伝え』と言われていたのだがな……」

　ここぞとばかりに、鬱憤を晴らしているわね。

「あぁぁぁぁ！　そうだよ！　そうですよ！　私の話は全部出まかせだよ！　どうせ、私は恋愛偏差値が低いよ！　葉ように教えられることなんて何もねぇよ！　だから……、だから、もう手伝わなくても……」
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　ジャスミンさん、本当は手伝ってほしいのではないかしら？

　表情は強気だけど、声はとても寂しそうに……。

「まぁ、別に構いませんよ。初めから、教えてもらおうとは思ってませんでしたし」

「は？」

「最初から、茉ま莉り花かさんの恋愛知識になんて期待していません。……ただ、個人的に興味があるから手伝っているだけですよ」

「そ、そうだったの？」

「ええ。面倒なことは多々ありますが、いい経験だと思うことはそれ以上にあるので」

「なら、これからも？」

「協力しますよ、貴女あなたの恋人づくりに」

「……ははっ！　……そっか！　……そっかぁ！　なんだよ！　だったら、最初からそう言えよな！　こっちは、もうダメかってヒヤヒヤ……っと、少しだけ困ってたんだからな！」

　あら、ジャスミンさん、嬉うれしそうに笑ってるじゃない。

　いつもの落ち着いた笑顔とは違う、すごく豪快な笑顔だけど……、なんだかこれがジャスミンさんの『本当の笑顔』なような気がしてとても魅力的だわ。

「よしよし！　なら、葉ようには特別にこれからも、私の手伝いをさせてやるよ！　感謝しろよ！」

「はいはい。ありがとうございます」

　初めは随分と険悪な様子だったけど、仲直りができてよかったわ。

　それに、今までの様子を見ていて思ったのだけど、もしかして樋ひ口ぐち先輩は……

「助かったよ、如月きさらぎ。いつもは言い合いになるとお互いに熱くなって長引くんだが、今回は早く解決できた。過去最高速度だな」

「いや、俺は別に……」

「そう謙遜するな。今日の礼は……そうだな。今度、飯でもおごるよ」

「本当ですか！　それは、ありがたいです！」

「おい、葉よう！　まさか、私に無断で雨あま露つゆと二人で会うつもりか!?　ざけんじゃねぇぞ！　その時は私も連れてけ！　分かったな!?」

「分かってますよ。茉ま莉り花かさんも一緒ですね」

　仲直りはしたけれど、これ以上ジョーロ君から、自分の変な情報が漏れるのを避けたくて仕方ないみたいね。

「あ、ところで樋ひ口ぐち先輩、一つ聞きたいことがあるんですけど……」

「ん？　どうした？」

「えっと、樋ひ口ぐち先輩は一週間前に本を借りましたよね？　その時に、『双ふた花ばの恋物語』という本も一緒に借りなかったですか？」

「いや、借りてないぞ。俺が借りたのは、『年上女性の適当なあしらい方』だけだ」

　そんな本を借りてる時点で、樋ひ口ぐち先輩の苦労が見て取れるわね。

「教えてくれてありがとうございます、じゃあ、俺おれ達たちはそろそろ行くんで……」

「ああ。こっちも、色々と教えてくれてありがとな」

「じゃあな、雨あま露つゆ、パンジーちゃん！　……あ、パンジーちゃん、この性格の私は……」

「ええ。内緒にしておきますから、大丈夫ですよ」

「やっほぅ！　話が分かって助かるよ！　ありがとっ！」

　別に隠す必要はないと思うけど、ジャスミンさんが隠したいなら希望に沿わないとね。

「よっしゃぁ！　こうなったらクリスマスイブまでに、ぜってぇ素敵な彼氏を作ってやる！　葉よう、まだまだ私の戦いは続くから、覚悟しとけよ！」

「もうイブまでほとんど時間はないというのに。…………まったく、もう少し周りを見てほしいものだよ……」

「ん？　なんか言ったかぁ、葉よう？　ボソボソ言っても聞こえねぇぞ」

「何でもないですよ、茉ま莉り花かさん」

　やっぱり、そうなのね。

　ふふっ……。色々苦労しそうだけど、もしかしたらあの二人は……なんてね。




　ナリツキをあとにして、再び校舎の中に戻る私わたし達たち。

　パインも樋ひ口ぐち先輩も『双ふた花ばの恋物語』を持っていなかったから、次は山やま田だ先輩のところに行くと思うのだけど、その前に……

「ジョーロ君。ジャスミンさんと樋ひ口ぐち先輩の件、よかったのかしら？　随分と乱暴に話をまとめたように見えたけど？」

　どうしても気になっていたことを、素直に尋ねてみることにした。

　結果として無事に丸く収まったけど、今までジャスミンさんが必死に隠してきた努力が水泡に帰してしまったわけだし、少し可哀かわい相そうな気も……。

「ああ、いいんだよ。まぁ……、姉ちゃんって俺以上に意地っ張りだからさ、それが原因で今までよく失敗してたんだ。『相手に完璧を求める以上、自分も完璧であるべき』ってさ」

　そうだったのね。だから、ジャスミンさんは自分の性格を偽って……

「けど、別に完璧である必要なんてねぇだろ？　……それに、初めてなんだよ。姉ちゃんの本性を見抜いた上で、一緒にいてくれる人ってのがさ」

「なら、ジョーロ君は樋ひ口ぐち先輩のためじゃなくて、ジャスミンさんのために色々と暴露したのかしら？」

「……ま、まぁな」

　どこか恥ずかしそうな表情を浮かべながら、私の言葉を肯定するジョーロ君。

　ふふっ。こういう優しいところが、ジョーロ君の一番素敵なところよね。

「とりあえず、姉ちゃんの話はここまでにして、さっさと山やま田ださんのところに行こうぜ」

「分かったわ。……けど、あの人って今日は学校に来ているのかしら？」

「多分、来てると思うぜ。家よりも学校のほうが集中できるって、前に会った時に言ってたからな。自習室か自分のクラスにいると思う」

「なら、次はそこに向かうわけね」

「ああ。さっさと本を見つけて、図書室に戻ろうぜ」
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　山やま田だ先輩のクラスを確認したけれど、山やま田だ先輩……というよりも、生徒は誰も来ていなかったから、私わたし達たちは自習室へと向かった。

　自習室のドアを開けると、そこにいるのは受験勉強のために猛勉強をする三年生達たち。

　筆記用具の音だけが鳴り響く、静かだけどとても強い熱気に包まれたその空間は、何だか不思議な感覚を私に与えてくれた。

「えーっと……あ、いたいた」

　自習室の中を見回して、奥の一角で猛勉強するのは私わたし達たちが探していた山やま田だ先輩。

　机の端には、大量の参考書や問題集が積まれている。

「あんま騒がしくすると他の人に迷惑がかかっちまうし、パンジーは外で待っててくれるか？」

「……分かったわ」

　もう少しだけここにいたかったのだけど、ジョーロ君に言われたら仕方ないわね。

　……それから、自習室の外で一分程待っていると、

「おおっ！　ジョーロが秋あき野のではなく、俺…に！　俺の力を頼りにきた…か！」

「ちょっ！　山やま田ださん、自習室では静かに……あぁ、す、すみません！」

　中から、とても大きな声が聞こえてきたわ……。

　これは外で待っていて、正解だったかもしれないわね……。

　受験勉強に集中している先輩達たちからの鋭い視線が、ジョーロ君に容赦なく突き刺さっているのが容易に想像できるもの。

「すま…ん。つい、昂たかぶっ…た」

「いえ、気にしないで下さい……。そもそも、声をかけた俺が悪いんですし……」

　自習室のドアが開き、そこからゲッソリとしたジョーロ君と、仏ぶつ頂ちよう面づらの山やま田だ先輩が現あらわれた。

　相変わらず、山やま田だ先輩は面白いしゃべり方をするわね。

　それに、とても身長が高いから近くにいると威圧感がすごいわ。

「それで、どうし…た？」

「実は俺おれ達たち、今日が返却期限の本を探していて……」

「なぁにぃ!?　それはつまり、俺に悩み相談をしにきたということだ…な！」

　なぜか、凄すさまじい勢いで食いついてきたわ。少しだけ怖いわね。

「念のため確認するが……、その話、秋あき野のにはもうしたの…か？」

「いえ、してないですけど……」

「くっくっ…く。つまり、この問題を俺が解決すれば、全校生徒が俺の実力を……」

　別に認めないのではないかしら？　そもそも、コスモス先輩はもう生徒会長を退任しているのだから、生徒のトラブルを解決とかはしていないし……。

「あ、そこまでは大丈夫です。俺おれ達たちで解決しますんで」

　ジョーロ君、山やま田だ先輩の扱いに慣れているわね。とても冷静な態度だわ。

「……む。そう…か。てっきり、ジョーロが俺の力を頼りにしてると思った…が……」

「まぁ、そうとも言えなくはないんですけど……えーっと……、山やま田ださんって一週間前に本を借りましたよね？　……その時に、『双ふた花ばの恋物語』って本も一緒に借りませんでした？」

「いや、借りてない…ぞ。俺が借りたのは、『一日睡眠時間五分で、一年間稼か働どうする方法』という本だけ…だ」

　受験勉強のためでしょうけど、勉強熱心すぎて逆に心配になるわ。

「そうですか……。ありがとうございます」

　パイン、樋ひ口ぐち先輩、山やま田だ先輩と、全員のあてが外れてジョーロ君が少しだけ困惑した声を出している。こういう時のジョーロ君って、何を考えているかとても分わかり易やすいのよね。

　肝心なことは、上手に隠しているけど。

「この程度、気にする…な。どうしても本が見つからない場合は、俺に相談し…ろ。くれぐれも、くれぐれも！　秋あき野のにだけは相談するな…よ!?」

「分かってます。最初から、その時は山やま田ださんを頼らせてもらうつもりでしたから……」

「くっくっ…く！　ならば、問題な…い！　では、俺は勉学に戻…る！　必ず、必ず！　秋あき野の以上に優秀な大学に合格してみせるの…だ！」

　この人って、コスモス先輩をすごくライバル視しているわよね。

　テストで一度も勝てていないのが理由らしいけど、それにしても恐ろしい執着心だわ。

「なら、山やま田ださんは一般受験で、コスモスと同じ医学部の合格を目指してるんですか？」

「いや、俺が目指しているのは法学部で、大学も秋あき野のとは別…だ」

「そうなんですか？　少し意外でした……」

　私もジョーロ君と同意見だわ。

　てっきり、コスモス先輩と同じ医学部を目指していると思ったのだけど……

「どうして別の大学の法学部を？　コスモス先輩に勝ちたいのですよね？」

　心の中で思っていた言葉が、つい漏れてしまった。

「む？　三さん色しよく院いん…か」

　いけないわね。必要以上に干渉するつもりはなかったのだけど……。

「決まってい…る。医学部は秋あき野のの夢、俺の夢は別にあ…る。別に俺は秋あき野のになりたいわけではないし、なれるわけでもな…い。俺がなれるのは、俺だけ…だ」

「……そうですか」

　思いがけず、とても貴重な話が聞けてしまったわ。

　コスモス先輩に執着しているから、そのままコスモス先輩と同じ道で彼女を越えようとしていると思ったのだけど、どうやら違っていたみたいね。

「ジョーロ君、一度図書室に戻って作戦を練りましょ」

「だな。……じゃあ、山やま田ださん、勉強頑張って下さいね」

「う…む。お前まえ達たちも、本が見つかるといい…な」

　最後に山やま田だ先輩にお礼を伝えて、私わたし達たちは一度図書室へと戻っていった。
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「はぁ～……。三人そろって借りてなかった……わけか……」

　図書室に戻り、読書スペースへ腰を下ろすと同時に、ジョーロ君が深いため息をついた。

　本を見つけるのを諦めているわけではないけど、八方塞がりの状況に頭を抱えているわね。

「なぁ、パンジー。本当に一週間前に本を借りたのは、三人だけなのか？　実は、他にも誰か借りてる奴やつがいたりとかは……」

「少なくとも、貸し出しカードに名前が書いてあったのは、今会ってきた三人だけよ」

「つまり、他にも本を借りた奴やつはいるかもしれねぇけど、手掛かりはなしってことか」

　あら、ジョーロ君ったら、結構鋭いじゃないの。ふふっ……。一学期の頃と比べて、私の言葉をちゃんと理解してくれるようになって嬉うれしいわ。

「だったら、どうすっかな？　ここで探すのをやめるってのは、ありえねぇだろ？」

「そうね……。いずれ返ってくるとは思うけれど、あの本はとても素敵な本だから、期限までに絶対返してもらいたいわ」

「へぇ……。てめぇが、そこまで言うってのは珍しいな。……どんな内容の本なんだ？」

　まぁ。ジョーロ君が珍しく、私の大好きな本に興味を持ってくれたじゃない。

　普段は全然気にしてくれないから、とても嬉うれしいわ。なら、説明させてもらおうかしら。

「『双ふた花ばの恋物語』は、瓜うり二ふたつの双子の女が一人の男に恋をする話よ」

「それで男が二股かけるってわけじゃねぇよな？」

「違うわ。序盤は、双子の女が男に恋をするまでの物語。最初に恋に落ちるのが姉で、それから少しして、妹も男に対して恋心を抱くの」

　ここでの妹の心境が、とても辛つらいのよね。なんせ、彼女は姉が男のことを好きなのを知って、その男が姉に相応ふさわしいか見定めるために近づいたら、……恋に落ちてしまったのだもの。

　本来、自分がすべき役割とは別の気持ちを抱いて葛藤する妹。

　それは、とても辛つらく……だからこそ、とても尊い気持ちだったわ。

「妹は初め、姉に気持ちを隠して自分は身を引こうとしていたのだけど、姉にその気持ちを看破されてね。姉から『どっちが勝っても恨みっこなし』って言われるの」

　ここの姉の心境も、素晴らしかったわ。自分が勝ちたい、自分が幸せになりたいという気持ちと、妹に幸せになってもらいたいという気持ちの板挟みになって、本当はすごく悩んでいるのに、そんな素振りを一切見せずに妹へこの提案をするのだもの。

　本当に優しくて……、とても素敵なお姉さんよね。

「ふーん。つうことは、そこからは男の取り合いか？」

「残念だけど、そうはならないの……。この後……物語の中盤で、双子は予期せぬ事故に巻き込まれてしまうから。……そして、その事故で姉は大おお怪け我がを負って昏こん睡すい状じよう態たいに陥るわ」

「まじか……。それで、妹のほうはどうなったんだ？」

「軽傷で済んだわ。……姉がかばってくれたおかげで。そして、姉は大おお怪け我がを負いながらも、意識を失う前に伝えるの。『貴方あなたがあの人と幸せになってね』って。……その姉の言葉を聞いて、妹は強い決意を抱きながら男と結ばれるの」

「決意？　どんな決意をしたんだ？」

「ふふっ……。それが、この物語の核心よ。妹がした決意……それは、姉の意識が回復するまでの間だけ、男のそばで過ごすというものだった」

「は？　ってことは……」

「そう……。最後の最後……姉が昏こん睡すい状じよう態たいから回復して怪け我がも完治したタイミングで、妹は姉に伝えるの。……『もうすぐ貴女あなたの時間よ』って」

「おいおいおい……」

「もう、この後はどうなるかは分かるわよね？　双子の姉妹は、瓜うり二ふたつだった。だから妹は、最後に自分と姉を入れ替えて、どこかへと消えていくのよ……。そして、男は妹と入れ替わった姉と恋人同士になり幸せに暮らしていった。……こうして、物語は幕を閉じていくの」

　お互いがお互いを大切に想おもう、素敵な姉妹。

　姉のために、身を引く妹。妹のために、全て理解して受け入れる姉。

　そして……、

「その男は、クソ野郎じゃねぇか。いくら瓜うり二ふたつだからって、入れ替わってるのに気づかねぇなんて、とんだ鈍感野郎だろ」

「違うわよ、ジョーロ君」

　一見すると、『双ふた花ばの恋物語』にはそういう解釈もある。

　だけど、私は違うと考えているわ。

「きっと男は、全部分かっていたの……。全部分かったうえで妹の気持ちを受け入れて、姉を愛すると決意したのよ。……三人がそれぞれ悲しみを背負いながら、誰かのために優しい噓うそをつく。……とても素敵だと思わない？」

「どうだかな。読んでねぇから、分かんねぇよ」

　確かにその通りね。

　私が話したのはあくまでも大まかな概要だし、伝わらないことは多いわ。

　それなら、折角ジョーロ君が興味を持ってくれているのだし……

「よかったら、読んでみる？　貸してあげるわよ」

　私は、カバンの中から『双ふた花ばの恋物語』を取り出して、ジョーロ君へと見せた。

「まぁ、てめぇがそこまで言うなら借、り、て……おい、パンジー」

「何かしら？」

　あら？　なぜか、ジョーロ君がヒクヒクとした怒りの表情を浮かべているわ。

　どうしてかしら？　──なんてね。ふふっ、やっと気づいてくれたみたいね。

　図書室から消えた『双ふた花ばの恋物語』。それを借りていたのは……

「い、一応確認するが……、その本はてめぇの物か？」

「違うわ。西にし木き蔦づた高校の図書室のものよ」

　私だったのよ。

「てめぇが犯人じゃねぇか！　てめぇ、最初から全部分かって俺を連れ回したのか!?」

「ジョーロ君、最初に言ったでしょう？　『今日は二人でイチャイチャ学校デート』って」

　目的を達成するためには、少しズルをしてでも頑張らないといけないわ。

　それこそ、『双ふた花ばの恋物語』の妹のようにね。……ふふっ。

「ほんっと、てめぇのそういうところ嫌い！」

「心外ね。……大体、ジョーロ君にだって落ち度はあるわよ？」

「俺に落ち度だぁ？」

「そうよ。だって私……、今朝貴方あなたが図書室に来た時、この本を読んでいたのよ？　どうしてしっかりと見ていないのかしら？　まったく……、蚊にも劣る視力ね……」

　私はじっくりジョーロ君を見ているのだから、ジョーロ君にも私をじっくり見てほしいわ。

　それをしてくれない、ジョーロ君が悪いのよ。

「ざっけんな！　いちいち、んな細かいところまで確認なんてしてねぇよ！　だったら、今日のは完全に無駄足だったじゃねぇか！」

「そんなことないわ。とても有意義で、素敵な時間だったもの。……ふふっ」

　ジョーロ君と二人で学校の色々な所に行って、色々な人に出会う。

　それは私にとって、とても素敵で大切な時間だったわ。

「てめぇにとってはな！　こっちは、マチ針がぶっ刺さったり、しょうもねぇ姉きよう弟だい喧げん嘩かをしたり、自習室で鬼の形相になった先輩達たちにおもっくそ睨にらまれたり、散々だったんだからな！」

「つまり、私の幸せとジョーロ君の不幸を足して二で割れば、ちょうどいいわね」

「なにもちょうどよくねぇから、それ！」

　はぁ……、予想通りとても怒ってしまったわ。……困ったわね。

　できれば、この本をジョーロ君にも読んでほしいのだけど、借りてくれるかしら？

「それで、ジョーロ君はこの本は読まないのかしら？」

「……ちっ。貸し出しカードをよこせ。今度はしっかり、名前を書くからよ」

「ふふっ。分かったわ」

　ずるいわよ、ジョーロ君。

　怒ってても優しくしてくれるなんて、……ますます好きになってしまうじゃないの。





※






　図書室に閉鎖時間が訪れ、私わたし達たちは西にし木き蔦づた高校をあとにする。

　帰りは、ジョーロ君が徒歩で私は電車。

　だけど、ジョーロ君は絶対に駅まで私を送ってくれる。

　そんな彼の優しさに包まれたこの帰り道も、私の大好きな時間。

「ったく、もう二度とこういうことはすんじゃねぇぞ？」

「それはつまり、今後は素直に私のデートの申し出を受けてくれるということかしら？」

「なんでもかんでも、好都合に解釈してんじゃねぇよ」

　もう、あのぐらいのことでおへそを曲げちゃうなんて困った人だわ。

　それにしても、もうお日様も落ちてしまったから寒いわね。特に手袋をつけていない──

「……あら？」

「寒いなら寒いって素直に言え」

「このままなら、寒くないわ。……ふふっ」

　作戦大成功。やっぱり、手袋をつけていなくて正解だったわね。

　けど、今朝とはまるで逆の状況でとても残念だわ。

　体感時間では、まだ一分も経たっていないのに、もう駅についてしまったのだもの。

「今日も駅まで送ってくれてありがとう、ジョーロ君。それじゃあ……」

「ああ、待て。パンジー」

　どうしたのかしら？

　いつもならぶっきらぼうにお別れを告げるのに、今日は引き留められたじゃないの。

　それに、どこか恥ずかしそうな顔でカバンの中に手を入れているけど……

「ほれ、てめぇにやるよ」

「え？　これって……」

　ジョーロ君から手渡された物。それは、布でできたブックカバー。

　とても不器用で、歪いびつな部分が目立つけど。もしかして……

「これを手芸部で作っていたのかしら？」

「うっ！　ま、まぁな……。別に、俺が使えるようなもんは作れそうになかったし……」

　噓うそね。最初から、ジョーロ君は私のためにこれを作ると決めて、頑張ってくれていたんだわ。

　慣れない作業で、手に怪け我がをしながらも……

「嬉うれしい……。とても嬉うれしいわ……」

　思わず、そのブックカバーを抱きしめてしまう。

　ジョーロ君が、私のためにこんな素敵なものを作ってくれるなんて……。

「ありがとう、ジョーロ君。大切に使わせてもらうわね」

　私にできる精一杯の笑顔で、ジョーロ君に気持ちを伝える。

　これは、私の宝物よ。返せと言われても、絶対に返さないわ。

「お、おう……。まぁ、気をつけて帰れよ！　じゃあな！」

　もう、ジョーロ君ったら。私に真っ赤になったお顔を見られるのが恥ずかしいからって、そんなに慌てて帰らなくてもいいじゃないの。本当に照れ屋さんなんだから……。

　あぁ……。本当に今日は素敵な一日だったわ。

　大好きなジョーロ君と二人で過ごせて、大好きなジョーロ君と一緒に学校デートができて、大好きなジョーロ君からプレゼントがもらえて、……まるで夢のような一日だった。

「どうか、これからもジョーロ君と素敵な時間が過ごせますように……」

　胸の内から溢あふれ続つづける願いを言葉にして、私は駅の中へと向かっていった。










　ジョーロ君と過ごした夢のような時間は終わりを告げ、私は一人静かに電車に揺られる。

「ふふっ。最初はどの本につけて読もうかしら？」

　ジョーロ君からのプレゼントを大切にカバンへしまって、心を躍らせる。

　思わずその場で本当に踊りだしそうな気持ちになったけど、それは我慢した。

　だって、電車が到着したのだもの。私のお家うちの最寄り駅の…………一つ先の駅に。

「さ、急がないと」

　ブックカバーをカバンにしまい、駅の女性用トイレで簡単なお着替え。西にし木き蔦づたの格好とは違う、本当の自分の姿になって私はとある場所へと向かっていく。

　目的地へ向かいながら思い出すのは、今日出会った人ひと達たちのこと。

　理想の自分を目指して、努力し続けるパイン。

　完璧な自分でいようと、自分を偽るジャスミンさん。

　コスモス先輩になるのではなく、自分になろうとする山やま田だ先輩。

　今日出会った人ひと達たちの言葉は、どれも本当に有意義なものだったわ。

　まるで、これから私がやろうとしていることを後押ししてくれるような勇気をもらえたもの。

　今日、ジョーロ君に貸した『双ふた花ばの恋物語』で、私が一番好きな登場人物は『妹』。

　だって、彼女は……

「ふぅ……。ついたわね」

　目的地へ到着した私は、緊張を緩めるために一度立ち止まり小さく息を吐く。

　やっと会えるわ……。私の大好きな……あの人に。

「こんばんは。……今日は一つ、プレゼントを持ってきたの」

　強い決意を抱きながらドアを開き、そこにいる人物に今日の手芸部で作った髪留めを手渡す。

　そして、ジッとその人を見つめながら、私は静かに口を動かしていく。

　本当は言いたくない。だけど、言わなければならない言葉を伝えるために……。




「もうすぐ貴女あなたの時間よ」




　私は知っている。私の願いは決して叶かなわないことを。

　当たり前よね？　夢はいつか覚めるものだもの……。








【俺はまだまだ集まって話す……が、一人減った】









「──以上が、俺が一人の女を華麗に調教して、男女の喧けん嘩かをすぐに仲直りさせた経緯だ。けど、別に調教したわけじゃなくて、ただ姉きよう弟だい喧げん嘩かに勝っただけで……」

　話し終えたタイミングで、再び春菊ジュースを飲む俺。先程の胸部入念話よりは楽に話せると思ったが、身内の恥をさらすのは別の意味でメンタルにきた。本当に、あの姉は……。

「なるほどな！　それでここ最近の樋ひ口ぐち先輩は、やけにうんざりした表情が目立ってたのか！　色々と謎が解けてスッキリしたぜ！」

　別に俺は、サンちゃんの謎を解くために今の話をしたんじゃないけどね。

　そして樋ひ口ぐち先輩、本当にごめんなさい。うちの姉が多大なご迷惑を……

　ところで、肝心のフーちゃんの悩みは……

「ジョーロ、感謝する！　非常に有意義な話だった！　……つまり、まずは相手の弱点をついて弱らせたところで、即座に優しくすればいいのだな！　これならば、俺でも可能だ！」

「ほ、本当か？」

　正直、そうやって聞くと、かなりの高等テクニックな気がするよ。

　俺だったら、できる気がまるでしない。

「うむ。要するに後輩部員への指導と同じ要領だろう？　注意すべきところは注意し、褒めるべきところは褒める。アメとムチということだな」

　それ、女の子の扱いではない気もするんだけど……まぁ、相手はたんぽぽだし、フーちゃん自身が満足そうにしてるならいいか。たんぽぽとフーちゃんの関係って、今後どうなるか分からな過ぎて、深入りしにくいんだよな……。

　フーちゃんはまだしも……たんぽぽに恋人がいるって状況がまるで想像できねぇし。

　けど……、

「感謝するぞ、ジョーロ！　これで、俺の悩みは無事に解消された！」

　フーちゃんと一緒にいるたんぽぽってのは、想像できるんだよな……。

　アホなことをしまくるたんぽぽと、それを戒めるフーちゃん。

　もしかしたら、その関係の延長線上には……なんてことはあるかもしれねぇよな。

　さて……、これで無事に二つ目の『恋愛相談』も終了したわけだが、肝心の三つ目の相談主が店頭販売に連行されて帰ってきてねぇんだよな。どうしたものか……って、

「あれ？　あいつは……」

　店の入り口からやってきた人物に、俺は思わず目を丸くしてしまう。

　店内をキョロキョロと見回し、俺おれ達たちを発見したところで視線を固定。

　そのまま淡泊にツカツカと近づいてきている。

　やってきたのは……、

「ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店ですが、……どうも」

　サンちゃんが機嫌を損ねた、牡ぼ丹たん一いち華かさんである。

「おっ！　もう来たのか！　待ち合わせの時間まであと三十分あるのに……は、早いな！」

　牡ぼ丹たんの登場に、表情は熱血笑顔だが、テーブルに隠れた下半身が超高速バイブレーション状態になるサンちゃん。どうにか恐怖を下半身で留とどめていると感心すべきなのだろうか？

「えっと……、サンちゃん。なんでここに牡ぼ丹たんが？」

「ああ。それは──」

「本日、大おお賀が太たい陽ようさんと出かける約束をしていて、その待ち合わせ場所がここだったんです」

「ってわけだぜ！　ここなら、安心して待ち合わせできるからな！」

　なるほどな。サンちゃんがさっき言ってた、牡ぼ丹たんと出かける日ってのは今日だったわけか。

　そんで、何かが起きても大丈夫なように、待ち合わせ場所をここにしたと。

　さすがヘタレというべきか……。

「あー……。ジョーロ、特とく正しよう、悪い。俺は、そろそろ……」

「ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店ですが、ご友人と過ごしたいなら、そちらを優先していただいても構いませんよ？　所詮私は、ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店ですし」

　俺への返答だとつかないけど、サンちゃんへの返答だと『ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店ですが』を欠かさずつけちゃうんだね。こりゃ、まだまだ機嫌は直ってなさそうだな……。

「いや、気にしないでくれよ、牡ぼ丹たん。……サンちゃん、牡ぼ丹たんを優先してくれて構わねぇぜ。ホースの話は、こっちで解決しておくからよ」

「本当か！　恩に着るぜ！　さすが、俺の親友だな！」

　でしょ？　だから、その怒り狂うムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店さんと早くどっか行って。

　正直、めっちゃ怖いんだわ。

「よし！　それじゃ行こうぜ、一いち華か！」

　どうにか下半身超高速バイブレーションをおさめて立ち上がる我が親友。……果たして、彼は本当に機嫌を直せるのだろうか？　個人的な感情で言わせてもらえば、絶対直してほしい。

　なぜなら失敗されると、後が面倒そうだから。

「あー、それでよ、一いち華か。ちょっといいか？」

「ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店ですが、なんでしょう？」

　ん？　よく見ると、サンちゃんの右拳が力強く握りしめられているぞ。

　まさか、この男……

「俺さ、普段から一いち華かには世話になってるから、何かお礼がしたいんだ！　というわけで……」

　ちっげぇよ、サンちゃん！　ここで言っちゃダメだよ！

　そういうのは、二人きりの場所で……いや、俺もここで言ったな……。

「やってほしいことを何でも言ってくれ。……ふっ」

　クールだ！　無駄に髪をかき上げて、クールに決めやがったぞ、この男！

　全然キャラと合ってなくて、逆に寒気を感じるわ！

「してほしいこと、ですか？」

　おや？　『ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店ですが』がとれたぞ。

　ということは、牡ぼ丹たんには少しくらい効果があったり……

「特にありませんね。所詮私は、ムラサメスポーツ八はち王おう子じ支店ですし」

　ダメでしたぁ！　見事なまでに一刀両断されちゃいました！

　まぁ、今の言い方はまずいよね……。露骨すぎるご機嫌取りだったし……。

「そ、そんなこと言うなって！　ほら、何かあるだろ？　た、例えばキ……」

「キ？」

「キ……、キ……、キャッチボールがしたいとか！」

　ヘタレである。見事なまでのヘタレである。はりぼてクールは、あっという間に崩壊した。

「したくないわけではありませんが、今は必要性を感じません」

　でしょうね。そもそも、店内でキャッチボールとか斬新すぎますし。

　さて、どうする？　サンちゃんのご機嫌取りはこのままだと失敗しそうだぞ。

「だ、だったら、他に何かないか？　本当に、本当になんでもいいからさ！」

「特にないと先程から言っています」

「うっ！」

　淡泊すぎる牡ぼ丹たんに、サンちゃんの余裕がどんどんなくなっているな……。

　仕方ねぇ……。あまり介入したくはないが、今後のためにもここは俺が、さっきサンちゃんが言っていた『いかに牡ぼ丹たんを大切にしているか』を伝えて……

「そんなこと言うなよ！　俺、本当に反省してるから！　一いち華かの機嫌が悪いのは嫌なんだって！　お前は笑ってる時が一番かわ……あっ！」

「……っ！　た、太たい陽ようさん、今、なんと？」

「い、いや、何でもない！　なんでもないぞぉ～！」

　余裕を失ったサンちゃんが、思わず本音を吐露しそうになって、すんでのところでストップ。

　しかし、残念ながら手遅れ。牡ぼ丹たんに、重要なところをバッチリ聞かれてしまっている。

「な、なぁ……、一いち華か、機嫌直してくれないか？」

　体は牡ぼ丹たんより頭一つ分大きいのに、小さく弱気な瞳で見つめるサン……いや、大おお賀が太たい陽よう。

　そんな様子を見た牡ぼ丹たんは、

「……なんでもしてくれるんですよね？」

　期待を込めた視線で、そう言った。

　どうやら、俺の出番はなさそうだな。……頑張れよ、サンちゃん。

「っ！　あ、ああ！　もちろんだぜ！」

「では、今言おうとしたことを最後まで言って下さい」

「うっ！　いや、それは……」

「なんでもしてくれるんですよね？」

　しどろもどろになる大おお賀が太たい陽ように、淡泊だけど少しだけ口元を緩ませた牡ぼ丹たん。

　その綺き麗れいな瞳には、サンちゃんも逆らえなかったようで、

「い、一いち華かは笑ってる時が一番可愛かわいいから、そ、その顔が見たいなって……」

　観念して、その言葉を伝えたのであった。

「ふふっ。そうですか……。なら、仕方ないですね」

　年相応の可愛かわいらしい笑顔を浮かべて、サンちゃんに向けて手を差し出す牡ぼ丹たん。

「今日は色々と我わが侭ままを言わせてもらいますので、よろしくお願いしますね。……太たい陽ようさん」

「……お、おう！　任せとけよ！　な、なんでもやってやるさ！」

　さすがのヘタレも、ここで手を握らないという暴挙には出ずしっかりと牡ぼ丹たんの手を握った。

　きっとサンちゃんは、余裕がなくて気づいてないんだろうな。

　牡ぼ丹たんの顔が、サンちゃんと同じかそれ以上に真っ赤になってることはさ……。

「じゃ、じゃあな！　ジョーロ、特とく正しよう！　色々、ありがとな！」

「では、失礼しますね」

「ああ。今日は楽しんでこいよ」

「幸運を祈る」

　お互いの手を握りしめ、仲なか睦むつまじく店を去っていくサンちゃんと牡ぼ丹たん。

　本当は弱気なところがあるのにそれを必死に隠す男の子と、真面目で一直線な女の子。

　これからも色々と苦労はしそうだけど、なんか上手うまくいきそうだな……。




「二人ともお疲れ様！　いやぁ～、ホース君が来てから一気に売れる速度が上がって助かったよ！　それに、智ち冬ふゆもお疲れ様！　今日のお仕事はおしまいでいいよ！」

　サンちゃん達たちが店を去ってから五分後、意気揚々と店内に戻ってきたのは、ヒイラギの兄である至いたるさん。さらに、その後ろからは……

「やったのぉ～！　これで、お出かけの準備ができるのぉ～！　ホース、ありがとなの！」

「ようやく、解放された……」

　満面の笑顔のヒイラギと、疲れ果てたホースがやってきた。

　パタパタと可愛かわいらしい足音で店の奥へ向かっていくヒイラギと、トボトボと弱々しい足取りで俺おれ達たちのテーブルへ戻ってくるホース。後者は、そのままドスンと着席した。

「……ただいま。とりあえず、サンちゃんは無事に牡ぼ丹たんさんの機嫌を直せたみたいだね」

　どうやら店頭販売の最中にそこは確認していたらしい。説明の手間が省けて助かった。

「まぁな。フーちゃんの相談も、ちょうど今終わったところだよ」

「そっか。……なら、僕の相談をしてもいいよね？」

「お、おう。構わねぇぞ……」

　仕事終わりなんだから、一息つくとかあると思ったのに、そんなことはまるでなし。

　あまりの気迫に、つい気け圧おされてしまった。

　さて、いよいよ最後の……ホースの『恋愛相談』がスタートか。

　今までの流れからして、恐らくつきみ絡がらみだとは思うのだが……、

「……分からない！　……分からないんだよぉぉぉぉ！」

　この男は、何を天に向かって叫んでいるのだろう？

　無駄に両手を広げて、ドラマチックにしないでもらっていいかな？

「えーっと、ホース。……分からないって、何がだ？」

「つきみちゃんが怒った理由がだよ！　少し前に二人で出かけた日、急に機嫌が悪くなって、一週間無視され続けたんだよ！　それで、ようやく話してくれるようになったから事情を聞こうとしたんだけど、何を聞いても『鈍き者に断罪を』って言うばかりで……」

「まさか、てめぇの相談って……」

「そう！　つきみちゃんが怒った原因を教えてほしいんだ！」

　情報が少なすぎて、何も断定できんわ。

　せめて、もう少しヒントになるようなことを……いや、待て。

『一週間無視され続けた』と『鈍き者に断罪を』、だと？

「ホースよ、さすがにそれは無茶ではないか？　情報が少なすぎるぞ」

　フーちゃんに賛成……と言いたいところなんだが……やっべぇ～……。

　俺、思いっきり心当たりがあるわ。

「うぅ……。やっぱり、そうかなぁ～」

　ドンヨリと落ち込み、机にうつぶせになるホース。

　どうする？　素直に言うべきか？　けど、言ったらホースは俺に怒る可能性が非常に高い。

　だって、つきみがホースを一週間無視した原因って…………多分、俺だもん。

　幸い、フーちゃんは気づいてないみたいだし……よし！　このまま黙る方向でいこう！

「なんで、コンビニでマスクを買っただけで、つきみちゃんはあんなに怒って……」

「む？　コンビニでマスクを買った、だと？」

　まずい！　フーちゃんが勘づいた！　このままだと……

「もしかしたらではあるが……心当たりがあるかもしれんな」

「フーちゃん、ほんと!?」

「うむ。……実を言うと、とある日に俺はすさまじく不機嫌なつきみから連絡を受けたのだ」

　やめて、フーちゃん！　それ以上、言わないで！

「そうなの!?　それで、つきみちゃんはなんて!?」

「うむ。何やら怒りに打ち震えていたが、俺に話しても無駄だと悟ったのだろう。その後、『ジョーロ神の御力を授かるしかない』と言っていたので、俺からジョーロに連絡をした」

「へぇ～……。ジョーロに連絡、ねぇ～」

　ぴぃぃぃぃぃ！　なんかすっげぇ怖い顔でこっちを見ちゃってるよぉぉぉ！

「あ！　あ～！　あの日か～！　そうかそうか！　全然気づかなかったなぁ～！」

「ふーん。知ってて、黙ってたんだ」

　御察しが良いいことで！

「いやいや！　ただ、今まで気づかなかっ──」

「話してくれるよね？　僕ぼく達たち、友達だろ？」

　今だけ友達をやめちゃダメかな？　ものすごく怖いんだけど、この人。

「ジョーロよ、俺からも頼む。ホースに話してやってもらえんか？　あの日……、貴様がチェリーさんを下着姿で店中を駆け巡らせた日のことを……」

　フーちゃぁぁぁぁぁん！　その情報はいらないやつだからぁぁぁ！

　なんで、余計なオプションをつけちゃったの!?

「ジョーロ。……君、本当に何やってるの？」

　んもぉぉぉぉ！　また盛大な誤解が一つ生まれてるじゃねぇかよ！

「ちっげぇよ！　そっちについては、俺は無罪だ！」

「そっちについては？　つまり、つきみちゃんが怒って一週間僕を無視した件については？」

「ぐっ！　ちょ、ちょっとだけ罪がある可能性も……」

「ふぅ～ん。そうなんだぁ～……」

　どんどん墓穴を掘っちゃってます！　これは逃げられそうにありません！

「俺としては、なぜチェリーさんを下着姿で店中を駆け巡らせたかが気になるのだが……」

　でしょうね！　普通に考えたら、起きない事態ですからね！

　いいよ！　もう絶対に逃げられないし、話しますよ！

「分かったよ！　全部まとめて説明してやるよ！　…………けど、怒るなよ？」

「君が僕を怒らせるようなことをしてなきゃね」

　それがね、してるんだわ。思いっきり、しちゃってるのよ。

　けど、元々はホースが悪いわけだし……

「確かにあの日、俺はつきみから不機嫌な理由を教えてもらった。……それに、チェリーさんは下着姿で店中を駆け巡ったよ。だが、後者に関しては想定外の事態が起きたからだ」

「前置きはいいから、早く説明してもらえないかな？」

　怖いよぉぉぉぉ！　いつものホースじゃないよぉぉぉ！

「分かってるよ！　あれは、俺がツバキの店でアルバイトをしてた時なんだが──」
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　──月曜日。

「じゃっじゃーん！　どう、ツバキちゃん？」

「ん。よく似合ってるかな」

「やったぁ！　ありがとっ！」

　十三時。ツバキちゃんのお店の更衣室で、ツバキちゃんのお店のユニフォームを着るわたし。

　ここに来るのは、体育祭の準備をした時以来だね！

「じゃ、ボクは厨ちゆう房ぼうで調理をしてるから……何か困ったことがあったら、いつでも頼ってね」

「うん！　ありがとっ！」

　優しい笑顔で事務所から出てくツバキちゃん。

　ほんとーは、わたしもすぐにしゅっぱつしよーと思ったんだけど、その前に……

「……んしょ！　撮ーれた！」

　スマートフォンで自分のユニフォーム姿を撮って、その写真をある人に送る。

　すると、その人はすぐに電話をかけてきてくれて……

『ひまちゃん、どうしたのっ!?　突然、飲食店屋さんになっちゃってるよっ！』

[image: ]

「ライちゃん！　んとね、今日はジョーロのアルバイト先のお手伝いをするから、ユニフォームを貸してもらったの！　えへへ！　どう？　かっこいいでしょ？」

　電話をかけてくれたのは、わたしの小学校からの幼おさな馴な染じみの香か紫し花ばな丁ひのと……ライちゃん。

　しゅーがくりょこーで会った時に連絡先を交換して、最近は毎日連絡をとってるの！

『うん！　すっごくかっこいいよ！　これで、ひまちゃんも一人前のレディーだね！』

「そだよ！　わたしも一人前のレディーなんだから！」

　ライちゃんとお話をするのは、すっごく楽しい！

　離れた場所にいるから会うのは難しいけど、こうして電話をすればお話はできるんだよ！

　ぶんめーのりきは、やっぱりすごいね！

『……あ、そうだ。私さ、冬休みは……ちょっとこっちが忙しいから行けないけど、春休みはそっちに遊びに行けそうなんだっ！　だから、その時は……』

「ほんと！　じゃあ、ライちゃん、わたしのお家うちにお泊り！　いっぱい遊ぼうねっ！」

『やったっ！　なら、今から首をながぁ～くして、楽しみにしてるねっ！』

「大変！　ライちゃんが、キリンさんになっちゃうよ！」

『ふふふ……。伸びに伸びたライちゃんの首で、ひまちゃんをぐるぐる巻きにしてやるぅ～』

「わわっ！　それは楽しそうだよ！」

　またライちゃんに会える！　一緒に遊べる！　そんなの楽しくないわけないよ！

　わたしとライちゃんは、いっぱい、いっぱい……いっしょーいっぱい仲良しなんだから！

『じゃあ、私はそろそろお昼休みが終わるから……』

「うん！　わたしもお仕事！　お互い、がんばろうねっ！」

『そだねっ！　お互い頑張ろうねっ！』

　スマートフォンからプツッという音が聞こえて、ライちゃんとのお話はおしまい。

　少しさみしいけど、それ以上にわたしのお胸からどんどんワクワクがあふれてくる。

「春休み、待ちどーしいね！　わたしもキリンさんになっちゃうよ！」

　だけど、それはまだ少し先のお話！

　今日は、もっとゆーせんしてやらなきゃいけないことがあるんだ！

「よ～し！　今日も頑張るっしょ！　……あり？　ひまわりっち？」

「あっ！　チェリーさん、こんにちは！」

　わたしが、更衣室でショルダーバッグにスマートフォンをしまっていると、やってきたのはここでアルバイトをしてる、とーしょーぶこーこーのチェリーさん。

　キョトンとしたお顔で、わたしをジッと見てる。

「なんで、ここにいるっしょ？　それに、その格好は……」

「んとね！　今日は一日体験ジョーロなの！　だから、ツバキちゃんのお店でお手伝い！」

　これが、わたしの今日のさいゆーせんじこー、『一日体験ジョーロ』だよ！

　しゅーがくりょこーでわたしが感じたこと。

　それは、まだまだわたしの知らないジョーロがいっぱいいること！　だから、それを少しでも知るために、『一日体験ジョーロ』をやらせてって、ジョーロにお願いしたんだ！

　午前中は、ジョーロのお家うちで一緒に遊んで、午後からはアルバイト！

　ここが、わたしが一番楽しみだった場所なの！

　だって、わたしはお家うちと学校のジョーロしか知らないもん！

　だから、アルバイトのジョーロを知れるのはすっごい楽しみだよ！　そのために、ジョーロからツバキちゃんに、今日だけわたしもアルバイトをやらせてってお願いしてもらったんだ！

「へぇ～。そうなんだ！　なら、今日はジョーロっちと一緒にホールをやるの？」

「うん！　一緒にホールをやるの！」

　お仕事のやり方は、午前中にジョーロからちゃんと教わったから、わたしにすきはないよ！

　全部バッチリやって、ジョーロを助けちゃうんだから！

　……そういえば、午前中にジョーロが『アルバイトでは、チェリーさんに気をつけろ』って言ってたけど、どうしてだろ？

　チェリーさん、すっごく優しくて元気な人だし、頼りになると思ったんだけど……

「そかそか！　なら、困った時はうちも頼ってくれていいからね！」

「ほんと！　ありがと、チェリーさん！」

　きっと、ジョーロの勘違いだよね！　チェリーさん、すっごくいい人だもん！




　更衣室を出発して、わたしはお店の事務所に向かう。

　アルバイトは、十三時三十分から。

　まだちょっとだけ時間があるから、そこでジョーロからまた色々教わっちゃうんだ！

「おっまたせぇ！」

　事務所に入ると、そこではユニフォームを着たジョーロとたんぽぽちゃんがお話してた。

「お、ひまわり、来たか。……うん、よく似合ってるぞ」

　やったぁ！　ジョーロにも褒めてもらえたよ！

「ややっ！　日向ひなた先輩がいます！　そのお姿をしているということは……」

　ジョーロと一緒にお話をしていたたんぽぽちゃんが、少し驚いたお顔でわたしを見てる。

　そういえば、たんぽぽちゃんもこのお店で働いてるんだよね！

　ほんとーは、しゅーがくりょこーまでの臨時アルバイトのよてーだったけど、お小遣いがなくなっちゃったから、もう少しだけ期間を延長してもらったみたい！

「うん！　わたしも今日はここの店員さんだよ、たんぽぽちゃん！」

「むふ！　そうですか！　では、今日はわたしのことをたんぽぽ先ぱ……いえ、やっぱりいつも通り『たんぽぽちゃん』でお願いします！　先程の呼び方は、とある人専用なので！」

　よく分からないけど、たんぽぽちゃんを『たんぽぽ先輩』って呼ばないほうがいいみたい。

　とある人専用って言うんだから、きっとたんぽぽちゃんにとって、その人はすっごく大事な人なんだろうね！　どんな人なのかな？　いつか、わたしも会ってみたいな！

「一緒に頑張りましょうね、日向ひなた先輩！　私もあの日に備えてバッチリお金を稼ぐので！　……こっちの準備は万端ですけど、当日分の資金が不足してるんですよ！」

「う？　たんぽぽちゃん、それなぁに？」

　たんぽぽちゃんが嬉うれしそうに取り出したのは、たんぽぽの花模様の包装紙に包まれた何か。

　それを嬉うれしそうに私に向けて、見せてるよ。

「むふふふ！　よくぞ聞いてくれました！　これは、私が厳選に厳選を重ねて選んだ、とっても素敵なプレゼントです！　修学旅行でどうにか残したお金で購入したんですよ！」

「そうなんだ！　もしかして、それでお金が……」

「はい！　すっからかんになっちゃいました！　むっふん！」

　思いっきり胸をはって、お金が無くなったことを報告してる。残ってたお金を全部使っちゃうなんて、きっとすごく大事な人のために用意したプレゼントなんだね！

「あー……、ところで、ひまわり。念のため確認するが、本当にこんなんでいいのか？」

「う？　何がぁ？」

　どーして、ジョーロはちょっと複雑なお顔をしてるんだろ？

「今日のことだよ。……俺の一日を体験したいって言ってるけどよ、ただバイトをしてるぐらいで、別に何も面白くも──」

「だいじょぶ！　わたし、ジョーロの一日、知りたいもん！」

　面白くなくたっていい。楽しくなくたっていい。わたしは、ジョーロといられればいい！

　だから、ジョーロをいっぱいいっぱい知りたい！　だって、わたしは幼おさな馴な染じみだもん！

　幼おさな馴な染じみのわたしが、ジョーロのことを一番いっぱい知っておきたいんだもん！

「なんでそんな嬉うれしそうなんだよ。訳が分からん……」

「むふふ！　如月きさらぎ先輩は女心が分かってませんねぇ～！　おバカさんですねぇ～！」

「心なしか、てめぇに言われると果てしなく腹が立つんだが？」

　ジョーロって、たんぽぽちゃんに厳しい気がするなぁ。

「はて？　なぜでしょう？　私は、至極当然のことを言っただけなのですが？」

「あはは！　そだね、たんぽぽちゃん！　ジョーロ、女心分かってないね！」

　なら、その分わたしがたんぽぽちゃんの味方についちゃうよ！

「そうでしょう、そうでしょう！　むっふん！」

「ちっ。いつの間に、ひまわりを味方につけやがったんだよ……」

　ジョーロは、きっと知らないんだろうなぁ。

　たんぽぽちゃんが、実はすっごく頼れる女の子だって！

　しゅーがくりょこーでも、わたしを助けてくれたんだよ！

「最初からですよ！　なぜなら、わたしは恐れるものなど何もない全知全能の──」

「おっまたせぇ！　うちも準備完了っしょ！」

「ひょぉぉぉぉぉぉ!!　あ、悪魔原先輩ですぅぅぅぅぅ！」

　わわっ！　どーしたんだろ、たんぽぽちゃん？

　チェリーさんが来たら、あっという間にジョーロの後ろに隠れちゃったよ！

「き、如月きさらぎ先輩！　エマージェンシー！　エマージェンシーですよ！　ひょわわわ……」

「恐れるものなど何もないんじゃなかったのか？」

「こ、この人は別枠です！　悪魔原先輩だけはダメなんです！　悪魔原先輩だけは！」

「あっちゃー……。今日もいつもと同じ調子かぁ～。あははは……」

　怯おびえるたんぽぽちゃんに、少し寂しそうなお顔で笑うチェリーさん。

「あっ！　いけません！　悪魔原先輩がいるということは……」

　たんぽぽちゃんが大慌てで、さっきまでわたしに見せていたプレゼントを抱きしめた。

　必死にチェリーさんから守ってるように見えるけど……

「むふぅ～！　これだけは、これだけは何としても死守せねば……」

「あり？　たんぽぽっち、それなぁに？」

「ひっ！　や、やめて下さい！　これはすっごく大事なものなんです！　如月きさらぎ先輩ならどうなってもいいですから、このプレゼントにだけは触らないで下さい！」

「俺はどうなってもいいんかい」

　たんぽぽちゃん、ほんとーにプレゼントが大事なんだね。

「何を言うんですか！　如月きさらぎ先輩は、どんな時でも必ず私を守ってくれる絶対防壁です！　だからこそ、悪魔原先輩のいかなる災厄も受け止めきれるんじゃないですか！」

「信用が重すぎるわ」

「たんぽぽっち、ひどいなぁ～！　別に何もしないから、ちょっち見せ──」

「い、嫌です！　ずぇぇぇぇったいに嫌です！　ひょぉぉぉぉぉ！」

「あっ！　待ってよ、たんぽぽっち！　……あちゃぁ～。行っちゃったっしょ……」

　ものすごい勢いで、事務所から出ていくたんぽぽちゃん。

　むぅ～、ちょっと困っちゃうよ。だって、残されたチェリーさんが……、

「はぁ……。うまくいかないっしょ～……」

　すっごく落ち込んじゃってるもん。

「その、チェリーさん……。たんぽぽも別に悪気があるわけじゃ……」

「うん。分かってるっしょ……。ありがとね、ジョーロっち。うち、先に行くから……」

　シュンシュンしたまま、事務所から出ていくチェリーさん。

　そのお背中は本当にさみしそうで、なんだか見てるだけで悲しくなった。

「ねね、ジョーロ。どーして、チェリーさんとたんぽぽちゃんは……」

「まぁ、その……チェリーさんって、かなり……こほん。少しドジだろ？　……で、中学時代から後輩のたんぽぽがその被害によくあってたみたいでな」

「う？　チェリーさんが、おっちょこちょい？」

　そうだったっけ？　一学期に図書室のお手伝いをしてくれた時はいっぱい助けてもらえて、すごく頼れる人だと思ってたけど……

「……そういや、ひまわりはチェリーさんのそういうところはあんま知らねぇのか。前の偽にせ恋人事件と体育祭……それに繚りよう乱らん祭さいの時は中々のものでな……」

「むーっ！　それ、わたし知らないよ！　ずるいよ！」

　大変！　わたしの知らないジョーロのお話が出てきたよ！

「いや、ずるいと言われても……」

「知りたい知りたい知りたい！　わたしも知りたい！」

「落ち着け。そんな暴れんでも、どうせ今日知ることになる」

「え？　どーして？」

「そりゃ、チェリーさんも一緒にアルバイトをするからだよ」

「あっ！　そっかぁ！」

　やったよ！　やっぱり、今日はアルバイトをさせてもらって大正解だったね！

　よぉ～し！　いっぱいいっぱい、チェリーさんのことを……う？　わたしが知りたいのは、ジョーロのことだったような……。ま、いっかぁ！　どっちも知れば、問題なしだね！

「つか、そろそろ時間だし、俺おれ達たちも行こうぜ。……今日の業務、ホールは俺と一緒にやることになってるから、ミスっても気にするな。俺が何とかしてやる」

「うん！　ありがと、ジョーロ！」

　いよいよ、アルバイト本番のスタートだよ！　えへへ！　楽しみだなぁ！





※






「いらっしゃいませぇ！　何名様ですか？」

　いよいよお仕事スタート！　まずは、お客様の案内からだよ！

「あれ？　……如月きさらぎ君、この子は？」

「あ。俺の同級生で、今日だけ臨時で入ってる子なんですよ」

「へぇ～！　そうなんだ！　ドジっ娘ちゃんに負けず劣らず可愛かわいい子だね！　……っと、全部で三人だよ、小さな店員さん」

「分かりましたぁ！　んと、じゃあ……」

　お客さんの数が二人まではカウンター席だけど、この人ひと達たちは三人だから……、

「あちらのテーブル席をご利用下さい！」

「おっ！　やるじゃないか！　一度でテーブル席に案内できるなんて、すごいね！」

「えへへ！　ありがとうございます！」

　やったぁ！　褒めてもらえたよ！　わたし、ちゃんとできてるんだ！

「幸か不幸か、チェリーさんのおかげで常連さんにとっての、うちの新人のハードルが下がりまくってるな……」

　なんだかジョーロがボソボソ言ってるけど、よく聞こえなかったよ！

「ねねっ！　ジョーロ、お客様を案内したら次は……」

「ああ。水とおしぼりを運んでくれ」

「分かった！　わたし、ちゃんと運んじゃうよ！」

　その後、わたしがお水とおしぼりをちゃんと持っていったら、じょーれんさんが『すごい！　こぼさずに一発で運べるなんて！』って褒めてくれた。これぐらい簡単なんだから！

「それじゃあ、注文いいかな？」

「はい！　どーぞ！」

「店主の仲良し串カツセット一つとニンニクと紅しょうがの串カツを三本ずつ。……それに冷やしトマト、冷ややっこ、たこわさをお願いできるかな？」

「かしこまりましたぁ！　では、注文のほうぶり返しますね！」

「ぶり返すな。繰り返せ」

　いけない！　言い間違えちゃったよ！　でも、似たようなものだからだいじょーぶ！

「店主の仲良し串カツセット一つとニンニクと紅しょうがの串カツを三本ずつ。……それに冷やしトマト、冷ややっこ、たこわさでよろしーでしょーか？」

「ブラボー！　如月きさらぎ君、この子すごいじゃないか！　完璧だよ！」

「ははは……。ありがとうございます……」

　じょーれんさん、すっごく良いい人！　いっぱいいっぱい、褒めてくれるもん！

　よーし！　ここからも、がんばっちゃうんだから！

　ところで、チェリーさんは……あっ！　あっちで注文を取ってるよ！

「えっと、飲み物はウーロン茶とジンジャーハイ。食べ物は、串カツの盛り合わせを一つと、別でアスパラとウインナー、それにしいたけの串カツをそれぞれ二本ずつお願いできる？」

「はーい！　それじゃ、注文のほうくりかえしまーす！」

「ジョーロ！　チェリーさん、すごいよ！　ぶり返してないよ！」

「普通、ぶり返さないんだよ。……それと、チェリーさんがすごいのはここから先だ」

　う？　今のでもすごいと思うけど……、もっとすごいのはここから先なの？

　いったい、チェリーさんは……

「えーっと、飲み物がウーロン茶とジンジャーハイ！　食べ物が串カツの盛り合わせを一つ、それに別でアスパラとウインナー、それにしいたけの串カツをそれぞれ二本ずつ！　最後に、玉ねぎの串カツを五十本でよろしいですね！」

「よろしくないよ！　玉ねぎがあふれかえっちゃってるよ！」

　どーして足しちゃったの!?　間違えるよりむずかしいよ！

　しかも、そのまま注文票を持ってっちゃったよ！

「安心しろ。注文票を持っていった時点で金かね本もとさんかツバキが気づく。それにお客さんも……」

「おぉ……。あれが、噂うわさの店員さんか……。想像以上だぜ……」

　チェリーさん、思いっきり間違えちゃってたのに、お客さん嬉うれしそうなお顔をしてるよ。

　どうしてだろ？

「なんか変な評判がたっててな。チェリーさんのドジ見たさにくるお客さんがいるんだ」

「チェリーさん、すごいね……」

「だろ？　まぁ、まだまだ色々やると思うから、注目しておくといい」

「うん！　……あ、ジョーロ、わたしも注文は足したほうがいい？」

「足さんでくれ」

　まだ、ほんのちょっとしか働いてないけど、分かってきた！

　確かにチェリーさんは、少しだけおっちょこちょいなのかもしれないよ！




「お、おい……。ひまわり、その量をまとめて運ぶのは……」

「だいじょぶ！　わたし、こーいうの得意だから！」

　ジョーロは心配さんだね！　ただ、食べ終わったお皿を運ぶだけなのに！

　このぐらい全然簡単なんだから！　わたし、得意だもん！

「いや、けど、軽く三十枚はあるから……」

「よっ！　んしょっ！　えい！　ほらね、運べるでしょ？」

「むしろ、なぜ運べるのかを聞いてみたい気持ちでいっぱいだよ……」

　なんだか、ジョーロだけじゃなくて、他のお客さんにも注目されちゃった。

　けど、ちゃんと運べてるんだからだいじょぶだよね！

「ねね、ジョーロ！　これ、どこに持ってけばいいの？」

「たんぽぽのところまで持ってってやってくれ。そしたら、あいつが洗ってくれるから」

「分かった！」

　右手にお皿を三十枚とちょっと。左手にビールの入ってたジョッキを五個持って、洗い場のたんぽぽちゃんのところに持っていく。

「むふふぅ～ん！　今日もピカピカ、ピカピカエンジェ～ル♪　むふふふ！」

　たんぽぽちゃん、みっけぇ！　楽しそうなお歌を歌いながら、お皿を洗ってるよ！

　……あれぇ？　洗い場の近くに、たんぽぽちゃんが事務所で見せてくれた包装紙に包まれたプレゼントがあるよ。ずっとそばに置いておくなんて、ほんとーに大事なんだろうね！

「たんぽぽちゃん、これ、お願い！」

「む？　……おおっ！　日向ひなた先輩、すごいです！　まさかこんなに沢山、同時に持ってくるなんて！　これは、私も負けていられませんね！　むっふー！」

　なんだかたんぽぽちゃんもすっごく張り切って、洗い物をしてる。

　そういえば、前にツバキちゃんが『たんぽぽの洗い物はすごいかな』って褒めてたけど、どのくらい……わっ！　すっごい！　まるで、新品みたいにピカピカになってるよ！

「たんぽぽちゃんもすごいね！　こんなピカピカのお皿、わたし初めて見たよ！」

「むふふ！　そうでしょう、そうでしょう！　私はすごいの……むっ！」

「たんぽぽっちー！　このお皿も一緒に洗ってほしいっしょ～！」

　あ、チェリーさんがお皿を一枚だけ持ってこっちに来てる。

　けど、どうして一枚だけなんだろ？　もっと沢山持ってこれると思うけど……

「ひ、ひぃぃぃぃぃぃ！　そ、そこに置いといて下さい！　それ以上、近づかないで下さい！　むしゅるるるる！」

「あ、うん……。分かったっしょ……」

　たんぽぽちゃんに思いっきり威嚇されて、チェリーさんがシュンと少し離れた場所にお皿を置いて戻っていった。なんだか、少しかわいそうだよ……。

「ねね、たんぽぽちゃん。チェリーさん、いい人だよ？　そんなに怖くないよ？」

「日向ひなた先輩は、悪魔原先輩の恐ろしさを知らないからそんなことが言えるんです！　今まで、何枚のお皿が割られたことか……。少なく見積もっても、百枚は割ってるんですよ！」

　チェリーさん、そんなにお皿割っちゃってるんだ……。

　もしかして、それで一枚しか持ってこなかったのかな？

「……はっ！　よく考えたら、ここに置いておくのは危険かもしれません！　べ、別の場所……絶対に安全な……さながら絶対防壁の如ごとき場所に避難させなければ！　ツバキ様、ほんの少しだけここから離れます！　むっふー！」

「ん。分かったかな」

「むふぅ～……。事務所がいいでしょうか？　いえ、事務所も危険です！　なら……あそこです！　あそこなら、ずえぇぇぇったいに安全ですから！」

　たんぽぽちゃんが、プレゼントを大事そうに抱えて洗い場から出て行った。

　チェリーさん対策にどこかに隠しにいくみたい。それと入れ替わりで、ジョーロが来た。

「ったく、たんぽぽは……まぁいいか。……ひまわり、運び終わったならホールに戻るぞ」

「あ……うん！　分かった！」

　さみしそうに戻ってったチェリーさん、すっごくこわがってたたんぽぽちゃん。

　むぅ……。なんだか、すっごくモヤモヤするよ。

「……チェリーさんとたんぽぽちゃん、仲が悪いまんまなの……やだな」

　つい、思ってたことがお口からこぼれちゃったよ。

「そんなへこんだ顔をするな。お客さんの前では笑顔だ」

「あ、そだね！　……うん！　わたしは元気だよ！」

「大丈夫だ。俺もてめぇと同じことを考えてるからよ」

　ジョーロが、シュンシュンするわたしに優しく声をかけてくれた。

「えっ！　そうなの!?　……じゃあ、二人で頑張れる？」

「当たり前だろ」

　やったぁ！　ジョーロもたんぽぽちゃんとチェリーさんを仲良しにしたかったんだ！

　よーし！　わたしとジョーロで、二人を絶対に仲良しにするんだから！




　──って、頑張ろうとしたのはいいんだけど、なかなかうまくいかないよ。

　たんぽぽちゃんは洗い場からほとんど動かないし、チェリーさんはホールでお仕事。

　一緒になるのは、チェリーさんが洗い物を持っていく時だけなのに、それも滅多にないから二人が話す時がほとんどないの。もっとチェリーさんが、食器を運ぶ機会があればいいのに、どーしてないんだろ？　わたしは、さっきからテーブルの空いた食器を全部まとめてちゃんと運んでるから、チェリーさんにもお皿を運ぶ機会があるはずなのに、どうして……。

　むむむ……。謎が謎を呼ぶ事態だよ！

「いらっしゃいませぇ！　何名……あっ！　ジャスミンさん！」

　お店のドアが開くと、そこからやってきたのはジョーロのお姉さんのジャスミンさん。

　そーいえば、大学が少し早めの冬休みになったからって、戻ってきてたんだよね！

「やっほ、ひま。今日はここでアルバイトしてるって、聞いてたから様子を見にきたよ」

「わぁ～！　ありがとぉ～！」

　ジャスミンさんは、すっごくきれーな大人のレディー！

　あれ？　一人で来たと思ったけど、一緒にいる人が……

「あー！　樋ひ口ぐち先輩だ！」

「……ん？　日向ひなたか。お前、ここで働いてたんだな」

「んとね、今日だけ体験アルバイトなんだよ！　樋ひ口ぐち先輩は……」

「俺はこの人の付き添いだ」

　そう言って、樋ひ口ぐち先輩はジャスミンさんを指さした。

　えぇぇぇぇ！　二人って、仲良しだったの！　これは、きょーいの新事実だよ！

「ふふふ。少し前にちょっと知り合ってね。葉ようには、色々なことを教えてあげてるんだ」

「……一応、そういうことになってる」

「そなんだ！　……あ、いけない！　お席に案内しないと！　えっと……」

　二人だからカウンターだけど、カウンターはもういっぱいだから……

「あちらの席をご利用ください！」

　ちょうどさっきお片付けしたテーブル席にご案内だよ！

「はい。分かりました。……ありがと、ひま」

「んーん！　串カツ、美味おいしいからいっぱい食べてね！」

　ジャスミンさんと樋ひ口ぐち先輩は二人で仲良くテーブル席に座った。

　それで、わたしがお水とおしぼりを取りに行くと……

「ぐぬぬ……！　なんで、プロ入りが確定してる一番の有望株に彼女がいんだよ！　くっそぉ……、この私のお色気があれば、あんな朴念仁イチコロで……」

「屈くつ木きはモテますから、ああ見えて女を見る目はありますよ」

「おい、葉よう。それは何か？　私に問題でもあるって言いてぇのか？」

「問題しかないと言っています。そもそも、屈くつ木きに彼女がいる時点で勝ち目はないでしょう」

「うるせぇ！　とにかく次だ！　切り替えていくぞ！　次のターゲットは、将来性の高そうなキャッチャーのあいつだ！　恋人がいねぇことは調査済みだし、今度こそ……ぐひひひ……」

「はぁ……。あいつの場合、恋人以上の強敵がいるんだがな……」

　なんだか、ジャスミンさんと樋ひ口ぐち先輩のよく分からないお話が聞こえてきたよ！

　でも、樋ひ口ぐち先輩。すごく楽しそうな声を出してるし、きっと楽しいお話だね！

「ひまわり。少しホールに余裕ができたから、事務所と更衣室の清掃をしてもらえるか？　その辺はチェリーさんが教えてくれるからよ」

「え～！　わたし、ジョーロと一緒のほうが……」

「いいじゃねぇか。……ほら、チェリーさんとも少しくらい話したいだろ？」

「……あっ！　そっかぁ！　うん！　分かった！」

　なるほどね！　お掃除と一緒にチェリーさんからお話を聞いて、たんぽぽちゃんと仲良くなれるきっかけを、ジョーロはわたしに見つけてほしいんだ！

　よーし！　それなら、頑張っちゃうよぉ！





※






「それじゃあ、まずはモップがけからっしょ……。はぁ……」

　更衣室で、チェリーさんがすごくシュンシュンしたため息を出しちゃってる。

　だけど、それより気になるのは……

「ねね、チェリーさん」

「んー？　どしたの、ひまわりっち？」

「それ、ほーきだよ？」

　チェリーさん、モップがけなのにほーき持ってるんだよね……。

「え？　うわっ！　ほんとだ！　あはははは！　うっかりしちったっしょ！　はぁ～！」

　また、おっきなため息を出してる。なんだか、すごく深刻そうだよ。

「チェリーさん、だいじょぶ？」

「あ、うん……。ごめんね、ひまわりっち……。実はうち、全然お仕事ができなくて……」

「ううん！　そんなことないよ！　チェリーさん、面白いよ！」

「お、おもしろ……っ！　べ、別に面白くなりたいわけじゃないっしょ……」

　いけない！　なんだか、間違ったことを言っちゃったかもしれないよ！

「仕事は面白くて、たんぽぽっちとも仲良くなれなくて……うち、ダメダメっしょ～！」

　わっ！　わわわっ！　チェリーさんが、すっごくシュンシュンしちゃったよ！

　お仕事のこともだけど、たんぽぽちゃんのことがやっぱり気になってるみたい。

「どーして、たんぽぽちゃんは、あんなにチェリーさんを怖がってるの？」

　モップで床をフキフキしながら、チェリーさんのお話を聞く。

　たんぽぽちゃんって、いつもすっごく明るいし、あんまり誰かを怖がらなそうだけど……

「全部、うちのドジが原因っしょ……。たんぽぽっちの大好きなハンバーグに、ケチャップと間違えてタバスコを山盛りかけて食べさせちゃったり、たんぽぽっちがジュースを飲もうとしてる時、うっかりつまずいて鼻から飲ませちゃったり、蚊が飛んでたからやっつけようとしたら、たんぽぽっちに鼻フックをしちゃったり……」

　思った以上にじゅーしょーだったよ！　中々できない間違いばっかりだったよ！

「そ、そなんだ……」

「だから、このアルバイトを機に仲良くなろうとしたんだけどさ……。うち、ドジだからやっぱりたんぽぽっちに迷惑をかけちゃって……うまくいかないよね……」

　すごいお話ばっかりでちょっと信じられないけど、チェリーさんからしたら深刻なんだ。

　うーん……。どうやったら、チェリーさんとたんぽぽちゃんを仲良しにできるのかな？

　……あっ！　そだっ！

「チェリーさん！　笑顔だよ、笑顔！　にー！」

「……え？」

「んとね、たんぽぽちゃんと仲良くなりたいなら、まずは笑顔だよ！　大事な人を笑顔にしたい時は、自分が笑ってないと！」

　しゅーがくりょこーで、たんぽぽちゃんがわたしに教えてくれた大事なこと！

　誰かを幸せにするために、まずは自分が幸せにならないとね！

「でも、うちが笑っても、たんぽぽっちは……」

「だいじょぶ！　たんぽぽちゃん、今はチェリーさんのこと怖がってるけど、ちゃんとお話すればきっと分かってくれるよ！　だってチェリーさん、すっごい素敵な人だもん！」

「そ、そうかな？」

「そだよ！」

　あっ！　なんだかチェリーさんが元気になってきたよ！

「そうだね！　うち、みんなの中で一番年上だし、しっかりするっしょ！　ありがと、ひまわりっち！　うち、頑張って、たんぽぽっちと仲良くなるっしょ！」

「うん！　わたしも、チェリーさんとたんぽぽちゃんが仲良くなれるよう、お手伝いするよ！」

「うしし！　ありがと、ひまわりっち！　でも、その前にここの清掃を終わらせるっしょ！」

「分かった！　えと、モップが終わったら次は何をやるの？」

「次は、事務所の清掃っしょ！　更衣室でいらなそうな物はさっきまとめておいたから、それを事務所に持っていって、最後に事務所のごみとまとめて捨てればおしまいっしょ！」

「そなんだ！　よーし！　わたし、頑張っちゃうよぉ～！」

　まだまだ二人が仲良くなれるほーほーは、分からない。

　だけど、だいじょぶ！　だって、わたしがんばるもん！　絶対に二人を友達にするんだから！





※






「おつかれ、ひまわりっち！　今日はありがとね！　一緒に働けて楽しかったっしょ！」

「んーん！　わたしも、すっごく楽しかったからおたがいさまだよ！」

　十七時になったところで、今日の体験アルバイトはおしまい！

　普段じゃ経験できないことばっかりで、楽しかった！　それに、アルバイトの時のジョーロは、いつもよりもしっかりさんで、すっごく頼りになったよ！

　これが、『アルバイトのジョーロ』なんだね！

「むふふ！　日向ひなた先輩は素晴らしかったですよ！　あんな沢山食器を運んでくれるなんて、大助かりでした！」

「えへへ！　ありがと、たんぽぽちゃん！」

　たんぽぽちゃんとチェリーさんも、この時間でアルバイトは終わりみたいで、今は一緒に事務所にいる……いるんだけど……、

「ねぇねぇ、たんぽぽっち！　よかったら、この後──」

「あ、悪魔原先輩はわたしに話しかけないで下さい！　むしゅるるる……」

　たんぽぽちゃん、チェリーさんに怯おびえてわたしのお背中に隠れちゃってるんだよね。

　ほんのちょっとだけお顔を出して、すごく威嚇しちゃってるし……。

「わ、私は着替えに向かいます！　むっふー！」

　そのまま、逃げるみたいに更衣室に行っちゃったよ。

「ちぇ～。一緒にご飯食べようと思ったんだけど、失敗かぁ。あははは……」

　事務所のドアを見つめながら、チェリーさんが残念そうにそう言った。

　いつでも笑顔は大事だけど、こんな悲しい笑顔は嫌だな……。

　今日の『一日体験ジョーロ』で、新しいジョーロは知れた。だけど、たんぽぽちゃんとチェリーさんをお友達にできなかったんだよね。

　二人とも……ううん、たんぽぽちゃんが、とにかくチェリーさんを怖がっちゃって……。

「ふぅ。ひまわり、お疲れ」

「ひまわり、お疲れ様かな」

「あ、ジョーロ、ツバキちゃん！　お疲れ様だよ！」

　先に更衣室でお着替えをすませたジョーロが、ツバキちゃんと一緒に事務所に入ってきた。

「それじゃ、ひまわりに今日のお礼をしないとね」

「う？　どーしたの、ツバキちゃん？」

　ツバキちゃんが、事務所のテーブルの引き出しを開けると、そこから茶色い封筒を取り出して、わたしに手渡してきた。

「……はい。今日のお給料かな」

「え？　でも、わたしはただの体験アルバイトだから……」

「体験だとしても、働いてくれた分のお給料は払う。当然のことかな」

「わぁぁぁぁ！　ありがと～！」

　すごい！　わたし、お給料もらっちゃったよ！　じんせーはつのお給料だよ！

「見て見て、ジョーロ！　おきゅーりょーだよ、おきゅーりょー！」

「ああ。ひまわりが頑張った証あかしだな。……とりあえず、てめぇも着替えて来いよ」

「うん！　分かった！」

「ひまわりっち、一緒にいこっ！　うちも着替えるからさ！」




　それから、わたしとチェリーさんも更衣室に向かった。

　ツバキちゃんから貸してもらったユニフォームを脱ぐと、ほんの少しだけソースの香りが漂ってきて、なんだかお腹なかが空いてくる！　この後、ごはんどうしよっかなぁ？

　あっ！　そだ！　チェリーさんとたんぽぽちゃんを誘って、四人で行くなんてどうだろ？

「ひまわりっちは、すごかったっしょ！　あっという間に仕事を覚えて……このまま本当のアルバイトになっても即戦力間違いなしっしょ！」

「ほんと！　じゃ、わたし、がんばっちゃおっかなぁ～！」

　お着替えをしながら、チェリーさんとお話をするわたし。

　そういえば、たんぽぽちゃんも更衣室に行ってたよね。

　……あ、見つけたよ！　もうお着替えは終わってるみたいだけど、なんだかいっしょーけんめー自分のロッカーをゴソゴソしてる。どうしたんだろ？

「ない！　ないです！　ど、どういうことですかぁ!?」

　う？　ない？　何かなくしちゃったのかな？

「たんぽぽちゃん、どーしたの？」

　わたしが話しかけると、たんぽぽちゃんが何だかすっごく慌てたお顔で振り向いた。

　そして、

「わたしのプレゼントが、なくなっちゃってます！」

　とっても大きな声で、そう言った。

「えぇぇぇぇぇ!!　それって、それってアルバイトの前に事務所で見せてくれた、たんぽぽのお花の包装紙に包まれたやつだよね？　たんぽぽちゃんが、しゅーがくりょこーで残したお金を全部使って買った、大事な人への……」

「そ、そうなんです！　厨ちゆう房ぼうに置いておくと危険だったので、更衣室に持っていったんです！　それで、ロッカーの中にしまって……なのに、どこにも……どこにもないんです！」

　だ、大事件だよ！　あれは、たんぽぽちゃんにとってすごく大事なプレゼント！

　それがなくなっちゃうなんて！

　あぁ！　たんぽぽちゃんのお目目がだんだんジワジワしてきて、

「びゅぇぇぇん!!　私のプレゼントがなくなっちゃいましたぁ！　なんでですかぁぁぁ！」

　すっごく大きな声で、泣いちゃってるよ！

「た、たんぽぽっち、落ち着くっしょ！　ほら、ちゃんと探せば見つかるかもしれないし！」

「ひっく！　ひっく！　み、見つからないから、困ってるんですぅぅぅ！」

「だよね……。えっと、たんぽぽっちは更衣室のロッカーにしまってたんだよね？」

「そうですよ！　……ただ、ほんのちょっとだけロッカーが開いてたから、そこから外に落っこちてしまったのかもしれないですけど……」

　そうだったんだ。でも、別に更衣室には誰も入って……あれ？

「……え？　外に落っこちてた？　ま、まさか……」

　大変！　チェリーさんのお顔が、どんどん青ざめていくよ！

　でも、どーしてかは分かったよ！　……いる！　いるんだよ！

　さっきまでのお仕事で、更衣室に入った人が二人いるの！　それは……

「うちが更衣室の掃除をしてた時に……」

　わたしとチェリーさんだよ！　それに、チェリーさん言ってたよ！

『次は、事務所の清掃っしょ！　更衣室でいらなそうな物はさっきまとめておいたから、それを事務所に持っていって、最後に事務所のごみとまとめて捨てればおしまいっしょ！』

　って！　もしかして、あの時にたんぽぽちゃんのプレゼントが混ざっちゃってて……

「ひっく！　……うぅ……、なんですかぁ？　心当たり、あるんですかぁ？」

　涙でグシャグシャになったたんぽぽちゃんの瞳が、ジッとチェリーさんを見つめる。

「うち、ちょっち見てくる！」

「待って、チェリーさん！　行っちゃダメだよ！」

「止めないで、ひまわりっち！　たんぽぽっちのプレゼントがなくなったのは、うちのせいかもしれないっしょ！　だから……」

　いけない！　チェリーさんが、大慌てで更衣室から出てっちゃったよ！

　違うの！　別にチェリーさんのせいだと思って、止めたわけじゃないの！

「探さないと！　うちが見つけないと！」

　バンと大きな音を立てて開くドア、そこで少しキョロキョロと周りを見ると、

「まずは事務所からっしょ！　そこを確認したら次は……っ！」

　あぁ！　事務所に向かって走って行っちゃったよ！

　お願い、気づいて！　チェリーさんは……、




「お着替え、終わってないんだよ！」




　下着姿のまま、お外に出ちゃうのはダメ！　ちじょになっちゃうよ！　ちじょに！

　追っかけて止めないと……あぁ！　ダメだよ！　わたしもお着替え終わってないよ！

　……んしょ！　……んしょ！　よし、お着替え完了だよ！

「それじゃあ……レッツ・ダーッシュ！」

　チェリーさん、事務所に行くって言ってた！　だから、そこに急がないと！

「到着っしょ！　よぉ～し、早速中を確認するっしょ！」

「……はっ！　……はっ！　……はっ！　チェリーさん、待って！　ドアをあけちゃ……」

「……もしもし、フーちゃん、どうしたんだ？　……え？　つきみが俺に話がある？」

　事務所の中から、お電話をするジョーロの声が聞こえてきた。

　大慌てのチェリーさんは、自分のかっこーなんて全然気づかずにドアを開いて……

「ん？　チェリーさん、どうし……はぁぁぁぁぁ!?」

「ジョーロっち！　ちょっとゴミ箱を見せて！　あと、細かいところも確認して……」

「なっ！　なにをやってるんですか、貴女あなたは!?」

「うぅ～！　どこにもないっしょ！　なら、次の場所……もしかしたらホールのどこかにあるかもしれないっしょ！　ホールに直行っしょ！」

　ホールはまずいよ！　お客さん、沢山いるよ！　そんな所に下着姿で行ったら……

「チェリーさん！　一度止まって下さい!!　その格好でホールは、さすがにまずいです！」

「止めないで、ジョーロっち！　うちにはやるべきことがあるっしょ！」

「一番やるべきことをやってないから、止めてるんですけど!?」

「よーし！　急いで……うきゃぁ！」

「やったぁ！　捕まえたよぉ！」

　ほんの少し止まった瞬間に、思いきりダイブ！　チェリーさん、ゲットだよ！

「はなして、ひまわりっち！　うちは……」

「チェリーさん、お着替え！」

「え？　お着替え？　いったい、何を言ってる……しょぉぉぉぉぉぉ!?」

　ふぅ！　チェリーさん、ようやく気づいてくれたよ！

「あー、悪い、フーちゃん。ちょっとチェリーさんが下着姿で店内を駆け巡ってな。そっちの問題を優先して……あぁ、分かってる。つきみとは、あとで合流して話を聞くよ」

「ひまわりっち、はなして！　脱げてるっしょ！　結構脱げちゃってるっしょぉぉぉ！」

　これで、一安心だね！





※






　それから、自分のお着替えを大慌てで終わらせたチェリーさんは、やっと落ち着いてくれたみたいで、今は事務所にいる。

　もちろん、そこにはチェリーさんだけじゃなくて、たんぽぽちゃんも一緒。

「えーっと……、話をまとめると、たんぽぽのプレゼントが更衣室から消えた。……んで、それをもしかしたら、痴チェリーさんが間違って捨てたかもしれないと？」
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　う？　なんだか、ジョーロのチェリーさんの言い方がちょっぴり気になったよ。

　なんでだろ？　別に普通なんだけどなぁ～。

「う、うん……。更衣室のお掃除をしてた時に、ロッカーの上にのってるものとか、床に落ちてるものはまとめて捨てるようにしてるから……たんぽぽっち、ごめんっしょ……」

　下着姿でお店を駆け巡ったからか、チェリーさんは真っ赤なお顔でそうお話をした。

「ひっく！　ひっく！　あ、悪魔原先輩は謝らなくていいです！　私が、ロッカーを開けっぱなしにしてたのが悪いんです！　びゅぇぇぇぇぇん!!」

　たんぽぽちゃん、優しいなぁ……。もしかしたら、わたしかチェリーさんが大事なプレゼントを捨てちゃったかもしれないのに……。

　でも、それで問題が解決するわけじゃない。

　だって、あれからどこを探しても見つからなかったんだもん。

　たんぽぽちゃんが最初に置いてた厨ちゆう房ぼう、わたし達たちが働いてたホール、それにジョーロがゴミ捨て場も確認してくれたけど、そこにもなかった。

　むぅ～！　いったい、どこにいっちゃったんだろ？

「まぁ、とにかく落ち着けたんぽぽ。多分、プレゼントはこの店のどこかにある」

「ぐじゅ……。ど、どうじででずがぁ～？」

「いや、そりゃそうだろ。さっきゴミ捨て場を確認してきたが、そこにはなかった。……んで、まだ業者はゴミ回収に来てないから、持ってかれたわけでもない。……だったら、この店にあるって考えるのが一番シンプルじゃねぇか？」

「ひょわっ！　言われてみれば、臭い如月きさらぎ先輩の言う通りです！」

「誰のせいで臭くなったかは、分かってるよな？」

　ジョーロ、ゴミ捨て場を確認してたから、その時に臭いがついちゃったんだろうね。

「でも、やっぱりうちが原因っしょ……。普段から、ドジばっかりで……」

　うーん……。困っちゃったよ……。チェリーさん、やっぱり元気なくしちゃってるし、プレゼントもどこにあるか、全然分かんないんだもん。

　これで見つからなかったら、たんぽぽちゃんとチェリーさんの関係が、もっと悪くなっちゃうかもしれないよ……。

「たんぽぽ、念のため確認するが、更衣室のロッカーはちゃんと調べたんだよな？」

「もちろんです！　私のロッカーの隅から隅まで、しっかりと確認しました！　むふー！」

「……何か肝心なことを忘れてたりは？」

「してません！　……多分！」

　多分なんだね。ちょっと自信がないんだね、たんぽぽちゃん。

「じゃ、じゃあ、やっぱりうちが捨てちゃったんだ！　うぅ……、こうなったら、うちが新しいのを買い直して──」

「余計なことをしないで下さい、悪魔原先輩！」

「で、でも……」

　たんぽぽちゃん、やっぱりチェリーさんに厳しいよ。そんな風に言わなくても──

「私が渡すプレゼントは、私が買うんです！　悪魔原先輩に買ってもらっちゃったら、それは私のプレゼントじゃなくなっちゃいます！　むっふー！」

　そっか……。そうだよね……。

　わたしも、もし自分がなくしても、誰かに買ってもらいたくない。

　うん！　やっぱり、たんぽぽちゃんはいい子だよ！

「こうなったら、もう一度お店の隅から隅まで探して見つけてやります！　あのプレゼントは、私のことが大好きなはずですから、一生懸命探してたら向こうからやってくるに決まってるんです！　むっふぅぅぅぅぅ!!」

「あっ！　たんぽぽちゃん！」

　……行っちゃった……。お店の隅から隅までって、どこを探すんだろ？

「んじゃ、俺らは俺らで探すか。……まず、最初から確認しようぜ。……たんぽぽのプレゼントを最後に見たのは、それぞれいつだ？」

「うちは、事務所で見たのが最後っしょ。ほら、ジョーロっちとひまわりっちもいた時に……」

「わたしは、洗い場だよ！　その後、たんぽぽちゃんがどこかに持ってくところまでは見たんだけど、どこに持ってったかまでは……」

「さっきのたんぽぽの話を聞く限りだと、そこから、更衣室に持ってったんだろうな」

　むむむむ……。難しいよ！　……でも、本当にチェリーさんが捨てちゃったのかな？

　だって、わたしはたんぽぽちゃんのプレゼントの中身は見てないけど、黄色いたんぽぽの花柄の包装紙に包まれたやつは見せてもらった。さすがのチェリーさんもあれをいらないものとは思わないだろうし、更衣室から運んでたらわたしも気づけると思うんだよねぇ。

「ねね、ジョーロが最後に見たのはいつ？」

「俺もチェリーさんと同じだな。事務所で見たのが最後だよ」

「……う？　うううう!?」

　え!?　な、なんで!?　なんで、ジョーロは右手の人差し指と親指をすり合わせてるの!?

　今の癖は……、

「どうしたの、ひまわりっち？」

「う、ううん！　なんでもないよ！　なんでもないんだよ！」

　わたしが目を丸くしていると、ジョーロがジッとこっちを見た。だから、思わずお口をおさえて言いそうになった言葉を止める。どーして!?　どーして、ジョーロは……。

「となると、やっぱ更衣室か……」

「でも、たんぽぽっちが自分のロッカーは隅から隅まで探したって……」

「もしかしたら、探し漏れがあるかもしれないじゃないですか。その……あいつって、チェリーさんに滅め茶ちや苦く茶ちや怯おびえてますよね？」

「うっ！　そ、そうだけど……」

「だったら、普通の場所には隠さないと思うんですよ。隠したのは、あいつが確実に安全だと思った場所じゃないですか？　『むふ！　ここは絶対防壁だから、安全です！』とか言って」

　そういえば、洗い場から持ってく時も、たんぽぽちゃんそんなこと言ってたなぁ。

「分かったっしょ！　じゃあジョーロっちの言う通り、更衣室をもう一度探してみる！　うちが、絶対に見つけるっしょぉぉぉぉ！」

　落ち込んでたチェリーさんが、あっという間に元気になって更衣室に向かっていった。

　本当に、たんぽぽちゃんのプレゼントが見つけたいんだろう。

　だけど、わたしはそれより先にやりたいことがあった。

　今、事務所にいるのはわたしとジョーロだけ。だから……、

「ねぇ、ジョーロ。……知ってるの？」

　どうしても気になっていたことを、素直に聞いた。

「さぁな。とりあえず、俺おれ達たちも更衣室に行こうぜ」

　むぅ～！　ジョーロのいじわる！　教えてくれたっていいじゃん！

　でも、もし知ってて言わないなら、きっと何か理由があるんだよね！　よぉ～し！　わたしもいっしょーけんめー探して、たんぽぽちゃんのプレゼントを見つけちゃうよ！




「むふぅぅ！　やっぱり、ないです！　厨ちゆう房ぼうもホールも探したけど、見つかりません！」

　更衣室に向かうと、たんぽぽちゃんも探してたみたいで、いっしょーけんめーな声が聞こえてきた。それに……

「たんぽぽっち、うちも手伝うっしょ！」

　とっても元気なチェリーさんの声も、聞こえてきた。

「ひょわっ！　なぜか、やけに張り切っている悪魔原先輩が現れました！　……い、いえ、お気持ちだけ受け取っておくので、そこでジッと……」

「大丈夫っしょ！　うちが絶対に、たんぽぽっちのプレゼントを見つけ……うきゃぁぁぁ！」

　あっ！　チェリーさん、思いっきり転んじゃったよ！　けど……

「……っとと！　うきゃあ！　……っとと！　うきゃあ！　……っとと！　うきゃあ！」

「ひょわぁぁぁぁ！　なんですかその人知を超えた動きはぁぁぁぁ！」

　すごいよ、チェリーさん！

　転びそうになったら、ロッカーにつかまってドアを開いて、また転びそうになったらロッカーにつかまってドアを開いて……ドンドンたんぽぽちゃんのほうに近づいていってるよ！

　どうやったらこんなことになるのか、かいもくけんとーがつかないよ！

　しかも、そのままたんぽぽちゃんに……

「うきゃぁ！」「むぎょっ！」

　思いっきり、ダイブしちゃったよ……。

「いつつ……。結局、転んじゃったっしょ……。あり？　たんぽぽっち？」

「むふー！　むふー！　く、苦しいです！」

　チェリーさんのお尻が、思いきりたんぽぽちゃんのお顔の上にのってる。

　たんぽぽちゃん、息ができないみたいでジタバタ暴れちゃってるよ。

「わっ！　ご、ごめんね、たんぽぽっち！　大丈夫？」

「……ぷはっ！　大丈夫じゃありません！　だから、悪魔原先輩は来ないで下さいって言ったんです！　むっふー！」

「うっ！　ご、ごめんね……」

　むぅ～……。もしかしたら、これをきっかけに二人が仲良くなれるかもって思ったけど、この様子だと難しそうだよ……。

「まったく！　そこでジッとしてて下さい！　開いてしまったロッカーを閉じますから！」

「あ、うちも手伝っ……」

「ジッとしてて下さい！　むっふー！」

「……はい」

　たんぽぽちゃんのほうが年下なのに、お姉ちゃんみたいになっちゃってるよ。

「まったく！　こんなにパカパカとロッカーを開いて……ややっ？　ややややや!?」

　あれ？　どうしたんだろ、たんぽぽちゃん？

　一つのロッカーの前で立ち止まって、ものすごく驚いたお顔で中を確認してる。

　そのまま、お手手をいれてるけど……あっ！　あぁぁぁぁぁぁ！

「見つかりました！　見つかりましたよ！　私のプレゼントです！」

　出てきたよ！　ずっと探してた、たんぽぽの花柄の包装紙に包まれたプレゼント！

「え!?　見つかったの!?　っていうか、なんでそんなところにあるっしょ!?」

　突然のことに驚くチェリーさん。見つけたたんぽぽちゃんもすごくビックリしてるよ！

「わ、分かりません！　えっと、このロッカーは……」

　たんぽぽちゃんが、ジッとロッカーを確認する。それで、少しだけ経たつと、

「如月きさらぎ先輩のロッカーです！」

　なんで!?　なんで、ジョーロのロッカーの中にあるの!?

　もしかして……

「如月きさらぎ先輩、どういうことですか！　むっふー！」

「ジョーロっち、どういうことぉ～？　うち、すっごく恥ずかしい思いをしたんだけどぉ？」

　たんぽぽちゃんとチェリーさんが、すごくプンプンしながらジョーロのほうにいった。

　もしかして、ジョーロが隠してたの？

「い、いや！　知らねぇよ！　てか、それ、たんぽぽのプレゼントだったのか!?　なんか、変なもんがロッカーに入ってるとは思ったけどよ……」

「むっふぅ～！　好きな子にいじわるをしたくなる男心は分かりますが、これは度を越えています！　ひどいです、ひどいです！　むしゅるるるるる！」

　すごい剣幕で怒るたんぽぽちゃん。でも、本当にジョーロがとっちゃったの？

　そんなことをするとは……あっ！

「ちがう！　ちがうよ、たんぽぽちゃん！」

「む？　どういうことでしょう、日向ひなた先輩？」

　思い出したよ！

　そーいえば、最初に事務所で、チェリーさんが来た時にたんぽぽちゃんは……

『何を言うんですか！　如月きさらぎ先輩は、どんな時でも必ず私を守ってくれる絶対防壁です！　だからこそ、悪魔原先輩のいかなる災厄も受け止めきれるんじゃないですか！』

　って、言ってたよ！　だから、プレゼントをジョーロのロッカーに入れたのは……

「たんぽぽちゃんだよ！　ジョーロのロッカーにプレゼントを入れたの！　だって、たんぽぽちゃん言ってたもん！　ジョーロはぜったいぼーへきだから安全だって！」

「む？　私が？　そういえば……ひょわっ！」

　そこでたんぽぽちゃんも思い出したのか、真っ赤に怒ってた顔がどんどん青ざめてるよ。

「そ、そうでした！　私、厨ちゆう房ぼうから更衣室に持っていって、最初は自分のロッカーに入れようとしたのですが途中で中止にして、絶対に安全な如月きさらぎ先輩のロッカーに入れてたんでした！　忘れてました！　自分のロッカーを開けっぱなしにしてたことも、そっちに入れたことも！」

　やっぱり、そうだったんだね……。だから、ジョーロはたんぽぽちゃんに聞いてたんだ……。『ちゃんとロッカーを確認したのか？』って。

「え？　じゃあ、うちって最初から何もしてなかったってこと？」

　青ざめるたんぽぽちゃんと、呆あつ気けにとられるチェリーさん。

「は、はい……。た、ただの私の不注意で……ひょわわわわわ……」

　自分の勘違いで起こしちゃっただいそーどーに大慌てのたんぽぽちゃん。

　そのまま、チェリーさんとジョーロをじっと見つめると、

「ご、ごめんなさいぃぃぃぃぃ!!」

　思いきり、頭を下げてあやまった。

「わ、私のせいで、とんだ迷惑を！　それに、ものすごく失礼なことを言ってしまい……本当に、本当にすみません！」

「気にするな。てめぇのアホさ加減ぐらい、よく分かってる」

「い、いえ……、如月きさらぎ先輩が許してくれるのは当たり前だからいいんです……」

「よくねぇわ。どういう前提条件だ、コラ」

「……ただ、悪魔原先輩は……」

　お顔をちょっとだけあげて、恐る恐るチェリーさんを見るたんぽぽちゃん。

　すると、チェリーさんは、

「……あは！　あははははは！　大丈夫っしょ！　誰でもミスはするんだし、このぐらいへっちゃらっしょ！　うちのほうが、普段からすごいミスをしちゃってるしね！」

　笑顔でそう言った。

「ほ、本当に怒ってないんですか？　全裸で店内を駆け巡り、傷物になったというのに……」

「全裸じゃないし、傷物にもなってないっしょ！　うち、そんな変態じゃないっしょ！」

「ほぼ全裸でしたけどね……」

「ジョーロっち、うるさい！　さっきのは忘れるっしょ！」

　うん、そだね。下着姿で走り回っても、ちょっとすごいよね……。

「と、とにかく！　見つかったんなら、それでよしっしょ！」

「わぁぁぁぁ！　ありがとうございます！　悪魔原先輩は、ただ災厄をまき散らす恐ろしい存在だと思ってましたけど、とても優しい人だったんですね！　むふ！」

「さ、さいや……っ！　あははは！　そんなひどいことしないっしょ～！」

　たんぽぽちゃん、素直だもんね。なんでも言っちゃうよね。

「はい！　桜原先輩が、うっかりとロッカーを開けて回ってくれたおかげで、プレゼントを見つけることができて、本当に感謝です！　とっても嬉うれしいです！」

「あっ！　今の呼び方！　……うん！　たんぽぽっちのプレゼントが見つかって、うちも嬉うれしいっしょ！　よかったね、たんぽぽっち！」

「はい！　桜さくら原ばら先輩！　むふふふ！」

　わぁぁぁぁぁ！　たんぽぽちゃんとチェリーさんが、嬉うれしそうにお話してるよ！

　すごいすごいすごい！　さっきまで、あんなに仲が悪かったのに！

「……あ！　そうだ！　ねぇねぇ、たんぽぽっち！　よかったら、この後うちと一緒にご飯食べに行かない？　プレゼント見つかったお祝いをやるっしょ！」

「本当ですか！　嬉うれしいです！　私も、一緒にご飯食べたいです！　むふふふ！　……あっ！　日向ひなた先輩と如月きさらぎ先輩もですよ！　みんなでご飯を食べれば、もっと美味おいしいですから！」

「ああ。構わねぇぞ。……ひまわりは？」

「うん！　わたしも、だいじょぶ！」

　よかったね、チェリーさん！　たんぽぽちゃんと仲良くなれて！

　わたしも、すっごく嬉うれしいよ！

「ところで、どこに食べに行きますか？　ヒイラギさんのお店ですか？　それとも……」

「うししし！　実は、うち、すっごく美味おいしいハンバーグ屋さんを見つけたんだ！　だから、みんなでそこに行くっしょ！」

「ひょっ！　ハンバーグですと！　それは、私の大好物です！　楽しみです！　むふふ！」

　嬉うれしそうに、チェリーさんの腕をギュッと抱きしめるたんぽぽちゃん。

　やっぱり、みんなが仲良しなのは楽しいね！　嬉うれしいね！





※






「ハンバーグ♪　ハンバーグ♪　むふふふふふ！」

「たんぽぽっち、涎よだれが出てるっしょ！　うししし！」

「はっ！　つい、食欲があふれてました！　私、うっかりです！」

　商店街を仲良くお話しながら歩く、たんぽぽちゃんとチェリーさん。

　その後ろを、わたしはジョーロと一緒に歩いてる。それで、こっそり……

「ねね、ジョーロ」

「ん、どうした、ひまわり？」

　わたしは、二人に聞こえないように、小さな声でジョーロに話しかけた。

　今日のたんぽぽちゃんのプレゼント事件。更衣室に入ったのは、たんぽぽちゃんとわたしとチェリーさんだけじゃない。最後に入ったのは、先にお着替えを済ませてたジョーロだった。

　その時に、きっとジョーロは自分のロッカーを開けてる。だから……

「ジョーロは、最初から全部知ってたの？」

「たんぽぽのプレゼントが俺のロッカーに入ってるのは知ってたよ。だから、勝手に回収するだろうと思ってたが、まさか忘れてあんな大騒ぎになるとは思わなかったな……」

「そなんだ！　じゃあ、そこから黙ってたのは……」

「ああ。そういうことだ」

　やっぱり、そうだったんだね！　ジョーロは、チェリーさんにたんぽぽちゃんのプレゼントを見つけさせてあげようとしてたんだ！　それをきっかけに二人が仲良くなれるように！

　ないって分かってるのに、ちゃんとゴミ捨て場を探したりして……。

「助かったぜ、ひまわり。てめぇがたんぽぽの言葉を覚えててくれたおかげで、どやされずに済んだからな」

「えへへ！　わたし、ちゃんとお話を聞いてたら覚えてるもん！」

　ううん、わたしなんかより、ジョーロのほうが全然すごいよ！

　ほんとーは、最初から全部分かってたのに、チェリーさんとたんぽぽちゃんのために、こっそりがんばってるんだもん！

　ジョーロは、いつもそう！　自分のがんばりを誰かに見せようとしない。

　こっそり誰かを助けて、そのことをお話しない！

　お花に優しくお水をかける、じょうろみたいな人なんだ！

　お家うちでも学校でも……アルバイトでも、やっぱりジョーロはジョーロなんだね！

　だから、わたしは……

「ジョーロ！　わたし、今日はすっごく楽しかった！　一日体験ジョーロ、ありがとね！」

　気持ちのままに、ジョーロの腕をギュッと抱きしめた。
















　ハンバーグ屋さんでご飯を食べた後、チェリーさんとたんぽぽちゃんとお別れしたわたし達たちは、そのまま帰ると思ったけど、もう一つ寄り道。ジョーロが『会わなきゃいけない奴やつがいる』って喫茶店に向かったんだ。

　それでね、そこで待ってたのは……

「神よ。鈍き者に断罪を……」

　ものすごくムスッとしたつきみちゃんだった……。

「とりあえず、何があったか聞いてもいいか？」

「……（コクリ）」

　さっきジョーロから聞いたお話だと、つきみちゃんがものすごく怒ってフーちゃんに連絡して、フーちゃんが自分では対処できそうにないからって、ジョーロにお願いしたんだよね？

「今日、鈍き者とお出かけした。ワタシ、ちょっと風邪気味だった」

　鈍き者って、ホースのことだよね？

「とても大事なパーティの準備。ワタシ、風邪気味でも頑張ってた。……でも、鈍き者にうつしたくない。だから、離れてって言った」

「……ふむ。ちなみに、今の体調は？」

「灼しやく熱ねつの怒り。ウイルスを滅ぼす」

「……分かった。続きを話してくれ」

「鈍き者、コンビニに行った。マスクを買ってきた」

　わぁ～！　ホース、優しいね！　つきみちゃんのために、わざわざ──

「鈍き者。そのマスク、……自分でつけて『これでうつらないよ！』といい笑顔で言った」

　とんでもない人だったよ！　新手の嫌がらせだったよ！

　そーいう時は、女の子につけてあげないとダメなんだよ！

「あの男は…………てっきり、もう大丈夫かと思ったら、そんな鈍感さを……」

「ワタシ、とても苛いら立だった。だけど、折角の二人きりの時間。雰囲気を悪くしたくない。だから我慢して……、自分の気持ちを抑えるためにも冗談を言った。『ワタシ、可愛かわいい顔、ちゃんとホースに見せたいからマスクつけない』って。そうしたら……、そうしたら……っ！」

「お、落ち着け、つきみ！　なぜか、てめぇの持ってるアイスコーヒーがホットコーヒーに変貌してるから！　……てか、それ、どうやってんだ!?」

　わわわっ！　つきみちゃんの全身からすさまじい怒りのオーラが出ちゃってるよ！

　滅多に怒らないつきみちゃんをこんなに怒らせるなんて、ホースはいったい何を……

「鈍き者、言った。『別に普通だし、マスクつけたら？』って……」

「ひどい！　ひどすぎるよ！　大罪人だよ！　ジョーロ、おしおきだよ！　おしおき！」

　女の子は恋人さんに、顔が『普通』なんて言われたらすっごくショックなんだよ！

「なんで、てめぇまで怒りだしてんだよ！」

　むぅ～！　ホース、デリカシーない！　つきみちゃん、かわいそう！

　せっかくの二人きりのお出かけだったのに、ゆるされざるこーいだよ！

「しかし、あの男は……、どこまでやらかせば気が済むんだ……」

「神よ。鈍き者に断罪を……」

「とりあえず……、一週間無視しとけ。それが、何よりの裁きになる」

「……けど、相手は鈍き者。もし、まるで反省していなかったら……」

「だいじょぶだよ、つきみちゃん！　その時は、わたしとジョーロが何とかするよ！」

　今日のチェリーさんとたんぽぽちゃんみたいに、きっとホースとつきみちゃんもしっかり仲良しにしちゃうんだから！　わたしとジョーロにできないことなんてないもん！

「何でひまわりは、妙な自信を……はぁ。分かったよ……。もし、ホースが反省してないようならもう一度俺に言ってくれ。その時はあいつに直接、全力で説教してやる」

「おぉ……。やはり、ジョーロは神。とても感謝。ありがたき幸せ……」

「いや、そこまでかしこまらんでいいんだが……」

　さすが、ジョーロだね！　やっぱり、わたしの幼おさな馴な染じみはすごい人だよ！








【俺はまだまだまだ集まって話す……が、もう一人減った】









「──だから、チェリーさんは下着姿で店中を駆け巡ったわけだな！　な？　別に俺が駆け巡らせたわけでもなかっただろ？　ただ、あの人が想像を絶するドジだっただけだ」

「相変わらず、チェリーさんはすさまじいな……。まさか、自らが衣服を装着していないことを失念するとは……。以前よりも悪化しているのではないか？」

「ま、もう色々やってるからな。……多分、アレだ。ドジのインフレが起きてるんだよ」

　よしよし、フーちゃんの誤解は無事に解くことができたな！

　では、相談主であるホース君は……

「へぇ～……。君がつきみちゃんに僕を一週間無視するように言ったから、僕は……。ふ、ふふふ……ふふふふふ……」

　怒らないでって言ったのにぃぃぃぃ！

「ち、ちげぇよ、ホース！　……いや、まるっきり違うとは言い切れねぇけど、そもそもの原因を作ったのはてめぇだろ？　だから、ここは半々ということで……」

「だったら、その原因を早く教えてくれない？」

「……はい？」

「僕、今の君の話を聞いても、つきみちゃんが怒った理由がさっぱり分からないんだけど？」

　この男、正気か？

「はぁ……。つきみも気の毒に……」

「なんか、すごい腹が立つんだけど？」

　まさか、ここまで話しても原因が理解できていないとは……。悪癖はまだ残ってたわけだ。

　仕方ねぇ……。つきみとも約束をしちまってるし、

「てめぇが、まだまだ裏の気持ちを分かってねぇからだよ！　このボケナスが！」

　全力で説教をお見舞いしてやるか。

「え？　ど、どういうことだよ!?」

　突然俺が怒鳴りだして面食らったのか、わずかに勢いを失うホース。

　が、そんなことはどうでもいい。とにかく、このリアル鈍感野郎にガツンとかましてやろう。

「いいか？　つきみがてめぇに怒った理由は二つ！　一つ目は、てめぇがマスクを買って自分でつけたからだ！　風邪気味の彼女のためにじゃなくて、自分がマスクをつけるとかアホか!?　そういう時は彼女につけてやるんだよ！」

「で、でも、つきみちゃんは僕にうつるのを心配してたから……」

「だったら、初めから二つ買ってこい！　それで、問題なかっただろうが！」

「言われてみれば！」

　言われてから気づくとか、アホか！　ほんと、余計なミラクルばっか起こしやがって！

「んで、二つ目は、『ワタシ、可愛かわいい顔、ちゃんとホースに見せたいからマスクつけない』ってつきみが言った時に、てめぇが『別に普通』って返事をしたのが原因だ！　好きな男から顔が『普通』って言われて、傷つかない女の子がいると思うな！」

「違うよ！　それは、『マスクをつけてても、普通に可愛かわいい』って意味で……」

「だったら、そう言えやぁ！　つきみは、そうとらえてねぇんだよ！」

「な、なんてことだ……。言葉って難しいんだね……」

　てめぇの脳のほうが、はるかに難しいわ。

　ナチュラルに嫌がらせをぶちかますとか、正気の沙汰じゃねぇぞ。

「つうわけで、次につきみに会ったらちゃんと謝れ！　それと、あいつの気持ちをもっとよく考えること！　分かったか!?」

「わ、分かったよ……。その……、教えてくれて、ありがとう。ジョーロ」

　ふぅ～。若干、勢いでごまかしたところもあったが、どうにかホースの怒りが収まったぞ。

　あとは、こいつの機嫌をちょっと回復させるためにも……うん、一応謝っておこう。

「まぁ……、気にするな。まぁ、一応俺のせいでもあるわけだし……悪かった……」

「いや、君の言う通り、僕が根本的な原因だからさ。……謝らなくて大丈夫だよ！」

　やったぁ！　いつものキラキラホース君が帰ってきてくれたよ！

「……よし。原因はバッチリ分かったし、これなら何とかなりそうだよ！」

　つまり、これで全ての『恋愛相談』が無事完了したわけだな。

　初めはどうなることかと思ったが、無事に全ての相談事を解決できて一安心だ。

　三人で解決しようって言ったのに、結局ほぼ俺一人の担当だったけど……。

　まぁ、いいか。無事に終わったわけだし……ん？

　なんか店のドアがやけに激しく開いたのだが……

「やっと見つけましたよ、特とく正しよう先輩！　むっふー！」

　現れたのは、我が西にし木き蔦づた高校の野球部マネージャー兼アホ神様の蒲かま田た公きみ英えことたんぽぽ。

　モコモコしたコートに全身をつつみ、頭には可愛かわいらしいベレー帽をかぶっている。

　何があったかよく分からないが、やけにご立腹な様子だ。

「むふー！　疲れました！　とっても疲れました！」

　チョコチョコと俺おれ達たちの席にやってくるたんぽぽ。

　怒りで周りが見えていないのか、俺やホースの存在にはまるで気づいてないようだ。

　さっきのサンちゃんじゃねぇが、フーちゃんもたんぽぽと会う約束をしてたわけね。

　なぜ、二人とも待ち合わせ場所をここに──

「む？　たんぽぽ、なぜここにいる？」

　あれ？　なぜかフーちゃんがきょとんとしているぞ？

　こいつら、ヒイラギの店で待ち合わせをしてたんじゃ……

「『なぜここに!?』じゃありません！　特とく正しよう先輩がいつまで経たっても待ち合わせ場所に来ないから、色んな場所を探し回って……、探し疲れてお腹なかが空いたから、ちょっとヒイラギさんのお店でタダ飯でも食べさせてもらおうと訪れたら、ようやく見つけられたんです！」

　アホミラクルである。まさか、そんな方法で尋ね人を発見するとは……。

　しかし、妙だな……。フーちゃんが、たんぽぽとの待ち合わせに遅れるなんてことはないと思うのだが……

「待ち合わせ時間は十七時ではなかったか？　まだ、十五時なのだが……」

　遅刻してねぇどころの騒ぎじゃねぇ……。なんだ？　たんぽぽが時間を勘違いでも……

「何を言ってるんですか！　私は、とっても楽しみだったから十三時から待ってたんです！」

　むしろ、てめぇが何を言っている？

「つまり、統計的に考えて、特とく正しよう先輩も十三時に来るべきだったんです！　まったく、私との待ち合わせに時間通り来ようとするなんて、常識的に考えて有り得ませんよ！」

　統計的に考えても、常識的に考えても、てめぇがありえんわ。

「統計的に考えても、常識的に考えても、貴様がありえんのではないか？」

　さすが、フーちゃん。思ったことを正直に言いすぎる男だ。

　けど、んなことを言って大丈夫なのか？　いきなり喧けん嘩かなんてことに……

「仮に俺が遅刻をしていたのであれば謝罪をするが、そうではない。加えて言えば、なぜ連絡をしなかったのだ？　そのスマートフォンは飾りか？」

　どうして、火に油をドバドバ注いじゃうの？

　冷静な表情で、とても厳しい正論を言いながらも、下半身は高速バイブレーションをしているフーちゃんである。どうやら、とても緊張しているようだ。

「なんで、いつもそうやってひどいことを言うんですか！　やっぱり、特とく正しよう先輩はいじわるです！　むっふー！」

　そうだな……。たんぽぽの味方ってわけじゃないが、さすがに今のはちょっと言いすぎな気もする。いくらフーちゃんが、ちょっと素直じゃないにしても……

「それよりも、そんな所で立っていないで座ったらどうだ？　歩き疲れているのだろう？」

「あっ！　そういえばそうでした！　私、疲れてたんでした！」

　バ、バカな!?　フーちゃんが……、あのフーちゃんが、自然と自分の隣に座らせる高等テクニックを披露しやがったじゃねぇか！　いったい、いつの間に身に付けた!?

「むふぅ～。足がパンパンです！　これも全部、特とく正しよう先輩が来てくれないからですからね！」

　だが、アホ神様の怒りはまだ収まってはいないようで、頰を膨らませながらギロリとフーちゃんをにらみつけている。さて、ここからどうするつもりだ？

「謝罪をするつもりはないが、感謝はする」

「ひょわ？　どういう意味でしょうか？」

　ん？　まさか、この男……

「わざわざ待ち合わせ時間よりもはるか前に来てくれていたのだろう？　その点に関して、統計的にも常識的にもありえんとは思うが、ありえんからこそ喜びは強い」

　アメでムチったぁ！

　やっぱり、そうだ！　フーちゃんの奴やつ、早速さっき学んだ方法を実践してやがる！

「これこそ、まさにたんぽぽならではの喜ばせ方だな」

　すっげぇぇぇ！　オンリーワンで特別感を出す高等テクニックだよ！

「むふふ！　そうでしょう！　これは、私にしかできないすんばらすぃ計らいなのです！」

　スマートにアホの機嫌を直したぁ！　さっきのヘタレに見習わせたい！

　ねぇ、ちょっと待って。この人、こんなに恋愛上手だったっけ？

「まったくだな。……だからこそ、俺は俺で貴様にできる最大限の謝礼をしようではないか」

「ひょ？　謝礼ですか！　それは、とっても楽しみです！　むふふふ！」

　おいおい、この恋愛上手さん、ここからどうするつもりだよ？

　現段階でこっちが勉強になることばかりやっているってのに、これ以上……はて？

　フーちゃんがゴソゴソとカバンをあさり始めたぞ。いったい、何を……

「これを貴様にくれてやろう。……ハンバーグだ」

　結局、そこかーい！　今まで華麗に決めてたのに、最後のオチがひどいな！

　いくら、たんぽぽでも食べ物につられるなんて……

「わぁぁぁぁぁ！　ハンバーグです！　これ、食べていいんですか!?」

　さすが、アホである。さすが、アホである。思わず、思考が二回繰り返された。

　しかし、いいのか？　いくら友達の店とはいえ、持ち込みの食べ物というのは……

「うむ。この店の裏メニュー、『特製むふむふ鶏ひき肉ハンバーグ』だ。……美味うまいぞ」

　この店の商品だったんかい！　まさか、限定メニュー以外に裏メニューも存在するとは。

　意外と奥が深いな、『ゲンキな焼鳥屋』。

「では、さっそく……はむはむはむ！　ん～！　モリンゴモリモリスペシャル美味おいしいです！　ありがとうございます、特とく正しよう先輩！」

　チョロい。想像を絶するチョロさである。

「ふ、ふん……。この程度でいちいち礼を言うな。…………せ、成功だ！」

　よかったね、フーちゃん。たんぽぽと喧けん嘩かをした後、すぐに仲直りができて。

　けど、ここで使っちゃったら、あとで使えないんじゃ……ん？　フーちゃんのカバンの中身がチラッと見えるのだが……って、すげぇ量のハンバーグ入ってるんですけど！

　もしかして、今日たんぽぽと会うからあらかじめ準備を……にしても、しすぎだけどな！

「むっぷぅ～！　大満足です！　特とく正しよう先輩、ありがとうござ……やややっ！　如月きさらぎ先輩と葉は月づき先輩がいます！　いったい、いつの間に!?」

　最初からいたわ。どんだけ視野がせめぇんだ、てめぇは。

「なぜお二人が……はっ！　まさか、私に会いたくてしゃあなくて、わざわざここに……」

「違う」「違うよ」

「んもぉ～う！　相変わらず、お二人とも照れ屋さんですねぇ～！　皆まで言わずとも、しっかりと分かってますから大丈夫ですよ！　むふ！」

　皆まで言っても分かってくれなさそうだから、もういいや。

　ところで、無事にたんぽぽの機嫌が直ったってことは……

「すまん、ジョーロ、ホース。俺はそろそろ席を外しても構わんか？」

　ってことなんだろうな。

「ああ、大丈夫だよ。たんぽぽを優先してやってくれ」

「うん。気にしないでいいよ、フーちゃん」

「恩に着る。……貴き様さま達たちのおかげで、俺は新たなる一歩が踏み出せた」

　その一歩の歩幅がでかすぎて、君が随分と遠くに行ってしまったように感じるよ。

「むふふ！　特とく正しよう先輩、たんぽぽちゃんは全てにおいて最優先されてしまうのですから、わざわざ謝罪も感謝も必要ありませんよぉ～！」

　なわけねぇだろ……と言ってやりたいが、フーちゃんにとってはそうとも言えるので、非常に否定がしにくい瞬間である。

「では……向かうか」

「はい！　行きましょう行きましょう！　私は準備万端ですから！」

　二人で仲良く立ち上がり、『ゲンキな焼鳥屋』をあとにしていくフーちゃんとたんぽぽ。

　能天気な笑顔で笑うたんぽぽのハンドバッグから少しだけ顔をのぞかせているのは、タンポポの花柄の包装紙に包まれたプレゼントだ。……そして、その中身を俺は知っている。

　あの日のバイト後にハンバーグ屋に行った時、たんぽぽが嬉うれしそうに教えてくれたんだよな。『お世話になってる人に、バッティンググローブのプレゼントです！　むふ！』ってさ。

　それが誰かは……、まぁ、いいだろう。頑張れよ、フーちゃん。




「結局、残ったのは俺おれ達たちだけか」

「そうだね。みんな、約束があるみたいだし」

　サンちゃんとフーちゃんが去り、残されたのは俺とホースだけ。

　そういや、こうやってホースと二人で話すのって繚りよう乱らん祭さい以来かもな……。

「みんな、約束がある、か。……だったら、ホースも？」

「うん。今日はこの後、つきみちゃんと会う予定だよ」

「大丈夫なのか？　つきみ、まだ怒ってるんだろ？」

「そうだね……。でも、原因は分かったし、もう大丈夫さ！」

　さすが、俺の上位互換。俺なら原因が分かっても、しっかり機嫌の直し方まで──

「だから、その辺りも相談させてもらえると嬉うれしいな！」

　この似た者同士が！　そこは自分で何とかするんじゃねぇのかよ！

「いやぁ～、本当に助かるよ！　自分のせいで、僕が一週間つきみちゃんに無視されることになったからって、わざわざデートプランまで一緒に考えてくれるなんてさ！」

　この男！　さっき事情を聞いて、やけにあっさりと納得したのはこれが原因か！

　確かに、俺のせいじゃねぇって言いきれねぇけどさ！

「デートプランなんて、知らねぇよ！　んなもん、自分で考え──」

「それがさ、君が知ってるみたいなんだよ。つきみちゃんの理想のデートを」

「はぁ!?　どういうことだよ？」

　なんで幼おさな馴な染じみ兼彼氏のてめぇより、俺のほうが詳しいんだっつうの。

「実はつきみちゃんを怒らせる前に、言われたことがあってさ……。『ジョーロ、やはり神。こないだ、すごく素敵なデートしてた。あれこそまさに、理想のデート』ってね！」

　ん？　俺がしていた素敵なデートをつきみが目撃していた、だと？

　それって、まさか……

「だから、どんなデートだったのってつきみちゃんに聞いたら、『完璧なエスコート、圧倒的気遣い、そして……、時には全裸になるユーモラスな振る舞い』だったって言ってたよ」

　その件だと思ってましたよ！　今までの話で、一人だけ登場してない奴やつがいるもんな！

　そいつが登場しないまま、終わるわけがないですよね！

　しかも、当然のように厄介な誤解もセットになってやがるし！

「つきみちゃんは君を尊敬してて、色々と脚色してる気がしたからさ。是非とも、君自身からそのデートの話を聞いて参考にしたいと思ってたんだ。……全裸の箇所も含めてね！」

「そこは含めんじゃねぇよ！　大体、全裸になってねぇから！　それは、つきみの勘違いだ！」

　ほんと、あのジョーロ信者は、教主を窮地に追い込むことに特化してんな！

「いいじゃん。それより、どんなデートをしたか教えてもらえない？」

　お願い風味のくせに、目つきが本気すぎて怖い……。

　はぁ……。まさか、この件まで話すことになるとは……

「正直、参考にならねぇ気しかしねぇんだが……」

「それは聞いてから判断するよ。今までの話だって、ジョーロは全然参考にならないって言ってたけど、実際は違っただろう？」

　説得力があるような。ないような……。まぁ、本人が希望してるなら……。

「分かったよ。だったら、話してやるよ。あのデートは──」
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　──金曜日。

「……っ！　朝だ！」

　カーテンの隙間から差し込む光を感じた私──コスモスこと秋あき野の桜さくらは、抱きしめていたぬいぐるみとともに、勢いよく体を起こした。

「えーっと……、まさか、今日に限って寝坊なんてしては……」

　時計を確認すると、午前五時。……よかった！　今日も時間通りに起きられたよ！

「うん！　バッチリ！　今日も絶好調だね！」

　実は、私は早起き……というよりも、午前五時ちょうどに起きるのが秘ひそかな特技なんだ！

　私の家では、『家族そろって朝食を食べる』という決まりがある。

　パパとママは共働き。それに、二人とも出発の時間がとても早い。だから、そんな二人の出発に間に合うように、私は午前五時に起きて朝食の準備をする。

　そんな生活をずっと続けていたら、目覚ましがなくても午前五時ちょうどに起きられるようになったんだ！　どうだい？　すごいだろう？　──なんて、大した自慢にはならないか！

「ゲコリーナちゃん、今日の私はどうかな？

　カパー！　すっごく可愛かわいいカパ、桜さくらちゃん！　でも、髪がボサボサなのが気になるカパ！

　ふふっ！　ありがとう！　なら、まずはアドバイス通り髪を整えないとね！」

　大好きなゲコリーナちゃんをベッドの上に置いて、お部屋の化粧台に向かう。

　そこで鏡を確認すると……、わっ！　確かに、これはボサボサだね！

「後でシャワーを浴びるとして……今は……むぅ～！」

　引き出しから取り出したピンク色のヘアブラシで髪を整えるけど、一ヶ所だけどうしてもはねてしまう。お出かけ前なら絶対直すんだけど……

「まぁ、外に出るわけではないし、問題ないよね！」

　最優先は朝食の準備！　家族にならこのぐらい見られても恥ずかしくないし、急いで台所に……あぁ！　まだお着替えをしていなかったよ！

　もう！　どうして、誰も言ってくれないんだい？

　……そんな誰にも届くはずのない文句を心の中で言いながら、私は慌ててゲコリーナちゃんのパジャマを脱いで、最低限の身だしなみを整えていった。
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　今日の朝食は、ポテトサラダにホカホカのソーセージ。それと、トロトロ卵のオムライス！

　私はオムライスが大好きだから、朝食に作ることが多いんだ！

　これこそ、料理をする人の特権だよね！　……うん！　今日もすごく美味おいしいよ！

「今日も、桜さくらのご飯は美味おいしいな。……いつもありがとう」

「ううん！　このぐらい、大したことないよ、パパ！」

　午前六時三十分。リビングに集まった家族で、朝食の時間。

　正面に座るパパが、私の作った朝ご飯を褒めてくれた。……パパは大きな病院の院長先生で、病院ではすごく厳しい人って聞くけど、私にとってはすごく優しいパパなんだ！

　もちろん、厳しい時はとても厳しいのだけどね！

「助かるけど、少し複雑なのよね。もう桜さくらのほうが私より料理が上手だし……」

「そんなことないよ！　ママの料理もすごく美味おいしいもん！」

　私の笑顔に、苦笑いで返すママ。会計士のお仕事ですごく忙しいんだから、ご飯を作るのは私に任せてくれればいいのに、時間がある時は自分で作ろうとしてくれる。

　だから、そんなママが私の目標！

　いつか、こんな風にお仕事も家庭も両立できるような人に私もなってみせるんだ！

「あ～、桜さくら、髪の毛はねてるぅ～。うりうりぃ～」

「わっ！　やめてよ、ひいちゃん！　私の髪の毛で遊ばないで！」

　三つ年上のお姉ちゃん、秋あき野の緋ひ衣い乃の……ひいちゃんは、私をよくからかってくる。

　こんな調子だけど、大学生で司法試験に合格した、すごく頭のいい人なんだ。

「緋ひ衣い乃の、食事中に桜さくらをおもちゃにするな。可哀かわい相そうだろ」

「はいはい……。ほんと、伎たくみ兄さんはいつも桜さくらに甘い」

「当たり前だ。大事な妹なんだからな」

「私も妹なんですけどぉ～？」

　ムスッとしたひいちゃんの視線を受けても、気にした様子も見せないのは秋あき野の伎たくみ……たくちゃん。私とは十歳も違う、すごく年の離れたお兄ちゃん。今は、パパの病院で研修医をしてて毎日大忙しなのに、その疲れを微み塵じんも見せない頼れる秋あき野の家の長男だ。

「お前は妹と思うには、少しイタズラが過ぎるからな。もっとしおらしくなったら妹扱いしてやらないこともない」

「えぇ～？　何それぇ～？　ちょっと納得いかないなぁ～？」

「あ、あの、たくちゃん、ひいちゃん。喧けん嘩かをするのは……」

　どうしよう……。せっかく、家族みんなでご飯を食べてるのに、たくちゃんとひいちゃんが喧けん嘩かを始め…………あれ？　なんだか、二人がクスクス笑いながら私を見てるんだけど……。

「ふふっ。冗談だよ、桜さくら」

「まったく、桜さくらは今日も素直だな」

「あー！　二人ともひどい！」

　喧けん嘩かしてると思ったら、二人で私をからかってるなんて！　……もう！

「伎たくみ、緋ひ衣い乃の。それぐらいにしておきなさい」

「おっと、これ以上やるとパパの雷が落ちちゃいそうだ」

「それはご勘弁願いたいな。……分かったよ、父さん」

　最後に、少し厳格なパパの注意で二人とも再び朝食に戻る。

　──これが、私……秋あき野の桜さくらの家での立場。優しいパパと賢いママ。ちょっとおちゃめなお姉ちゃんに、頼れるお兄ちゃん。……そして、まだまだ未熟な末っ子の私。

　学校では生徒会長の肩書きもあったせいか、みんなに頼られるような立場だったけど、家では全然そんなことはない。

　家族がみんなすごい人ばかりで、私も置いていかれないように努力の毎日だよ。

「あー……、そういえば、桜さくら。今日は友達と外で遊ぶのだったな？」

「あっ！　……う、うん！　そうだよ、パパ！」

　ほんの少しだけ、胸に罪悪感を抱きながら私はそう答えた。

　だって、私が今日会うのは『友達』じゃない。……本当は、『好きな人』なんだ。

　別に最初は隠すつもりはなかったんだけど、ママとひいちゃんに今日のことを伝えたら、『パパと伎たくみにはお友達とでかけるって言いなさい』って言われたから、そうしている。

　うぅ……。家族に噓うそをつくのは、ちょっと辛つらいなぁ……。

「──ら。……桜さくら、聞いているのか？」

「あ、ごめんなさい！　ちょっと考え事をしてて……」

　いけない。つい考え込んでしまって、話を聞きそびれてしまったよ。

　パパは何を言ってたんだろう？

「いや、別にいい。……私が言いたかったのは、友達と遊ぶのは構わないが門限はちゃんと守ることだ。桜さくらはまだ高校生なのだからね」

「うん！　もちろんだよ！」

　パパは優しいけど、時間にはすごく厳しい。前もって、門限に遅れる事情を伝えれば許してくれるけど、基本的な門限は午後八時。だから、そこまでに帰らないとすごく怒られるんだ。

「俺も父さんに賛成だ。外で羽を伸ばしたい気持ちも分かるけど、伸ばしすぎるなよ？」

「はぁ～。ほんと、パパと伎たくみ兄さんは、桜さくらに過保護だよね。これで、桜さくらが彼氏をつれてきたらどうなるのやら……」

「か、彼氏だと!?　そんなの桜さくらにはまだ早すぎる！」

　わっ！　たくちゃんが、すごい剣幕で怒鳴っているよ！　私に恋愛ってまだ早いのかな？

　でも、私は……

「別にいいじゃん！　せっかく桜さくらは受験も早めに終わらせたんだしさ、素敵な高校生活の一ページを作っても……たとえば、後輩の男の子との思い出とか……」

　わっ！　わわわっ！　ひいちゃん！

　前にジョーロ君のことは相談したけど、そこまで言っちゃったら恥ずかしいよ！

「後輩だとぉ～？　そんなのは言語道断だ！　いいか？　桜さくらは甘えん坊なんだから、付き合うなら年上の男！　それ以外、似合う相手がいるわけがない！」

「えっ！　そ、そうなの!?」

「……ん？　どうした、桜さくら？」

　驚く私をキョトンとした様子で見つめるたくちゃん。だけど、そんな視線を気にする余裕なんて全くなかった。どうしよう……、私とジョーロ君ってお似合いじゃないんだ……。

「う、うぅぅぅ……」

「桜さくら、大丈夫か？　やけに落ち込ん……ったぁ！　緋ひ衣い乃の、いきなり何をする!?」

「デリカシーのない人の足を踏んだだけ。黙ってご飯を食べたら？　伎たくみ兄さんは今日も仕事だから、早くしないとまずいでしょ？」

「つつつ……。わ、分かってるよ……」

「桜さくらも早くご飯、食べちゃいな。こんな美味おいしいんだから、冷めちゃうともったいないよ」

「うん。……そうするよ……」

　ひいちゃんに言われて、大好きなホカホカオムライスを食べるけど、喉を通り過ぎる頃には、あっという間に冷めてしまっている。……こんなに薄味だったかな？
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　午前八時。パパとママ、それにたくちゃんはお仕事だから、もう家を出発した。

　朝ご飯の後のお片付けは、ひいちゃんがやってくれている。だから、私はシャワーを浴びて今日の準備を整えることにした……のだけど、どうにも気持ちが沈んでしまったままだ。

「……ジョーロ君と私は、お似合いじゃないんだ……」

　如月きさらぎ雨あま露つゆ……ジョーロ君。私より一つ学年が下の男の子。

　初めは頑張り屋さんな……だけど、誰に対しても同じ態度で接するから、少しだけ気味の悪い男の子だと思ってた。

　でも、本当のジョーロ君を知ってから、私の気持ちはドンドン変化していった。

　自分のことを省みず私のことを助けてくれて……、一学期にあんなひどいことをした私を許してくれた、不器用だけど優しい男の子。

　彼の優しさを独占したい。私だけに優しくしてほしい。その気持ちは日を重ねるにつれて大きくなっていって、……気づけば彼に対して強い恋愛感情を抱いていた。

　だけど、その時から私には大きな悩みができてしまった。

　たった一歳……、だけど私にとっては大きすぎる年齢の差。

　たくちゃんが言っていた『年上の人』とまではいかなくても、せめて同い年だったらと何度思ったことだろう？　そんなことを考えても、何も意味はないのに……

「せめて、外見が違ったら……。どうして、もっと可愛かわいく生まれてこれなかったんだろう？」

　濡ぬれた髪をドライヤーで乾かしながら、鏡の前の自分に問いかける。

　私は子供の頃から、よく『大人びている』と言われてきた。

　小学生の頃は、『中学生にしか見えない』と言われて、それが嫌で……中学生になったら大丈夫だと思ったら、今度は『高校生にしか見えない』に変わって、今は『大学生にしか見えない』。

　もちろん、言ってくれた人に悪気はなく、褒めてくれているのは分かってる。

　でも、私はもっと可愛かわいい、年相応の外見が良かった。

　女の子の中でも比較的高い身長、大人びていると言われる顔、余計に育った胸。……どれも、私のコンプレックスだ。……特に、ジョーロ君へ恋愛感情を抱いてからはそれが顕著になった。

　ただでさえ、年が一つ離れてるのに、そこにこの大人びた外見が加わってしまったら……

「さーくら！　入っていい？」

　コンコンと、私の部屋のドアを二回ノックする音。今の声……ひいちゃんだ。

　洗い物、もう終わったんだ。ひいちゃんは、本当に何でも器用にこなすなぁ。

「うん。……どうぞ」

「ありがと。それじゃあ、お邪魔しまーす！　……あっ！　やっぱりまだ落ち込んでる！」
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　ドアの向こうから現れた笑顔のひいちゃんが、私の顔を見た瞬間にそう言った。

「だって……」

「まったく……、伎たくみ兄さんは余計なことを言ったかもしれないけどさ、……にしても、桜さくらは気にしすぎじゃない？　そんなに相手が年下の子なのが嫌なの？」

「嫌じゃないけど……、たまに気を遣われてるのかなって思うことがあって……」

「ははーん、なるほどね。要するに、自分が『年上扱い』されるのが嫌なわけか」

「うっ！」

　ひいちゃんは、すごいな。こんなすぐに、私が何を考えてるか見抜いちゃうなんて……。

「うん……。そうなんだ……」

　来年からジョーロ君と同じ学校じゃなくなること、（たくちゃん曰いわく）年上の人じゃないから似合わないこと、……年齢から派生した悩みは色々ある。

　その中で私が一番嫌なのが、ジョーロ君に『年上扱い』されることだ。

　私は、ジョーロ君に『年上扱い』されたくない。隣同士に並ぶ『対等』な存在でいたい。

　だから、生徒会長を辞職するタイミングでジョーロ君に一生懸命お願いして、敬語をやめてもらった。もう、私を『年上扱い』しないでほしいという気持ちを込めて。

　だけど、やっぱりジョーロ君の私への態度は『年上扱い』なのに変わりはなくて、それがすごく寂しくて……。

「けど、それって桜さくらの思い込みだったりしない？」

「そんなことないよ！」

　だって、私と話している時と、他のみんなと話している時のジョーロ君は全然違う！

　パンジーさんやひまわりさん、それにサザンカさんに対して、ジョーロ君はよく気持ちのままに文句を言う。……だけど、私には滅多に言ってくれない。

　いつも我わが侭ままを言っても、なんやかんやで受け入れてくれる。修学旅行に勝手について行った時だって、最初は怒ってたけどすぐに許してくれたくらいだ。

　ま、まぁ……、あの時は許してもらえて嬉うれしかったけど……、とにかく！　私は、ジョーロ君から『年上扱い』されてるのに間違いないんだ！

「まぁ、仮に桜さくらの考えてる通りだったら、桜さくらにも原因があるだろうけどね」

「どうして!?　私は──」

「ほら、桜さくらって昔からよく『大人びてる』って言われてたからさ。それが災いして、自分から落ち着いた態度を変に見せる時があるじゃん。それが相手に気を遣わせてる原因かもよ？」

「うっ！　そ、それは……」

　ある……。思い当たる節が思いきりある……。

　修学旅行の終わり、私はジョーロ君に、『君の気持ちが今どうなっているかなんて、私にとっては重要ではない。大事なのはこれからさ！　これからの君の気持ちを、私に向けさせてみせる』と伝えた。……けど、あれは噓うそだ。本当は、あの時私はこう思っていた……。

　──お願いだから、私を好きでいて！　私のことを一番に想おもっていて！

　だけど、それを伝える勇気も、弱さを見せる勇気もない私は、自分の大人びた外見と年上という立場を使った虚勢だらけの発言をしていた。

　もしかしたら、アレも原因の一つで……

「うぅぅぅ……。どうしよう……」

「あー！　そんな、泣かないの！　大丈夫だよ！　その子に『年上扱い』されなくなる、いい方法を教えてあげるから！」

「ほんと！　どうすればいいの!?」

　藁わらにも縋すがる気持ちで、私はひいちゃんをじっと見つめる。

　すると、そこにはいつもの私をからかってくる優しいひいちゃんの笑顔があって……

「簡単だよ。桜さくらは今日、その子にイタズラをすればいいの！　それで、怒られちゃえ！」

「えぇ！　なんで!?」

　怒られるのは嫌だよ！

「ほら、怒る時って、相手に気を遣わないじゃん？　だから、その子が桜さくらを怒ってくれたら、それは相手が気を遣ってない……『年上扱い』してないってことになると思わない？」

「あっ！　そう言われれば！」

　パンジーさんも、ひまわりさんも、サザンカさんも、ジョーロ君によく怒られてる。

　でも、私は滅多に怒られることはない。なら、怒られるには……

「そっか……。ジョーロ君にイタズラすればいいんだ！」

　もしも今、『年上扱い』されててもされてなくても、ちゃんと怒ってもらえればそれはもう『年上扱い』じゃない！　ジョーロ君と同じ……『対等』に一歩近づけるんだ！

「あ。ちなみに、やりすぎには注意だからね。……あくまで、程々に。すぐ仲直りができるくらいのイタズラをするんだよ？　桜さくら、ちゃんとできる？」

「やる！　絶対にやるよ！　だって、私はジョーロ君と……」

「ふふっ！　元気が出てきたみたいだね！　それじゃ、今日は頑張ってね！」

「うん！　ありがとう、ひいちゃん！」

　優しい笑顔で私の部屋から出ていくひいちゃんを見送った後、私はもう一度鏡を見る。

　すると、そこに映っているのはさっきまでのドンヨリした女の子ではなく、元気いっぱいの女の子だった。私は大人びた外見をしている。……でも、気持ちは年齢通りなんだ！

　よーし！　今日はジョーロ君に思いっきり怒ってもらえるように、色々やっちゃうぞ！





※






　午後一時。お気に入りのダッフルポケットファーコートを羽織って家を出発した私は、電車に揺られながら自分の愛用のノートを確認する。

「ふふふ。どんなのにしようかなぁ？」

　ノートに書かれているのは、出発までに考えた色々なイタズラ。大したことのないものもあれば、ものすごいのもある。どれをしたらジョーロ君は怒ってくれるだろう？

　うーん……。待ち合わせの時に、後ろから驚かすなんてどうかな？

　いや、そのぐらいでジョーロ君が怒るとは思えないし……、むしろ、私が普段は絶対にしないようなことをすれば……

「よし！　これにしよう！　ジョーロ君を怒らせるには、このぐらいやらないとね！」

　私が選んだのは、ノートに書いた中でも特にひどい大イタズラ。

「……でも、大丈夫かな？　ジョーロ君に迷惑をかけちゃうし、ひいちゃんには程々にしなさいって言われたし……」

　胸に生まれた不安と罪悪感を打ち消すため、私はギュッとノートを抱きしめる。

　悩むのはもうやめよう！

　絶対に……、絶対に怒られたいんだ！　だから、このぐらいはやらないと！




「ふふふ。ちゃんと時間通り……いや、時間より十分前に来ているみたいだね……」

　電車に揺られること四十五分。

　目的の駅に到着した私は、ジョーロ君との待ち合わせ場所に……向かわず、待ち合わせ場所から少し離れた物陰にその身を潜ませ、待ち合わせ場所に立つジョーロ君の姿を見ていた。

　もうジョーロ君は来ているのだし、私も向かえばいいのだけど、あえてそれはしない。

　だって、私が最初に実行するイタズラは『待ち合わせに遅刻すること』なのだから。

　いつもは生徒会長として時間厳守をしている私が遅刻をすれば、ジョーロ君は間違いなく怒ってくれるに違いない！　だから、思いっきり遅刻をしてやるんだ！

　うぅ……。けど、わざと待たせるなんて、やっぱり罪悪感がすごいよ……。

「ごめんね……、ジョーロ君」

　決して届かない小さな声で謝罪を伝えた後、私は再び物陰に潜む。

　早く時間が経たってくれるといいなぁ……。




「やぁ、ジョーロ君！　お待たせ！」

　待ち合わせ時間からかなり経たった後、私はあえて意気揚々とジョーロ君の下に向かった。

　ふっふっふ！　普段は絶対に遅れない私が遅れたんだ！　これは間違いなく……

「よっ、コスモス。……時間に遅れるなんて、珍しいな」

「なっ！」

　そ、そんなっ！　こんなに遅刻したのに、ジョーロ君がまるで怒っていないじゃないか！

　やっぱり、私は『年上扱い』なのかい!?

「ど、どういうことだい、ジョーロ君！」

「むしろ、その発言がどういうことだ？」

「わ、私は時間に遅れたんだよ!?　なのに、全然おこ……いや、何でもないよ！」

　あぶない、あぶない。私がジョーロ君にイタズラをして、怒らせようとしてることには気づかれないようにしないと！　けど、どうして怒ってくれないんだい、ジョーロ君！

「まぁ、遅れたといっても……三十秒だし……。別に気にするほどじゃ……」

「ジョーロ君は、心が広すぎるよ！」

「むしろ、それを気にする奴やつが狭すぎるわ」

　しまった！　ジョーロ君の優しさを計算に入れていなかったよ！

　普通に考えたら、かなりの大遅刻だと思ったんだけど、ジョーロ君にとってはそうではなかったんだ！　少し考えれば分かるじゃないか！

　こんな簡単なことに、言われてから気がつくなんて……

「くっ！　四十五秒にしておけば……」

「なぜ、秒単位で……。というか、十分前からコソコソ覗のぞいてたのが丸見えで……」

「うぅ……何か言ったかい、ジョーロ君？」

「いや、なんでもない」

　私なりに、精一杯イタズラをしたのに怒ってもらえないなんて……。

　でも、まだ諦めるには早いよ！　今日は始まったばかり！

　これから、沢山怒ってもらえば……それにしても、ジョーロ君は優しすぎるよ！

　まさか、考えてきた中でもとりわけてひどい大イタズラでも怒らないなんて、予想外にも程があるよ！　ノートに書いてきたイタズラが、ほとんど使えなくなってしまったじゃないか！

　なんとか、ジョーロ君を怒らせるいい方法があればいいんだけど……

「ジョーロ君。君の全身からカルシウムだけを抜き取るいい方法とか知らないかい？」

「その前に、てめぇが何を企たくらんでいるかを知りたいところだが？」

「え！　いや、何も企たくらんでないよ！　ちょっとした生徒会長ジョークさ！　はっはっは！」

　あぁ！　しまった！　また『生徒会長』なんて、余計なことを言って！

　むぅ～！　こういう時、ジョーロ君の鋭さは厄介だな！

「とにかく早く行こう！　今日は思いきり振り回すから覚悟するんだよ、ジョーロ君！」

「へいへい。分かってるよ……」

　ノートに書いてきたイタズラが使えないなら、その場で考えればいいんだ！

　何とか、ジョーロ君に私の目的に気づかれないようにしながら怒らせてみせるぞ！





※






　待ち合わせ場所から移動すること、十五分。

　私がジョーロ君と一緒に訪れたのは、夏休みにも行ったショッピングモールだ。

　目的は、ウィンドウショッピング。ここは、すごく色々な物が売っているからね。

　見ているだけでとても楽しいんだ！　お小遣いに少し余裕もあるし、何か欲しいものがあったら買おうかな？　ジョ、ジョーロ君とお揃そろいのゲコリーナちゃんストラップとか！

　わぁぁぁ！　想像するだけで、胸が膨らんでしまうよ！

「んで、どこから行く？」

「そうだね……。ジョーロ君は、行きたい場所はあるかい？」

「うーん。俺は……」

　あぁ！　またやってしまったよ！　こんな落ち着いた態度で相手の要望を聞くなんて、年上の人っぽい行動じゃないか！　なんとか巻き返さないと！

「ちょっとばかし、服を見に──」

「よし！　女性物の洋服を見に行こう！　私は、新しい服が欲しいんだ！」

「俺の意見を聞いた意味はいったい……分かったよ……」

　むぅ～！　こんなに我わが侭ままを言っても怒ってくれないなんて……。

　やっぱり、ジョーロ君を怒らせるなら、もっとすごいイタズラじゃないとダメだね！




「わぁぁぁぁ！　ジョーロ君、見て見て！　ゲコリーナちゃんＴシャツ、サンタさんバージョンだよ！　……ほら、こんなに可愛かわいい！」

「相変わらずそいつが好きなんだな、コスモスは」

「うん！　今度、チェリーさんと一緒にゲコリーナちゃんカフェにも行く約束をしてるんだ！」

「そういや、チェリーさんもゲコリーナちゃんが好きだったっけか……」

　私わたし達たちが来た洋服屋さんは、夏休みにも訪れたお店。ここは、沢山のゲコリーナちゃんＴシャツを売ってるから、実はあれ以来よく訪れているんだ！

　はぁ～！　やっぱり、ゲコリーナちゃんはいいなぁ～！　見ているだけで癒いやされるよ！

　ところで、どんなイタズラをジョーロ君に仕掛けようか？

　中々、いいアイディアが……おや？　あの人は……

「ねぇ、葉よう君。この服なんてどうかな？　私に似合うと思う？」

「はい。よく似合うと思いますよ、如月きさらぎさん」

　えぇぇ!!　ジョーロ君のお姉さんのジャスミンさんと、それに野球部の樋ひ口ぐち君じゃないか！

　どうしてこんな場所に!?　それに、二人が知り合い同士だったなんて……

「うげっ！　なんで姉ちゃんがここに……コスモス、隠れるぞ！」

「わっ！　そんな急に引っ張らなくても……」

　ジャスミンさんの姿を見かけた瞬間、ジョーロ君は大慌てでその姿を隠した。

　別に、見つかってもいいと思ったんだけど……

「ジョーロ君、どうして突然隠れたんだい？」

「姉ちゃんがデート中だからだ。……前に一度だけ、たまたまデート中の姉ちゃんと会ったんだけどよ、家に帰ってきたらそのデートで何か失敗したみたいで、なぜか俺が『てめぇがしゃしゃり出てきたからだ』って、めちゃくちゃ怒られたことがあったんだ」

「そうなんだね……」

　ジョーロ君、少し脚色が強くないかな？

　あの落ち着いたジャスミンさんが、そんな乱暴な口調になるなんて……。

「ちなみに、どうして樋ひ口ぐち君と一緒にいるかは……」

「ちょっと前に姉ちゃんがこっちに帰ってきた日、『甲子園出場の将来有望な野球部の練習を見せろ』って無理矢理野球部を案内させられたんだ。……で、その際に樋ひ口ぐち先輩を気に入ったみたいで……」

　なるほど。確かに、樋ひ口ぐち君はうちの学年でも比較的女子生徒から人気があるからね。

　ただ、本人が不ぶ愛あい想そうだから、中々打ち解けられる子はいないのだが……

「ふふふ。今日は付き合ってくれてありがとね、葉よう君」

「いえ、ちょうど時間が空いていたので」

　あの様子を見る限り、ジャスミンさんは樋ひ口ぐち君のことを気に入ってるみたいだね。

　自分のほうが年上なのに、そんなことを全然気にした様子も見せないで、あんな余裕のある態度でいるなんて……すごいなぁ……。

「ありがとっ。なら、お礼に晩御飯をご馳ち走そうしちゃおうかな。何か食べたいもの、ある？」

「そうですね……。その前に一つ教えてほしいことがあるんですけど、いいですか？」

「ふふっ。私に恋人がいるかとか、かな？」

　わぁぁぁ！　すごいよ、ジャスミンさん！　自分が年上なことを分かって、あえて大人の余裕を見せる高等テクニックじゃないか！　私にはとてもできそうにないよ！

　やっぱり、本物の大人の女性はすごいなぁ～！

「なんてね。……安心していいよ。私に恋人は──」

「どうして、自分を偽っているんですか？」

「……っ！　な、なんのことかなぁ？」

　あれ？　ジャスミンさん、どうしたんだろ？

　さっきまであんなに余裕のある態度だったのに、突然脂汗を流し始めてるけど……。

「まじか、樋ひ口ぐち先輩……。気づいてたのかよ、あのとんでもねぇ擬態を……」

　おや？　ジョーロ君も驚いているじゃないか。

「如月きさらぎさん、キャラ作ってますよね？　今の貴女あなたは、本当の貴女あなたじゃないでしょう？」

「ひどいなぁ～。どうして、そう思ったの？」

「そっくりなんですよね。スリーボールで追い込まれてるから、次は直球で勝負すると見せかけて、変化球で外してくるピッチャーの表情に。……ま、俺はそういうボール球は得意なんで、フォアボールになんてせずに容赦なく打つと決めてますが」

「あはは。それは野球の話でしょ？　私は、そんな変なことをするわけ──」

「その胡う散さん臭くさい余裕のある大人の女性キャラ、やめたほうがいいですよ。ハッキリ言って、気持ち悪いんで」

「んだとこらぁ！　てめぇ、こっちが必死に取り繕っ……うげっ！」

　わっ！　わわわっ！　突然ジャスミンさんの口調が、ジョーロ君そっくりになったよ！

　もしかして、これが本当の……

「なるほど。それが、如月きさらぎさんの本性ですか」

「ぐっ！　ぐぐぐぐぐ……。てめぇ、いつから気づいてやがった？」

「最初から気づいてましたよ。一応気を遣って今まで黙っていましたが、何やら厄介なことに利用されそうだったので、そろそろ暴露させてもらおうかと」

「ざけんなっ！　別に厄介なことに利用しようとなんてしてねぇよ！　ちょっと将来的に、タワマンに住ませてもらおうと思ってただけだ！」

「十分厄介でしょう、それは」

　ど、どうしよう！　樋ひ口ぐち君とジャスミンさんが喧けん嘩かを始めてしまったよ！

　でも、待てよ。今のあの二人の様子……、まるで年の差があるようには思えない。

　むしろ、あれこそが私の理想としている状況で……

「けっ！　……いいよ、だったらもうごまかしはやめだ！　……おい、葉よう。私の秘密を知った以上、てめぇにはここからは協力してもらうからな？」

「は？　協力？」

「あったりまえだ！　野球部にいる金の卵……。あいつらのうち誰かを私に攻略させろ！　そしたら、今度こそタワマンに……グヒヒヒ……」

　いいなぁ～。あんな風に素直な自分をぶつけて、年上扱いされないなんて……。

「はぁ……、分かりましたよ。ですが、あまり期待しないで下さいよ？」

「うし！　だったら、予定変更だ！　今から適当なファミレスに行って、作戦を練るぞ！」

「俺は、迷惑料も込みで高級焼き肉をごちそうになりたいのですが？」

「はっ！　んなもん、出す金あるかっつうの！　ほんと、てめぇは女のことを何も分かってねぇんだな！　ま、その辺も含めて経験豊富な私が教えてやるから、さっさと来いよ！」

「分かりましたよ。……茉ま莉り花かさん」

　意気揚々と去っていくジャスミンさんと、呆あきれた表情でついていく樋ひ口ぐち君。

　そうか！　ジョーロ君を怒らせるには……

「いやはや、姉ちゃんの本性を知って、まだ付き合ってくれる男がいるとは……奇跡だな」

「ジョーロ君！」

　お店から去っていったジャスミンさんと樋ひ口ぐち君の様子を見て、何やら感心しているジョーロ君に声をかける。よーし！　今度こそ……

「ん？　どうしたんだ、コスモス？」

「君は、かつて自分を偽っていたね！　さぁ、今こそ本当の自分をさらけ出すんだ！」

「現在進行形で、さらけ出しとるわ」

　あ、あれ!?　さっき、ジャスミンさんはあんなに怒ったのに、ジョーロ君は全然怒ってくれないじゃないか！　男の子と女の子の違いだろうか？　むぅ～！　難しいよ！





※






　待ち合わせ場所に続いて、女性物の洋服屋さんでも私のイタズラは失敗。

　ジョーロ君は、全然怒ってくれない。

　やっぱり、私は『年上』なのかな？　うぅ……どんどん不安が募っていくよ……。

「はぁ～……」

　ショッピングモールを歩きながら、ため息をつい漏らしてしまった。

　いけないな。せっかくジョーロ君と二人きりなのに、こんな調子じゃ……。

「コスモス、大丈夫か？　随分と元気がなくなってるように見えるが……」

「え!?　だ、大丈夫さ！　私は元気だよ！　ほら、この通り！　……あっ！」

　また、やってしまったよ！　こういう時は、素直に元気がないって言えばよかったのに！

　どうして私はすぐに強がってしまうんだ！　私の意地っ張り！

「やっぱり、ちょっと元気がないかな！　うん！　元気がないから、休みたい！」

「そ、そうか……。なら、少しそこに座るか」

「うん！　そうしよう！」

　ジョーロ君に続いて、ショッピングモールの通路際に設置された椅子に腰を下ろす。

　本当は疲れてなんかいない。……ただ、心は随分疲れているのかもしれないな。

「なんという完璧なエスコート、そして圧倒的気遣い。……やはり、神」

　おや？　今の声は……

「わっ！　つきみさんじゃないか！」

「おわっ！　いつの間に、近づいてきたんだ！　全然気づかなかったぞ！」

　正面からやってきて、私わたし達たちの前にチョコンと立っていたのは、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒でホース君のおさ……いや、恋人の草くさ見み月ルナ……つきみさんだ。

　さっきのジャスミンさんもだけど、なんだか今日はよく知り合いに会う日だね。

　それとも、このショッピングモールがそういう場所なのかな？

「気づいてたのに、私をたてて……。相変わらず、神はお戯たわむれが好きなよう」

「もう、それでいいよ。……で、なんでここに？」

「ホースにプレゼント。選びに来た」

　そういえば、もうすぐプレゼントが必要になる時期だったね。

「ちなみに、何をプレゼントするつもりなんだい？」

「お洋服。ホース行きつけのお店で、新作買う。……むぅ」

　おや？　つきみさんが、少し困った表情で私とジョーロ君を交互に見ているぞ。

　いったい、どうして……あぁ、そういうことか！

「せっかくだし、私わたし達たちも一緒に付き合っていいかな？」

　つきみさんは、自分一人でプレゼントを選ぶのが不安だったんだね！

　それなら、私で力になれるかは分からないけど、手伝わせてもらおうかな！

「……いいの？　折角の二人きり。ワタシ、お邪魔虫」

「そんなこと気にする必要はないさ。むしろ、私のプレゼント選びの参考にさせてもらいたいから、是非ともご一緒させてほしいよ！」

「おぉ……。女神は実在した。……まさに友愛なる慈愛ラブフエステイバル」

　おや？　なにやらつきみさんが妙なことを口走っているが、どういう意味だろう？

「えっと……、ジョーロ君もいいかな？」

「ああ。俺も構わないぜ。ちょうど自分の服も見たかったしな」

「さすが、神。ワタシ、とても幸運」

　ジョーロ君は、つきみさんにすごく尊敬されているね。

　いったい、何をやったのだろう？　まぁ、特に気にしなくてもいいか！

「なら、案内。ホース、行きつけのお店……『服ふく屋やＭＡＸまつくす』まで」

「うん！　よろしく頼むよ！」

　座っていた椅子から立ち上がり、つきみさんと一緒にお店を目指す。

　すると、私の隣を歩いていたジョーロ君が、

「さすが、元生徒会長。困ってる奴やつを見捨てないな」

　うぅっ！　ジョーロ君以外から言われたら嬉うれしかったけど、ジョーロ君だと逆効果だよ……。

　どうして、どんどん『年上』扱いのほうに近づいていってしまうのだろう？




「……いらっしゃいませ……」

　つきみさんに案内されたお店……『服ふく屋やＭＡＸまつくす』に入ると、死神のイラストが描かれたＴシャツを着た店員さんが私わたし達たちを歓迎してくれた。

　ところで、今の店員さんの声は誰かに似ているような……

「つきみ、それでホースにはどんなプレゼントを用意するつもりだ？」

「セーター。とても暖かいやつがいい」

　ふむ……。セーターか。手芸が得意だったら自分で編んでみたいとは思うのだけど、そっちは初心者だからなぁ。……今度、練習してみようかな？

　っと、いけないね。自分のことじゃなくて、つきみさんのプレゼント選びを手伝わないと。

　幸い、ホース君はジョーロ君と背丈が似ているし、彼に……あっ！　そうだ！

　閃ひらめいたぞ！　け、けど、こんなイタズラしちゃって大丈夫かな？

　これは、今までの中でもかなりひどい……いいや、ためらっている場合じゃない！

　緊張するけど、なんとかやってみるしかないよ！

「き、如月きさらぎ殿！　小生は、貴殿が試着してはどうかと進言いたしますぞ！」

「……コスモス。何を企たくらんでる？」

　え！　な、なんで私がイタズラをしようとしていることが、見抜かれたんだい!?

　至って冷静に、普通の提案をしただけじゃないか！

「はっはっは！　企たくらんでいるなど、お戯たわむれを！　滅相もございませんぞ！　しょ、小生はあくまでも、貴殿と葉は月づき殿の体型が酷似しているが故、提案した所存にございますぞ！」

　うぅぅ！　ジョーロ君、お願いだ！　私の提案を聞いてくれ！

　もう、イタズラが全然思いつかないんだ！　これが最後のチャンスかもしれないから……

「はぁ……。分かったよ……。つきみ、自分がホースにプレゼントしたいと思ったやつで、俺に試着してほしいものがあったら言ってくれ」

「御意。ジョーロ神の御心のままに。ですぞ」

「なんでこっちも、ちょっと似非えせ侍になってんだよ……」

　はぁ～！　よかった！　どうにか、ジョーロ君が試着をしてくれそうだよ！




「えっと、セーターを全部で五枚、か……」

「お願いします。ですぞ」

　つきみさんが、吟味して選んだセーターを持って、試着室へと入るジョーロ君。

　よ、よーし！　いよいよ、イタズラの時間だよ！

　私が考えたイタズラ、それは『着替えている時に試着室のカーテンを開ける』だ！

　もし、つきみさんがズボンを選んでいたらさすがにやめておこうと思ったけど、幸いにも選んだのはセーターだけ。これなら、ちょっとぐらいカーテンを開けても大丈夫だよね！

　水着だと思えばいいだけさ！　ただ、問題は……

「分かった。それなら、着てみるが……コスモス、変なことはするなよ？」

「も、もちろんでございますぞ！」

　ジョーロ君に怪しまれていることだ。

　完璧に隠しているはずなのに、どうして気づかれるのだろう？

「まぁ、いいや。んじゃ、着替え終わったら見せるよ」

「なにとぞよろしくお願いします。ですぞ」

「だから、つきみは侍にならんでも……」

　最後にポソッと何かを言った後、ジョーロ君は試着室のカーテンを閉めた。

　カーテンの向こうから微かすかに聞こえる衣きぬ擦ずれの音。間違いなくジョーロ君は着替えてる。

　よし！　……いくよ！　……いくからね！　緊張するけど……いけぇぇぇぇ！

「まったく、コスモスはいったい何を企たくらんで──」

「抜刀！」

　カーテンをつかみ、勢いのままに開く。すると、そこには……

「よし！　ジョーロ君が脱いでるよ！」

　見事に上半身があらわになっているね！

　突然の事態にキョトンとこっちを見ているけど、だんだん顔が赤くなってきている。

　よーし！　今度こそ怒って──

「は？　はぁぁぁぁ!?」

　むぅ～！　ジョーロ君、ビックリして両手で上半身を隠してる場合じゃないよ！

　しっかり私を怒らないと！　これでもダメなら、いっそ下まで脱がして……

「ジョーロ君、下も脱ぐんだ！　今すぐ……って、なぜカーテンを閉めるんだい!?」

「着替えてるからだよ！　はぁ～、マジでビックリした……」

　あ、あぁぁぁ……。カーテンが閉じられてしまったよ……。

　また失敗してしまった……。本当に、うまくいかないなぁ……。

「時には全裸になる。なんとユーモラスな振る舞い。まさに裸のアルテイ大メツトネ将イキツド。ですぞ」

　なんだか、つきみさんは喜んでいるけど、これじゃダメなんだよぉ～。

　うぅ……！　こうなったら、使うしかないのだろうか？　あの最終手段を。

　でも、あれをやってしまうと……いや、背に腹は代えられない！　もうやるしかないんだ！




「ジョーロ、コスモスさん。ありがとう。素敵なプレゼント、選べた」

　お店の外で、ホース君のプレゼントを選び終えたつきみさんが、私わたし達たちに小さく頭を下げる。

「いや、お礼なんて必要ないよ。……ホース君に喜んでもらえるといいね」

「ま、あいつはつきみからもらった物ならなんでも喜ぶだろうから、安心して渡しておけ」

「うん。ありがと」

　いつも無感情な表情が印象的なつきみさんだけど、小さく微笑ほほえむ笑顔は可愛かわいらしくて、私もこんな女の子だったらなと、少しだけ嫉妬してしまう。

「じゃあ、ワタシ、行く。これ以上、本当にお邪魔虫」

　クルリと振り返り、少し小走りでショッピングモールから去っていくつきみさん。

　その姿を見送りつつ、近くにあったショッピングモール内の時計を確認すると、時間は午後五時。つまり、残り三時間か……。

「……で、さっきのはどういうつもりだ？」

「ん？　さっきのとはなんのことだい、ジョーロ君？」

　つきみさんが去り、二人きりになったタイミングで、ジョーロ君が私をジッと見る。

　恐らく試着室での件を聞いているのだろうけど、そう簡単に答えるわけにはいかないよ！

「いきなり、試着室のカーテンを開けた件だ」

　うぅ！　やっぱり、怪しまれてる。なんとか、ごまかしきらないとっ！

「ああ！　えっと、その……あれだよ！　うっかり、つまずいて開いてしまったんだ！」

「それができるのは、俺の知る限り、チェリーさんだけだが？」

「そんなことないさ！　私も同じ元生徒会長だからね！」

　自信満々の虚勢で、ジョーロ君に『生徒会長』という言葉を使うたびに胸が重くなる。

　本当は聞くんじゃなくて怒ってほしいんだ。悪いことをした私を叱ってほしいのに……。

「はぁ……。分かったよ。なら、そういうことにしておく」

　そういうことにしないでいいんだ……。もっと厳しく追及してくれていいんだ……。

「うぅ。やっぱり、最終手段を使うしかないのか……」

　今まで努力してできなかったことなんてほとんどなかったのに、ジョーロ君に関しては何もかもがうまくいかない。恋愛は、本当に難問だね……。

「よし！　ジョーロ君、ここからはカラオケに行くよ！　それで夜になったら、イルミネーションが綺き麗れいな公園があるから、そこに行こう！」

「分かったよ。……もう変なことはするなよ？」

「もちろんさ！」

　ふっふっふ！　ジョーロ君、変なことなんてするつもりはないさ！

　何せ、私の最終手段は……おっと、これ以上は考えないようにしておこう！

　ジョーロ君は鋭いからね！　うっかり、表情に出てしまったら大変だ！





※






　それから、当初は一時間の予定だったのを二時間に延長してカラオケを楽しんだ後、予定通りイルミネーションが綺き麗れいな公園へ。わぁ～！　本当にすごく綺き麗れいで見入ってしまうよ！

「これはすげぇな……。どこも青一色で……」

「そうだね！　私も、こんな大規模なイルミネーションは初めて見るよ！」

　青いイルミネーションで照らされた公園はとても幻想的で、他にも沢山の人がいるはずなのに、まるでこの世界に私とジョーロ君だけがいるような気がしてくる。

「とりあえず、奥まで行ってみようぜ」

「……う、うん。そうだね」

　気づけば、私はジョーロ君の手をギュッと握りしめていた。

　ジョーロ君は、嫌な顔一つせずにそのまま一緒に歩いてくれる。

　そんな彼の優しさが嬉うれしくて、だけどやっぱり不安もあって……。

　ねぇ、ジョーロ君……。どうして私と手を繫つないでくれたんだい？

　やっぱり、年上だから気を遣って？　それとも……

「ん？　どうした、コスモス？」

「……なんでもないよ」

　不安を覆い隠すように、なんとか笑顔を作ってジョーロ君に言葉を返す。

　これで、何度目の虚勢だろう？　本当に、私は情けないな……。




　公園の奥まで歩いていくと、青いイルミネーションではなく、普通の街灯に照らされる場所にたどり着いた。どうやら、イルミネーションはここまでみたいだね。

「さてと、ここがゴールか。えっと、時間は……七時半か。なら、そろそろ──」

「ふっふっふ！　ジョーロ君、やってしまったね！」

「はい？」

　煌きらめくイルミネーションを背後に、私は自信満々に宣言をした。

　私が考えた一番のイタズラ。それが、ついに発動したからだ！　もちろん、何かしたわけではない。むしろ、このイタズラは何もしないからこそ発動するんだ！

「ジョーロ君！　実を言うと私の家では門限が決まっていてね！　その時間は、午後八時なんだ！　……そして、ここから私が家に帰るまで、どんなに急いでも四十五分はかかる！」

　そう！　これが、私の最後のイタズラ……『門限破り』！

　今まで、一度も破ったことのない門限を破ったんだ！　これなら、ジョーロ君も……

「お、おい！　それ、大丈夫なのか!?」

「えっ!?」

　な、なんでだい!?　私の計算では、『なんで黙ってたんだ！』って怒鳴られると思ったのに、ジョーロ君は大慌てになって心配そうな表情で私を見つめているじゃないか！

「いや、親から言われた時間を破ったんだろ!?　だったら、急いで帰ったほうがいいじゃねぇか！　……あ、その前に遅れるって連絡を……」

「連絡はしない！　しないったら、しない！」

　そんなことをしたら、ジョーロ君が怒ってくれなくなるじゃないか！

　私は、ジョーロ君に怒られたいんだ！　思いきり、叱ってほしいんだ！

「いや、しろよ！　もしくは、急いで……」

「やだ！　まだ帰らないし、パパにもママにも連絡しないもん！」

　思わずその場にしゃがみこんで、私は体を思いきり丸めた。

　どうして……、どうして、全部失敗するんだ！　私なりに頑張ったのに、どうして……

「う、う、う……」

「おい、コスモス。どうし──」




「うぇぇぇぇぇん!!　ジョーロ君が怒ってくれないぃぃぃぃぃぃぃ!!」




　ついに堪えきれなくなった私は、情けなく泣き出してしまった。

　やっぱり、私はジョーロ君にとっては『年上』なんだぁ～。『先輩』なんだぁ～。

　だから、ジョーロ君は私を怒ってくれないんだぁ～！

「はぁ!?　ま、まさか、今日やけに変なことをしてたのは、俺に怒られたかったからか？」

「そうだよぅ！　私はジョーロ君より年上で、いつも年上扱いされるから、それが嫌で……だから、怒ってほしかったんだよぅ！　思いっきり叱ってほしかったんだよぅ！　そしたら、私もジョーロ君と対等に……」

「まじか……」

　ずっと隠してきていた気持ちは、これまでにせき止められていたことで勢いを増したのか、次々と溢あふれ出だしていく。勉強は努力すれば何とかなる、運動も努力すれば何とかなる。

　でも、ジョーロ君だけは、努力しても何ともならない。

「あのなぁ、コスモス……。別に俺は、てめぇを年上扱いしてたつもりはねぇぞ」

「噓うそだぁ！　だって、みんなと私でジョーロ君の態度は違うもん！　みんなには、もっと怒鳴るもん！　私だけ、怒ってもらえる数が少ないもん！　いつも無理なお願いをしてもジョーロ君が聞いてくれるのは、私だけ気を遣われてるからだもん！」

「ちげぇよ。それは、コス……ちっ」

　ジョーロ君が私を呼ぼうとして、一度言葉を止めた。

「年上扱いされたくない……。対等になりたい……。それなら……」

　何だろうと思って瞳だけ上げて確認したけど、薄暗くて表情はよく分からない。

「と、特別だからな？」

「うぅ……。なんのことだい？」

　恥ずかしそうなジョーロ君の声。もしかして、照れているのだろうか？

　でも、いったいなんで──

「さ、さ……桜さくらを怒らないのは、年上扱いしてるからじゃねぇよ」

「ひゃぁ！」

　わ、わわわっ！　ジョーロ君が突然、私をあだ名じゃなくて名前で呼んでくれたよ！

　前に一度だけ、すっごくお願いして呼んでもらって以来、一度も呼んでくれなかったのに！

「な、なんで突然……」

「うるせぇ。とにかく、俺の話を聞け」

「う、うん……」

　力強いジョーロ君の言葉に、私は逆らえない。ただ、静かにうなずくだけだ。

「怒らなかったのは、ただ怒る程のことをしてなかっただけ。そもそも、てめぇのイタズラはしょうもねぇんだよ。わざと三十秒だけ遅刻したり、姉ちゃんと樋ひ口ぐち先輩のやりとりを真似まねしたり、人が着替えてる時にいきなりカーテンを開けたり……あの程度で怒るかっつうの」

「えぇぇぇ！　ジョーロ君、私のイタズラに気づいてたのかい!?」

「目的は分からなかったから、すっげぇ混乱したけどな。まさか俺に怒ってほしいとは……」

「うぅ……。ごめんなさい……」

　普段、やり慣れないことするのはダメだな。もっと念入りに予習をすればよかったよ……。

「で、さっき言ってた普段のことも見当はずれ。俺は、さ、さ……桜さくらを『年上扱い』なんてしてねぇ。……『桜さくら扱い』してるだけだ」

「私を私扱い？」

「みんなの前では冷静沈着で頼れるくせに、本当は子供っぽくてとても年上とは思えねぇことばっかする奴やつ。それが、俺にとっての桜さくらだよ。だから……、年上扱いも気を遣ってもいねぇ」

「ほ、本当かい？」

「本当だよ。大体、こんな所でガキみてぇに泣きじゃくる奴やつをどう年上と思えばいいんだ？」

「ううっ！　それは、その通りだね……」

　そうか……。ジョーロ君は、最初から私を『年上』扱いしてなかったんだ……。

　ひいちゃんの言った通り、私が勝手に思い込んでただけ。そう考えると……

「は、恥ずかしいよ！　これは、想像を絶する恥ずかしさだよ！」

「こっちだって恥ずかしいわ！　ほんと、てめぇは突飛な思いつきで変なことをすんのな！」

　あっ！　今の声……、すごく乱暴な怒鳴り声は……

「もしかして、ジョーロ君、怒ってるのかい？」

「……うっ！　なんかそう言われると。すげぇ怒りづらいんだが……うわっ！」

　思わず立ち上がって、ジョーロ君の顔をジッと見つめてしまった。

　イルミネーションで青く光るジョーロ君の顔。だけど、距離が近いからか私と目を合わせようとしてくれなくて……どうしたら、ジョーロ君は私を見てくれるかな？

　……そうだ！　あと一つ、最後にもう一つだけ、ジョーロ君にイタズラをしよう。

　私の大事なモノを無理やりにでも受け取らせる、とっておきのイタズラを……。

「と、とにかくよ、家には早く連絡しろって」

「うん！　そうするよ！　けど、その前に……っ！」

「……っ！」

　私は思いきり、ジョーロ君にイタズラをしてやった。とてもシンプルな……




　ただ、一番近い距離でジョーロ君の顔を見るだけのイタズラを……。




「「…………」」

　突然のことに、ジョーロ君は思いきり目を見開いて言葉を一切発しない。

　だけど、それは私も同じだ。やっておいてなんだけど、どんどん恥ずかしくなっていって、今は目を思いきり閉じてしまっている。だから、分かるのは感触だけ。

　ジョーロ君が、私の一番そばにいるという感触だけが伝わってきている。

「……ふ、ふふふ。ど、どうだったかな？」

　時間にしてどれくらいあったかなんて分からない。
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　ほんの一瞬だったかもしれないし、とても長い時間だったかもしれない。

　とにかく私は、ジョーロ君から少し離れてそう尋ねた。

「……て、てめぇは……。なんで、こんな大事なもんをあっさりと……」

　青いイルミネーションに照らされていても分かるほどに真っ赤な顔のジョーロ君。

　視線が定まらず、私の顔をしっかりと見てくれないのは少しだけ寂しいかな。

「あっさりとじゃないよ。コレは絶対にジョーロ君に渡したかった。ジョーロ君だけのものにしてほしかったから渡したんだ」

　悪癖の残る私は、やっぱり少しだけ見み栄えを張って年上の振る舞いをしてしまう。

　だけど、それでいいじゃないか！　だって、私はジョーロ君の年上の先輩じゃない！

　ジョーロ君の秋あき野の桜さくらなんだから！

「にしても、少しは考えろ！　ふ、普通、こういうのはタイミングとか、なんか雰囲気とかあんだろが！　不意打ちでしてきてんじゃねぇよ！」

「ふふっ！　やっと怒ってくれたね！」

　最後の最後で、私のイタズラは大成功！

　今までの失敗を帳消しにして、おつりが返ってくるぐらいだよ！

「当たり前だ！　てめぇな、んなことのために──」

「『桜さくら』と呼んでほしいのだけど？」

「うるせぇよ！　とにかく、さっさと電話をしろ！」

　むぅ～！　さっきは名前で呼んでくれたのに、肝心な時は呼んでくれないなんて！

　……けど、それでいいんだ！　我わが侭ままが全部叶かなっちゃったらつまらない！

　自分の力で頑張ってつかみ取るからこそ、それは素晴らしいものなんだろうね！

「ジョーロ君、色々変なことをしてごめんね！　それと、ありがとう！」

「謝罪はいいから電話をしろや！」

「はい。謝罪はいいから電話をします」

　私は高校三年生。ジョーロ君は高校二年生。だから、もうすぐ必然的な別れがくる。

　だけど、時間が止まればいいのになんて思わない。同い年だったらなんて思わない。

　これから先、もっともっと楽しいことをジョーロ君としたいから。

　ここで止まっていたら、もったいないよね！

「あっ、そうだ。……ジョーロ君。」

「なんだよ？」

「イタズラしたかったら、してくれても構わないよ？」

「し、しねぇよ！」

　心地の良いいジョーロ君の怒鳴り声。

　それを聞きながら、私はスマートフォンを取り出し、パパに電話をした。

　門限を破るなんて初めてだから、きっと怒られちゃうよね！

　いつもは、パパに怒られる前はすごく怖いのに、今は全然そんなことがない。

　きっとそれは……私の大好きな人がそばにいてくれているからだろうね！







「あっ！　もしもし、パパ！　ごめんなさい！　門限に遅れちゃいそうなの！」

　電話の向こうのパパに、開口一番で謝罪を伝える。

　自分の我わが侭ままでジョーロ君に迷惑をかけた上に、大切な門限も破ってしまったんだ。

　思いきり怒られる覚悟は十分にできている。……あれ？　ジョーロ君がこっちに来たけど、

「あ～、コスモス。適当なタイミングで、電話を代わってもらえるか？　……ほら、俺が原因で門限を破らせちまったってのもあるからさ……」

「ううん！　ジョーロ君は悪くないよ！　私が変なことを考えたから……あ、ごめん、パパ！　こっちの話！　……え？　一緒にいるのは誰かって？」

　そういえば、パパとたくちゃんには友達って言えってママとひいちゃんに言われてたよね。

　なら……

「あの……、コスモス！　なんか嫌な予感がするから、早急に電話を俺に──」

「私のお友達のジョーロ君だよ！　いつも私の我わが侭ままを聞いてくれて、今日も半裸になったり、私に罵声を飛ばしたりしてくれてすごく嬉うれしかったんだ！　あれ？　もしもし、パパ？」

「伝え方ぁぁぁぁぁ!!　事実を局所的に伝えてんじゃねぇよ！」

　どうしたんだろう？　なんか、スマートフォンの向こうから何かが砕けたみたいな、すごく激しい音が聞こえてきたけど……。

「もしもし、パパ！　パパ、だいじょ……なんでもない？　よかったぁ！　……え？　ジョーロ君に電話を代わればいいの？　……分かった！」

　一度スマートフォンから耳を離し、ジョーロ君のほうを見る。

　おや？　どうしてジョーロ君は、恐ろしいまでに絶望した表情をしているのだろう？

「て、てめぇは……てめぇは……なぜ、あんだけ勉強ができるくせに、そういう常識が……」

「ジョーロ君！　パパが、ジョーロ君と話したいって！　ジョーロ君も話したがってたから、ちょうどいいタイミングだったね！」

「今しがた、最悪のタイミングに変貌したよ！　とにかく、貸せ！」

　満面の笑顔で、ジョーロ君にスマートフォンを手渡す。

　わぁ～！　自分が使っていたスマートフォンをジョーロ君が使うのってドキドキするなぁ！

「……はい。お電話代わりました、如月きさらぎです……。その、今日は桜さくらさんの門限を破らせた原因を……ええ！　……はい！　もちろん、桜さくらさんには何一つ変なことはしていません！」

　パパと話す時は、『桜さくらさん』なんだね！　なんだか、新しい呼び方をされて新鮮だよ！

「……はい？　門限に関しては特別に目をつぶるから、代わりに俺が……い、いやいやいや！　このまま電話で説明を……」

　おや？　なんだかジョーロ君が、すごく慌て始めているよ。

　いったい、パパと何を話しているんだろう？

「へ？　『今日、素直に来て父の論理的な責め苦にあうのと、後日改めて父の論理的かつ兄の背徳的な責め苦にあうのは、どっちがお好みだい』……と？」

　ジョーロ君が、スマートフォンを持ったまま、何やら覚悟を決めた表情になっているね。

「……本日、うかがわせていただきます。秋あき野のさんのお宅に」

「えぇぇぇぇぇ!!　ジョーロ君が私の家に!?」

　なんで、そんなことに!?　まさか、私が門限を破ってしまった理由を説明するために……。

　いや……、来てくれるのは嬉うれしい。だけど……

「ジョーロ君、電話を代わってくれ！　パパには、私からちゃんと説明をするから！」

「どわっ！　コスモス、いきなり電話に混ざってくるな！　今、俺が話してるんだって！」

「もう十分に君には迷惑をかけてしまったのだから、これ以上はダメだよ！　大丈夫さ！　パパにはちゃんと、私のほうから何があったかを懇切丁寧に説明して……」

「これ以上、状況を悪化させたくないからやめろ！　……あぁ、すみません！　決して、そのようなつもりは……はい！　はい！　もちろん、桜さくらさんには一切変なことはせずに、向かわせていただきます！　それはもう、神に誓って！　……そ、それじゃあ……」

　あぁ～！　ジョーロ君が電話を切ってしまったじゃないか！

　もう！　私が原因なのだから、私に押し付けてくれていいのに！

「ジョーロ君、早く私のスマートフォンを返したまえ。もう一度、パパに電話をして事情を説明する。そうすれば、君は普通に帰ることが……」

「やかましい！　とにかく俺もコスモスの家に行くから、さっさと案内しろ！」

「うっ……。で、でも……」

　ほんの一瞬だけ上級生らしく振舞おうとしたけど、失敗。

　ジョーロ君に怒鳴られると、つい弱気な自分が出てきてしまう。

「……分かったよ……」

　うぅ……。嬉うれしいけど、複雑な気持ちだよ。

　いや、だけど決まってしまった以上、気持ちは切り替えないとね！

　よーし！　家族のみんな……パパとママ、それに、ひいちゃんとたくちゃんにジョーロ君が悪く思われないようにちゃんと紹介するぞぉ～！

「その、わざわざありがとうね。……あと、ごめんよ……」

「いちいち謝るな。……はぁ、いったいどんな論理的な責め苦が待ち受けてるのやら……」

　今日はまだまだ終わらない！　本当に、これからも楽しみだよ！

　ところで、パパはどうしてジョーロ君に会いたがっているのだろう？

　不思議なこともあるものだね！








【俺はもう話さない……そして、誰もいなくなった】









「──以上、つきみが言ってた理想的なデートプランと俺が全裸になった真相だ。言っとくが、そもそも全裸じゃなくて上裸だし、どこぞの元生徒会長のドジと違って俺のは事故だ。……そこんとこ、勘違いすんなよ」

　話し終えたところで、俺はげんなりと息を吐いた。まじで、あの後は大変だったよ……。

　コスモスの父ちゃん、マジで怖いのよ。すげぇ厳格なオーラがあふれててさ。まぁ、最終的にはコスモスの母ちゃんと姉ちゃんが味方についてくれたおかげで事なきを得たんだけどさ。

　あぁ、もちろん例に漏れずコスモスが最後にやったイタズラの件は隠し通したよ。

　コスモスの父ちゃんにも、ホースにも。

　──とまぁその件はさておき、デートプランを気にしていたホースは……

「で、どうだ、ホース？　参考になったか？」

「……正直、全然参考にならないんだけど……」

　だから、俺は最初からそう言っただろうに。

「というか、ジョーロさ。なんで、偶然つきみちゃんと会ったからって、自分の服選びにつき合わせたわけ？　普通、二人きりのほうが……」

「意見は多いほうがいいろ？　それだけだよ」

　右手の人差し指と親指をすり合わせながら、一言。実は、俺はホースに今回の件を話す際、『コスモスの最後のイタズラ』の件は言わなかったことはもちろん、『つきみのプレゼント選びを手伝った』と言わずに、『自分の服選びにつきみを付き合わせた』と説明したのだ。

　もしかしたら、つきみがホースにサプライズプレゼントをしたいと思ってるかもしれないからな、余計な情報は与えないに限るってわけだ。

「そう……。僕としては、あまり気分がいいものじゃないから、次からはちゃんと教えてよ。まぁ、君なら心配はないだろうけど」

「分かってるって。悪かったよ、その件もデートプランの件も」

　こういう風に信頼されるってのは、少しだけ嬉うれしいな。

「いいよ。デートプランのほうも、まったく参考にならないわけじゃなかったしね。……君きみ達たちが見に行ったイルミネーションって、まだやってるでしょ？」

「ああ。確か、大おお晦日みそかまでやってるはずだから……」

「なら、そこに行こうかな。少し不本意だけど、つきみちゃんに『ジョーロのおすすめの場所』って言えば、喜んでもらえそうだし」

「それは、俺も不本意極まりないんだが……」

「仕方ないでしょ。つきみちゃんは、相変わらず君を神格化してるんだから」

　ほんと、それな。

　いったい、いつになったらつきみに崇あがめられなくなるのやら……って、噂うわさをすれば……

「神よ。ご機嫌麗しゅう」

　張本人がご登場っと。ほんと、この子って気配もなく現れるよね……。

「……よう、つきみ」

　俺おれ達たちのテーブルの近くにちょこんと立つつきみ。俺に挨拶はしてきたが、ホースに対しては何もなし。……これ、確実にまだ怒ってるよね……。

「や、やぁ、つきみちゃん！　待ち合わせ時間通りに来てくれてありがとう！」

　お、さすがホース君。どうにかキラキラ笑顔を維持して、声をかけてるじゃないか。

　んで、つきみの反応は……

「神よ。鈍き者が語り掛けてきました。いかがいたしましょう？」

　俺に聞くんかい！　いや、いかがって言われても……チラチラと正面から『本当にお願いします！』って視線が飛んできてるし……

「まぁ、もう許してやれよ。本人も滅め茶ちや苦く茶ちや反省してるから」

「御心のままに。……ホース、どういたしまして」

　あ、許してもらえたみたいだ。チョロいのかチョロくないのか、判断に困るな……。

「はぁ～……。ジョーロと一緒にいて、よかった……」

　まさか君、それ目的でここを待ち合わせ場所にしてないよね？

「つきみちゃん、こないだは本当にごめんね！　僕、全然つきみちゃんの気持ちに気づけなくて、でも、もうちゃんと分かってるから！」

「だいじょぶ。ホース、反省してるなら、それで満足」

「ありがとう！　……あ、それと……こほん。今日の格好も可愛かわいいよ、つきみちゃん！」

　さすが、キラキラ笑顔のラブコメ主人公。言うべきことは、しっかり言ったか。

　で、つきみの反応は……

「……っ！　う、うん……。とてもうれしい」

　無表情ながらも、顔を赤くして喜んでいるな。

　ただ、つきみがここにやってきたってことは……、

「えっと、ジョーロもありがとね。それで……」

　いよいよ、最後の一人……ホースもつきみと一緒に店を出てくってことか。

「ああ。俺もそろそろ出発するから、気にするなよ」

　時間は午後四時十五分。まぁ、俺としてもちょうどいい時間だ。

「分かったよ。その……、君は色々と思うところはあるかもしれないけどさ、お互い、今日を楽しもうね。それじゃあ、つきみちゃん……」

「うん。ホースとお出かけ」

　チラリとつきみのカバンからはみ出しているのは、黒い包装紙に包まれたプレゼント。

　たんぽぽといい、つきみといい、プレゼントを持参か。

　まぁ、そうだよな。今日はそういう日なんだからさ……。




「これで、俺以外誰もいなくなった、と」

　店の外から聞こえるにぎやかな声を耳にしながら、俺はまだ少しだけ残っていた春菊ジュースを飲み干す。時計を確認すると、時間は十六時三十分。そろそろ俺も出発を……ん？

「失礼します！　ヒイラギはいらっしゃいますか？」

「うしし！　ヒイラギっち、迎えに来たっしょ～！」

　店にやってきたのは、可愛かわいらしい私服に身を包んだあすなろとチェリー。

　二人とも、どこか浮ついた笑顔で店内を見回している。

「おや？　ジョーロじゃないですか！　こんなところで偶然ですね！」

「そうだな、あすなろ」

「ジョーロっちがここにいるなんて、意外っしょ！　てっきりもう出発してるかと……」

「ちょうど今から出発するところですよ、チェリーさん」

　と言っても、俺は別にこれからあすなろやチェリーと一緒に過ごすわけじゃない。

　あくまで別行動。ここで会ったのは、本当にただの偶然だ。

「あすなろちゃん、チェリーちゃん！　お迎えに来てくれてありがとなの！　私、準備万端なのぉ～！　今日のパーティー、とってもとっても楽しみなのぉ～！」

　続いて現れたのは、先程までの上下赤のユニフォームではなく私服に着替えたヒイラギ。

　可愛かわいらしいニット帽がよく似合っているな。

「ふふっ！　ツバキのお店の個室を貸し切って、私わたし達たち専用にしてもらいましたからね！　今日は、みんなで盛り上がりに盛り上がりましょうね！」

「うしし！　全員で……ってならなかったのは、ちょっち残念だけど、まぁ、今日は仕方ないっしょ！　その楽しみは、色々全部解決してからにしようね！」

　そうだな。俺もチェリーの意見に賛成だよ。

　なんせ、俺はそっちのパーティーには絶対に行けないんだからさ。

　その理由は……今までの男達たち四人で集まってた時に少しずつヒントがあったんだ。

　終業式は十二月二十二日。

　次々と女の子と一緒にでかけていく、……サンちゃん、フーちゃん、ホース。

　ヒイラギの……普段とは違う上下赤のユニフォーム。

　最後に、『ゲンキな焼鳥屋』の店頭販売されていた限定メニュー……七面鳥は完売。

　……そうだよ。もう全部終わった後なんだ……。

　なんせ、今日は……




「はぁ～！　楽しみなのぉ～！　クリスマスイブパーティーなのぉ～！」




　十二月二十四日。クリスマスイブなんだからな。

　だから、サンちゃんは牡ぼ丹たんと、フーちゃんはたんぽぽと、ホースはつきみと出かけていった。

　そして俺も……、一人の女の子と一緒に過ごす約束がある。

「んじゃ、俺もそろそろ行くからよ。お互い、今日は楽しもうな」

「はい！　ジョーロ、また冬休みが明けたら！」

「うちは、次に会うのはアルバイトかな！　またよろしくっしょ！」

「ジョーロ、よいお年をなの！」

　店を出ていく俺を三人の少女が、明るく送り出してくれる。

　外に出ると随分と寒い。だけど、街を歩く人ひと達たちは笑顔にあふれていた。

　ん？　あれは……

「ちっくしょぉ……。なんで、せっかくのクリスマスイブに彼氏がいねぇんだよ……」

「だから、無理だと言ったでしょう。というか、なぜ俺まで……」

「うるせぇ！　父ちゃんと母ちゃんは二人でディナーだし、雨あま露つゆは……このあたしをさしおいて……ぐぬぬぬ！　思い出すだけで腹が立つからここまでだ！　とにかく、今日は徹底的に付き合ってもらうからな！　……葉よう！」

「くす……。はいはい、特別ですからね」

　おっと、あの二人には見つからないほうがよさそうだし、少しだけ早めに歩くか。




「はぁ……。さむ……」

　賑にぎやかな商店街を歩きながら、ポケットに手を突っ込み白い息を吐く。

　いやはや……。まさか、修学旅行の後にしたみんなとの約束……『二人きりで過ごす時間』の話を、サンちゃん達たちにすることになるとは思わなかったよ。

　つっても、全部話したわけじゃねぇんだけどな。

　それでサンちゃん達たちの悩みは解決できたのだから、問題なしだろう。

「あいつ、もう来てるかな？　ま、どうでもいいか。……俺は、時間通りに行くだけだ」

　これから、俺が会うのはたった一人の女。

　一番大切な女の子とだけ会うことができて、他の奴やつらとは会うことができない。

　……当たり前だよな？

　俺は、その一つの絆きずなを作り出すために、三つの絆きずなを破壊したんだからさ……。

　まだほとんど時間が経たってないから、すぐに思い出すことができるよ。

　ずっとあやふやだった、関係を終わらせたあの日。何もかもを終わらせたあの日。

　……二学期のおしまい……十二月二十二日の終業式のことをさ。
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あとがき




　どうも、気づけばアニメも残り数話になってきて、安堵と哀愁の感情に浸ひたる駱らく駝だです。

　まぁ、これを書いているのは十月の中旬だったりするので、実際は三話までしか放送されてないのですがね。いやはや、いい最終回だった。

　というわけで、このあとがきを書く前に、そういえば前巻のあとがきで、『内うち田だ雄ゆう馬まさん、バカボンのパパになる』、『戸と松まつ遥はるかさん、アクエリオン搭乗』とか書いてたなと思いだしたので、そちらについて記載させていただきます。

　まず、後者の『戸と松まつ遥はるかさん、アクエリオン搭乗』ですが、こちらはアニメ版第七話です。

　戸と松まつさんは、非常に頭の回転が速く、こちらの意図をすぐに汲くみ取ってくれる素晴らしい人なのですが、時折とんでもない天然を発動してきます。

　その一つが、水着回でジョーロとパンジーが二人で温泉につかるシーン。

　こちらで、パンジーが『はぁ～。いい気持ち……』とした台詞せりふを、なぜか恍こう惚こつとした感じの表現にいい声で『気持ちいいぃ～！』とか言い始めました。そして、そのまま続けて芝居を押し通して『ねぇ、ジョーロ君？』と平然と続けやがりました。

　が、アクエリオン的なインパクトが強すぎたため、隣の山やま下したさんはジョーロ君ではなく、ただの山やま下したとなり、芝居が続けられなくなったのでリテイクというお話ですね。

　果たして悪いのは、台詞せりふを間違えた戸と松まつさんか？　芝居を続けられなくなった山やま下したさんか？　はたまた背後で笑い声を盛大にあげていた他の声優さんか？　個人的には、とても面白かったので、誰も悪くないと思ってます。

　続いて、『内うち田だ雄ゆう馬まさん、バカボンのパパになる』ですが、こちらはアニメ版第八話です。

　サンちゃんがツバキの店の名前を聞き、『ヨウキな串カツ屋か!?』と聞くシーンで、うっかり嚙かみつつも芝居を押し通した内うち田だ雄ゆう馬まさんは『ヨウキな串カツ屋な～のだぁ～！』とナイスシャウトをかましました。そしてそれが面白かったので『ヨウキな串カツ屋な～のかぁ～！』に台詞せりふを変更して放送されたものになったわけですね。

　では、謝辞を。

　十三巻を購入していただいた、読者の皆様、いつも付き合っていただきありがとうございます。次回のお話はいよいよ本格的に佳境なので、未来の駱らく駝ださんに相当頑張ってもらいます。

　ブリキ様、今回も素敵なイラストありがとうございます。本当にいつも素敵です。

　担当編集の皆様、短い期間に沢山のお時間を割いて、一緒に作っていただき本当にありがとうございます。次回もまたよろしくお願いします。

　実は一話のＡパートで、隠れパンジー以外にも、あすなろ、サザンカ、ホース、つきみ、チェリー、ツバキがいます。よかったら、探してみて下さい。
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